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【令和 2年度 三重大学全学 FD・SD開催記録】  

 
 

令和 2年度全学 FD・SD 

「臨場感のあるオンライン授業とは」 

 

 

 
【全学 FD・SD プログラム】 
日時：2021 年 3 月 15 日（月）15:30-17:30 
場所：Zoom によるオンライン開催 
 
開会挨拶         駒田 美弘（学長） 
 
調査結果について        苅田 修一（地域人材教育開発機構副機構長） 
 
ディスカッションについて 宮下 伊吉（地域人材教育開発機構准教授） 
 
グループディスカッション キーワード：「集中力」，「コミュニケーション」 
 
ディスカッション発表    
 
まとめ・閉会挨拶     山本 俊彦（地域人材教育開発機構長，理事〈教育担当〉） 
 
司会              宮下 伊吉（地域人材教育開発機構准教授） 
 

 

 

司会（宮下）： それでは定刻になりましたので，ただいまより三重

大学全学 FD・SD「臨場感のあるオンライン授業とは」を開催い

たします．私は本日進行を担当します，地域人材教育開発機構の宮

下です． 
現在メイン会場である三重大学数理・データサイエンス館

CeMDS から進行しております．こちら CeMDS の 2 階には山本

理事，梅川理事，冨樫副学長，苅田副機構長が参加されています．

また別室からは駒田学長が参加されておりまして，これから開会

の挨拶をいただきます．それでは駒田学長よろしくお願いいたし

ます． 
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◆開会挨拶 

駒田 美弘（学長） 

 

駒田： 皆様，こんにちは．学長の駒田です．まず

初めに本日はたくさんの皆様にお忙しい中，全学 
FD・SD「臨場感のあるオンライン授業とは」に

ご参加いただきましてどうもありがとうござい

ます．今回は皆様ご存知のように，新型コロナウ

イルス感染症流行のためにオンラインでの開催

となりました． 
皆様もオンライン会議等に次第に慣れてこら

れたのではないかと思いますけれども，他方で新

型コロナウイルス感染症は現在も猛威をふるっ

ております．死者は全世界で 260 万人，いまや私

の知る限りでは人類最大の感染症となっている

のではないかと思います． 
日本においても昨年（令和 2 年）の 2 月 1 日に指定感染症に指定されまして，我々三重大学での

教育も含めて様々な分野において極めて大きな影響を与え続けています． 
三重大学においても今年度（令和 2 年度）の前期からは，大学院での研究等の一部を除きまして

大部分の教育活動をオンラインに移行しており，そのため学生同士あるいは教員と学生との交流を

制限されました． 
まだまだパンデミックの収束には至っていない状況ではありますが，後期授業が始まった昨年の

10 月頃から，十分な感染防止の措置を取りながら徐々に対面教育を開始しつつあります． 
新型コロナウイルス感染症のワクチンに関しましても，徐々にではありますが接種が開始されて

おりますので，大変ですけれどもパンデミックは続かないのではないかと思っています．きっと収

束後には，まさに復活・再生の令和のルネッサンスが始まるのではないかと思っています． 
現代社会におきましては，皆様もよく目にされると思いますけれども，人工知能とか IoT とかビ

ッグデータとかあるいはロボティクスなどの，いわゆる科学技術が想像を上回るスピードで発達あ

るいは普及しパラダイムシフトが進んでいますとともに，私は格差の存在が少しずつですけれども

浮き彫りになっているのではないかと思います． 
そのため，多様な人々が性別とか人種，国籍，社会的地位，障害の有無などいわゆる属性によっ

て排除されることなく，誰もが社会の構成員として当たり前に存在し生活することができる，いわ

ゆるインクルーシブな社会づくりがより強く求められているように思います． 
また，科学技術の進歩とともに今まで人間が担当してきた多くの職業がこの先 10 年の間に 90％

の確率で機械がその業務を行えるようになってしまう，それから 2045 年には 1,000 ドルのコンピ

ューターが人類全体の演算能力を超える，いわゆるシンギュラリティが訪れるとみられています． 
よく今時の学生は何事にも消極的で安定志向であるというご意見やお話をお聞きいたしますが，

私は凄まじいスピードで変動し機械が人類を超える時代が来ても，たくましく自分自身で考え活躍

していける若者は多くあるように思います．三重大学が教育・育成する人材は，インクルーシブな

社会づくり・地域社会づくりの担い手でもあります．機械が活躍する未来社会においても，自分で

－ 2 －

令和2年度 三重大学全学FD・SD開催記録



人生を切り開く自由な発想のもと，可能性に挑戦していく人材であっていただきたいと願っていま

す． 
 今日は，コロナ禍あるいはポストコロナ時代における三重大学の教育のあり方・可能性について，

幅広い，示唆に富むたくさんのご意見を拝聴できるものと楽しみにいたしております． 
限られた時間ではございますが，ぜひ活発な討論をお願いいたしまして，私のご挨拶とさせていた

だきます． 
どうぞ本日はよろしくお願いいたします． 

 
司会（宮下）： 駒田学長，ありがとうございました． 
本日の予定は（Zoom の画面で）ご覧の内容で進行させていただく予定です． 
今回の FD には 110 名の参加申し込みがありました．それではこの後，調査結果について苅田

副機構長からご報告していただきます．この調査は今年度（令和 2 年度），全学の教員そして学生

を対象に地域人材教育開発機構の教学・IR 部門で実施しました，オンライン授業に関する調査で

す．苅田副機構長，よろしくお願いします． 
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◆調査報告：令和 2 年度実施の教員調査・学生調査結果 

苅田 修一（地域人材教育開発機構副機構長） 

 

苅田： はい，よろしくお願いいたします．地域

人材教育開発機構では，このコロナ禍にあってオ

ンライン授業運営等の状況を確認する目的の他，

学生の学力を担保する目的もあり調査を実施し

ました（【資料】）．その内容について今回ご報告

するとともに，このような FD を開催するに至っ

た経緯についても若干お話させていただきます． 
今年度（令和 2 年度）は突然の前期授業オンラ

イン化に始まり，これまでとは大きく授業スタイ

ルを変える必要が生じました．その中で学生に対

する意識調査と教員に対する調査を踏まえ、オン

ライン授業に関して学生・教員両方の意識を確認

するということが非常に重要であると考えられます．三重大学としてより良い教育を目指し，教職

員が学部・分野を超えて語り合い情報を交換するこのような場を提供するため，今回の FD・SD の

開催に至りました． 
 

教員調査の結果 

教員に対する調査は，本学教員に関しては Moodle，非常勤の先生方に関しては Google Form を

使ったアンケート形式で行い，専任教員で 480 件，非常勤講師で 206 件の回答がありました．回答

された方の職制は図（【資料】3 ページ）のとおりですが，このデータを用いまして様々な解析を行

ってまいりました． 
その一つが，対面授業ができない中，オンライン中心として授業で，先生方が感じておられる一

番重要なものは何かということです．一つは，授業について教員間での情報や意見の交換が非常に

重要であるというご意見を多くの先生方からいただきました．いわゆるオンライン授業，つまりそ

れぞれの先生方がそれぞれの研究室あるいは自宅等から配信するという授業形態の中で，授業をや

りながらも非常に不安感を持って取り組まれたということがわかります．授業についての教員間で

の早期の情報交換の必要性を, 先生方が強く感じられたというのが，このようなデータからわかり

ました． 
もう一つが，学生とコミュニケーションを取る時間が非常に重要であるということです．先生方

から，今回オンライン授業を展開する中で学生とコミュニケーションを非常に取りづらかった／取

ることができなかったことを踏まえ，学生とのコミュニケーションを取る時間を作ることが非常に

重要だという意見が寄せられています．  
オンライン授業の中で，コミュニケーションをどう取っていくのかということについて，本日皆

様でいろいろと議論をいただく中で，あるいは先生方の中でこうやったらうまくいったなどのご意

見をぜひ聞かせていただければと思います。 
以上のように，教員間，あるいは教員と学生間のコミュニケーションが大切だということが教員

に対するアンケートからわかりました．つまり，学生と教員のコミュニケーションをどう取るかと
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いうところが非常に重要になってくると思います．いわゆるオンラインでのリアルなコミュニケー

ション＝テレビ電話のようにコミュニケーションを取るとか，あるいは LMS，Moodle を介して課

題の評価を実施するとか，授業へのコメント等をとおしたやりとり，授業の感想等のリフレクショ

ンによるやりとり等，方法はいろいろあるかと思います．その中でどのような展開をすれば良かっ

たのだろうかということ，また今後徐々に対面授業の増加が予測される中でも，教員と学生間のコ

ミュニケーションをどう取るかが非常に重要な要素であるということが，今回のコロナ禍にあって

初めて浮き彫りになってきたというのが先生方の意識だったかと思います． 
 

学生調査の結果 

他方，学生の授業アンケートでは，授業への理解度について，オンライン授業でも理解度や認識

が向上した／やや向上したという意見がそこそこ出ています．むしろ学生は，今回こういうコロナ

禍であっても，我々は結構頑張ったのではないかという意見です．ところがそれに対して，授業を

された先生方はそうは思っていない，先生方は意外と手応えを感じていないというイメージを持っ

ています．この辺ちょっと認識のずれが生じているところです． 
あるいは学習意欲に関しても，先生方はオンライン授業で学生の学習意欲が上がったとは，ほと

んど思っていないのですが，学生の方は，特に大学院生を中心に学習意欲は結構上がったという意

見も出ています． 
それから，より積極的に取り組んだかという質問に対しては，先生方は，学生が積極的に取り組

んだとはそれほど感じていませんが，学生の方はオンラインになって，むしろ積極的に授業に取り

組んだというような意識を持っています． 
これは今年度（令和 2 年度）と昨年度（令和元年度）の，学生の各授業における平均的な勉強時

間のグラフですが（【資料】10 ページ），やはりオンラインになってからは授業が終わってからの学

習時間は増える傾向になっています．特に 1 時間以上，2 時間以上の学習時間の増加が見られます．

むしろオンラインになって，学生はどちらかと言えば積極的に勉強するようになった，つまり勉強

をたくさんしましたと学生は答えているわけです． 
総合的な授業の満足度を見ますと，実は前期の満足度は 0.1 ポイントぐらい下がっています．こ

れは，オンライン授業移行当初は非常に混乱していたということもあったかと思います．理由とし

ては，なかなかすぐにオンライン移行できなかったとか Zoom のアカウント手配がスムーズにいか

なかった等，いろいろなことがあったかと思います． 
前期の満足度は下がりましたが，後期では対面の授業をやっていた前年度に対して，満足度はほ

ぼ例年通りの値だったということが言えると思います． 
オンライン授業となったことに対して，学生の方には自分たちは結構頑張ったという意識があり，

逆に先生方はちょっとなにか物足りない，上手く伝わっているかどうかわからないという意識があ

るところです． 
また，オンラインでの評価の仕方・授業の評価をどうするか，あるいは成績はどう付けるかとい

うことについて，先生方からのご意見でもいくつか質問をいただいています． 
先生方によっては，Moodle 上でのオンライン試験，小テスト機能や課題機能をうまく使った試

験なども実施されたという先生がいらっしゃるようです．あるいは学生からも，オンライン上での

試験に対して非常に評価が良かったといった声も聞こえています．学生は学生なりにこのオンライ

ン授業の中で頑張った，先生方もそれに一生懸命ついていったけれども，これを振り返ってどう評

価していくのかが今後の一つの課題になるかと思います． 
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先生方も学生も共通して言えるのは，1 年の間に ICT の運用能力については非常にめざましく向

上したということです．ICT の使い方，例えば Zoom や Teams などを使ってオンライン上で議論

をするという技術については，皆が非常に向上したと考えています． 
それから学生の発言ですが，オンライン上では発言はやはり結構難しいだろうというような結果

が出ています．私も個人的に授業及びオフィスアワーで，オンライン上の対面形式のマンツーマン

で話をしましたが，やはり学生が非常に質問しにくい，大きな教室においてみんなでやる方がむし

ろ話はしやすいといったご意見もありました．なかなか難しいところではあります． 
それから授業に集中できるかどうかという点に関しては，やはり集中しにくいというか，オンラ

イン上でずっと画面を見ているのは非常に疲れるという結果は，別の学生アンケートでも出ていま

す．集中できていないということです． 
ただこれについては，先生方によっては途中で休憩時間を取る先生が何人かいらっしゃいまして，

その休憩時間を取ることに対しては学生の中でも評価が高く，例えば 40 分授業・5 分休憩のよう

な形で時間を取ると，学生の方は非常に集中力を維持できるというようなご意見もいただいていま

す． 
対面授業でも結局は集中していない学生は集中していないのですが，オンライン授業になって画

期的に上がったのが授業の出席率です．学生アンケートから見ると，出席率は過去最高の値になっ

ています．通学がない分，家で気軽にできるということもあると思うのですが，非常に授業への出

席率は高くなっているということです． 
それからやはり疲れです．これは先生側も疲れているし，学生の方もやっぱりオンラインで喋り

続けるのを聞くのは結構疲れるということです． 
また学生の修学達成度評価の記述欄への回答として，先生方と話がしたい・質問したい，オンラ

インで授業をやりながらも，同級生・先輩等も含めてなんらかの話す機会をやっぱり作って欲しい

という意見がたくさん出ています． 
 

まとめ 

実際，対面授業でなくなったからこそ初めて気づくコミュニケーションの大切さを学生も感じた

だろうし先生方も感じた，というのが今回のこの 1 年間ではなかったかと思います．教員側からも

オンラインであっても学生とコミュニケーションが取れるような授業の工夫が求められている一

方で，学生からもぜひ先生方と話せるような機会を欲しいというコメントが多く寄せられた，とい

うのも今回の調査の結果と言えます． 

先生方も学生とやはりコミュニケーションを取るべきだと感じている，あるいは先生同士でもコ

ミュニケーションを取るべきだと感じている，また学生も先生とよりコミュニケーションを取れる

ような授業を期待しているというのが，この 1 年間の授業の一つの総括ではなかったかと思いま

す． 

以上，報告をさせていただきます． 

 
司会（宮下）： 苅田副機構長ありがとうございました． 
今回の調査結果を皆様はどのように受け止めたでしょうか．調査結果からはオンライン授業の

様々な課題と共に，臨場感のあるオンライン授業に繋がる先生方の工夫や，4 月からのオンライン

授業あるいはハイブリッド型の授業を進める上で参考になりそうなヒントなど多くの気づきを得

られたのではないでしょうか． 
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◆グループディスカッションについて 

宮下 伊吉（地域人材教育開発機構准教授） 

 
先ほどのこの調査結果から得た多く

の気づきから，キーワードを二つに絞っ

て，今からご参加いただいている皆様に

グループディスカッションを進めてい

ただきます．従来の対面でのグループデ

ィスカッションとは進め方が異なりま

すので，今から私より説明をします．  
今回のグループディスカッションは

オンラインで行いますので，既にご存知

の先生方も多いかと思いますが Zoom
のブレイクアウトルーム機能を使い，1
グループ 6 名程度のグループに分かれてディスカッションしていただきます． 
グループディスカッションは 2 回行う予定で，ディスカッション後の結果の全体共有・質疑はメ

イン会場である CeMDS と繋いで実施します．先ほど別室にてご挨拶をされた駒田学長も，こちら

CeMDS に来ていただいています． 
今回のグループディスカッションは従来の対面型とは異なる点がありますので，ポイントを二つ

皆様にご紹介します．一つは「未来視点」で，「これからもっと良くするには？」「具体的にこんな

方法は？」という，ささやかでも新しい視点を歓迎するという方向で臨んでみてください．「こん

なこと前例がない」「事例がない」とか「経験上うまく行かない」「そんなことは無理だ，大変だ」

などは NG ワードでお願いできればと思っています． 
もう一つは「全員参加」ということです．これから紹介する Padlet というオンラインの掲示板

を使用することで，参加者の皆様が一度に意見を書き込んで共有することができます．ディスカッ

ションでよくありがちな，一人だけ自分の経験を話し続けたり経験の浅い方が遠慮して話をあまり

されなかったりということをなくすため，全員が Padlet に書き込み，その内容をもとに話したり

お互いに意見を聞き合うというやり方を予定しています． 
2 回のディスカッションのキーワードを，調査結果から二つ設定しました．1 回目が「集中力」

で，ハイブリッド型も含めたオンライン授業で学生の集中力を高めるにはどうしたらいいか，とい

うことです．2 回目のキーワードは「コミュニケーション」で，オンラインではなかなかコミュニ

ケーションを取りづらいということもありますが，その課題を解決するにはどうしたらいいか，と

いうことです．このディスカッションで解決の方法をまとめるということではなくて，新たな視点・

未来の視点で様々なアイディアを出していただけたらと考えております． 
ディスカッションの前にブレイクアウトルームの各グループに分かれたら，まずやっていただき

たいことが 2 つあります． 
1 つは挨拶です．1 グループ 6 人程度ですのでできれば顔を出していただき，マイクをオンにし

てまず名前と所属を伝えて挨拶をしてください． 
そして 2 つ目としては，進行役と報告役を決めていただくことです．ディスカッションを 2 回や

りますので，できれば同じ人ばかりにならないように担当を変えるなどの配慮もお願いします．決
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め方はグループ内で調整していただけたらと思います．よくあるケースは，例えば誕生日から決め

る方法です．今日が 3 月 15 日ですので，「15 日」に誕生日が最も近い人から進行役を決めていく

などです． 
進行役は，Padlet への書き込みの時間の設定や発言時間，順番を調整していただくといった役で

す．もう 1 つの報告役は，Padlet の書き込みをもとに全体で報告をしてもらう役です．時間の関係

上，報告は 1 分か 2 分程度の時間になります．今回は全体で 100 名ぐらいという規模ですのでグ

ループ全ての発表は難しく，1 回目はブレイクアウトルームのルームナンバーが偶数のルームに発

表いただいて，2 回目は奇数のルームナンバーのグループに発表していただく予定で考えておりま

す． 
今説明しました内容は，後ほど皆様が書き込んでもらう Padlet の画面にも掲載しております． 
ディスカッションの進め方としてはまず Padlet に書き込んでいただきますが，その時の注意点

として個人を特定するような情報の書き込みは避けていただくことと，また Padlet の画面に（ブ

レイクアウトルームの）ルームナンバーが掲載されていますので，自分の所属するルームナンバー

のところにコメントを書き込んでいただきますようお願いします 
よって，最初いきなり話し始めないで，進行役の方で Padlet に書き込む時間を 3 分から 5 分程

度設定してください．ディスカッションを進めていく中でも，大きな気づきやヒントがあれば書き

込みをどんどん続けていただいて構いません．書き込んだのちグループの中で話をしていく時は，

書き込んだ内容をもとに 1 人 1，2 分ぐらいずつで具体的に補足していき，さらに何か話をしてい

く時は，書き込んだ内容に対して疑問点をお互いに聞き合うというスタイルでお願いいたします． 
今説明した内容も，Padlet の画面に進め方を記載しております． 
ディスカッションでは例えば，キーワードに沿った内容をできるだけ多く，付箋の感覚＝長い文

字よりは見出しのような形で，入力いただいた方がいいかと思います． 
今ここに一つの例として「エイリアンの地球侵略」というタイトルを私が書き込んだとします．

そして，私は自分の順番になった時に「この書き込んだ内容というのは‥」という説明をしていき

ます． 
ちなみにこの例は以前私が担当した教員免許更新講習で，生徒に教えない授業＝生徒が勝手に集

中して面白くやる授業のアイディアを考えてほしいと言った時に，高校の数学の先生が，生徒に地

球を侵略するエイリアンの役を与えて，数学の数列やベクトル，微分積分等，どの内容を無くした

ら人間の生活に一番ダメージを与えるかを考えて発表しなさいという，授業以外でも面白く集中し

て学べるアイディアを出していただきましたので，参考までに紹介しました． 
それからこの画面はディスカッション 2 回目の例を示しています．2 回目のキーワードは「コミ

ュニケーション」ですが，先ほど苅田先生の方から雑談も効果的であったということで「雑談」と

書き込んでいます．ここも私から一つの例を挙げますと，「月面基地を救え！」という意見を書き

込んで順番が回ってきたとします．すると，これは学生に月面基地で活躍する宇宙飛行士の役を与

えて，教員が地球からの管制官役になってリモートでコミュニケーションしていくというような場

面を想定したシナリオの教材ですといった説明をしていくわけです． 
どういうことかと思われるかもしれませんが，実はこれ，私も面白いアイディアだなと思って調

べてみました．すると 「JAXA で宇宙飛行士とコミュニケーション力を鍛えよう」という，リモ

ート環境下でコミュニケーションせざるを得ない状況を使った教材が小中学生向けに既に使われ

ていることがわかりましたので，参考までに紹介させていただきました． 
先生方はいろいろなアイディアがもっと豊富だと思いますので，これからどんどん出していって
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もらえたらなと思います． 
これからブレイクアウトルームに分かれていただきますので，それぞれのグループの中でディス

カッションをお願いします．20 分が経過しましたら自動的にこのメイン会場に戻ります．皆様の

Padlet への書き込みの様子はこのメイン会場から見えています． 
ではいってらっしゃい． 
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◆グループディスカッション発表－1 回目テーマ：「集中力」－ 

 

司会（宮下）： 皆様お疲れ様でした．1 回目のディスカッション「集中力」はいかがでしたか．それ

では各グループの 1 回目のディスカッションルームナンバー，2 番・4 番・6 番・10 番・12 番の報

告役の方から約 1，2 分程度で報告をしてもらえたらと思います．ではルーム 2 番の方からお願い

します． 
 
ルーム 2 番発表者：当ルームで出た意見を簡単に述べますと，まず TA の有効活用です．他には，

授業がオンラインだと一方向になり易いからランダム・抜き打ち的に学生を当てて答えさせるとい

う意見や，授業自習や時間配分をもう少し工夫して授業をやるなどの意見，先ほども言ったように

逆方向授業を活用する意見なども出ています．休憩の活用ももう少し工夫すべきだという意見もあ

ります． 
更にノートの提出という意見も出ています．学生はちゃんと聞いていない可能性もあるので，授

業が終わった後ノートで授業の内容を書いて提出させれば，学生も結構集中力を持って授業を聞く

のではないかという意見が出ています．以上が 2 番です． 
 
司会（宮下）： はい，ありがとうございました．では，引き続きルーム 4 番お願いします． 
 
ルーム 4 番発表者：ナンバー4 ではいろいろな意見をいただいたのですが，中でも学生に積極的に

顔を出させることが非常に有効だということを述べていただきました．それから（授業に）メリハ

リをつけることの大切さ，つまりアイスブレイクを入れたり，動画・メディア教材とかを上手く差

し挟んだりしてメリハリをつけるということが重要だという話がありました．そういった盛り上が

り，つまり授業の中での山をいかに作るかということの大事さを語っていただいたと思います． 
 
司会（宮下）： はい，どうもありがとうございました．続いてルーム 6 の方よろしくお願いします． 
 
ルーム 6 番発表者：6 グループの中では，さきほどの 4 グループの方の発表・ご報告とも重なりま

すが，大規模授業ではやはりメリハリをつけるために,教員は硬い表現ではなくできるだけ柔らか

い表現で語りかけて受講生に自分ごととして考えさせるようにしたり，あるいは 30 分に 1 回くら

い数分の休憩を取ることでメリハリをつけたりという方法が出ました．少人数の授業では，緊張感

を持たせるということで次々に指名して緊張感を持たせたり，あるいは Moodle の時間設定の機能

を利用して次々に課題を出して学生に作業をさせる，例えばコメントを Google のスプレッドシー

ト上に書かせて受講生が共有したりという話が出ました． 
あるいは実際に発音したりビデオを見せたりして，受講生をできるだけ聞きっぱなしにならない

ように動かしていくという取り組みも出ました．6 グループの中ではだいたい以上の内容でした． 
 
司会（宮下）：はい．ありがとうございます．では，ルーム 10 番お願いします． 
 
ルーム 10 番発表者：ルーム 10 の中で出た意見としては，まず学生の集中力を持たせるために大前

提として教員が面白い講義をするということです．学術的に学生が興味を惹かれるような，内容が
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わかりやすくて面白いと思わせられるような講義をすることが重要であるという意見が出されま

した．またそれに伴ってテンポよくクリアに説明できるような教員の話し方が必要だということで

す． 
その他のテクニカルな部分としては，まず教員は音声や Wi-Fi 環境が乱れないように準備してお

く，まめに小クイズを入れる，まめに小さな休憩を入れる，まめに学生に質問したりして学生が発

話する機会を設けるなどといった意見が出されました．たまに学生に質問すると返事が返ってこな

いというケースがありますが，学生が Zoom には参加しているがその場にはいないというケースも

あり，学生がどのような環境で授業を受けているのかわからないという意見も出されましたので，

それに関連して学生には顔出しさせるようにしたらいいのではないかという意見もありました． 
その他，学生の集中力をもたせるという直接的な解決策とはならないかもしれませんが，学生と

の全体のチャットではなくて，学生と教員の一対一のメッセージ，チャット機能を用いて教員と学

生との繋がりを作ることで，教員の授業に対する学生の興味を持たせることもできるかもしれない

という意見も出されました．ルーム 10 からは以上です．ありがとうございます． 
 
司会（宮下）：はい．ありがとうございました．ではルーム 12，お願いします． 
 
ルーム 12 番発表者：まず集中力という点では，やはり雑談を意識的に取り入れていくことで，授

業前や授業の途中で意識的に雑談の時間や機会を確保していく工夫をされているということでし

た．また，事前に資料を Moodle 等にアップすることで学生がそれを見て頭に入れた上で関心を持

って参加することも意外とあり，早めに資料提供をしていくという工夫をされているということで

した． 
それから休憩時間について，やはり適宜休憩を入れていく必要がありますが，少人数授業であれ

ば休憩を取る際に雑談がしやすくなることで顔も見える関係になりやすいかと思います． 
大人数授業については，ある先生はブレイクアウトルームをランダムに振り分けず，多少手間は

かかりますがいつも同じメンバーで構成できるような工夫を事前にして休憩時間を取り，その時間

は雑談を含めて学生同士で交流を図る機会を作っているということでした．それについては，回を

重ねることで学生同士のつながりが非常に強くなってよかったという反応があったそうです． 
授業中における資料については，様々な講義をされている中でまとめや重要な箇所に入る時に，

「ぴょーん」などの効果音を入れるという工夫をされているそうです．これについては学生の反応

が様々で，非常にうるさいといった意見もあり工夫が必要ということですが，メリハリをそのよう

につけていくということでした． 
それから出席確認に関して，少人数授業と大人数授業は違うかと思いますが，少人数の授業を担

当されている先生は雑談等の時間を出席確認時にも作るということです．「あなたの故郷自慢をし

てください」等の話題を交えながら出席確認を進めていくことで，非常に柔らかい雰囲気になって

交流も深まるし，授業に対しても集中力が高まるというようなお話でした．以上です． 
 

司会（宮下）：はい．1 回目のディスカッションの結果報告ありがとうございました． 
引き続きまして 2 回目のディスカッションの方に移りたいと思います．2 回目のディスカッション

のキーワードは「コミュニケーション」です． 
 ではブレイクアウトルームの方への招待が届き始めていると思いますので，また 20 分後にこちら

のメイン会場の方までお戻りください．では，いってらっしゃい． 

－ 11 －

臨場感のあるオンライン授業とは



◆グループディスカッション発表－2 回目テーマ：「コミュニケーション」－ 

 

司会（宮下）：2 回目のディスカッション内容について全体共有の時間です．では 1 番のルームナン

バーの報告役の方から，よろしくお願いいたします． 
 
ルーム 1 番発表者： ルーム 1 より報告させていただきます．  
我々のグループでは，コミュニケーションをオンラインでどうやって取ればいいかということに

ついて，学生の様子がとにかく見えないのが困るという意見が出ました．やはり顔出しが重要で，

顔出しをしてもらえればコミュニケーションがだいぶ取りやすくなります．ただ人数の問題があり，

20 人程度のグループならまだいいのですが，100 人を超えるような大教室では通信の問題もある

ので難しいということがございます． 
また，授業の形態については講義と演習がありますが，普段だったら演習は様子が見られますが

オンラインだとその様子が見られないのも困る，というお話がありました． 
解決方法については，例えば授業の最後にコメントシートを提出してもらい，Moodle 等を介して

フィードバックをして次回の授業の時に共有する．タイムラグはありますが受講生の意見がお互い

にフィードバックされることで，それを刺激にしてコミュニケーションを取っていくという方法が

挙げられました． 
Zoom 等のチャット機能をうまく使って学生から質問を受け，それに対し返答をするなどの形で，

オンライン上でチャットを使ったコミュニケーションを取るというのも結構有効だろう，というこ

とでした． 
ただ，このチャットは普段の授業中に声を上げるよりはハードルはおそらく低いと思いますが，

それでもチャットにもなかなか書き込みにくいという学生もやはりおりますので，そのハードルを

いかに下げるかが課題になってくるということです．以上です． 
 
司会（宮下）：ありがとうございます．では続きまして，3 番のルームナンバー報告役の方，よろし

くお願いします． 
 
ルーム 3 番発表者：ルーム 3 番です．議論の中で，前提条件としてやはり学生の数や授業の講義形

態によってアプローチがかなり異なってくるという議論がございました． 
先ほどルーム 1 の方もおっしゃっていましたが，その中でも学生と講師側とのコミュニケーショ

ンにつきましてはやはりツールを用いてという点と，そのツールの数が重要になるかと思います． 

授業中に限らず，学生それぞれが使いやすいさまざまな他の SNS やツールなどを使って講師側と

コミュニケーションをとることなども一つの手だという議論がありました．ただ，講師側のほうが

いろいろなツールに対応しなければいけないので，かなり負担が増えるのは間違いないと思います． 
学生同士のコミュニケーションにつきましては，授業の中でグループを組ませて議論をさせるく

らいしか用意はできないとは思いますが，いずれにしてもいろいろな方法で議論をさせたりとか場

を用意したりすることなどでコミュニケーションを深めていきたいというような議論がありまし

た．ルーム 3 からは以上です． 
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司会（宮下）：はい．ありがとうございました．では続いてルーム 5 番の報告役の方，よろしくお

願いします． 
 
ルーム 5 番発表者：ルーム 5 の意見としては，講義中と，講義後のコミュニケーションに意見が大

きく分けられました． 
講義中はブレイクアウトルームの活用やコメントスクリーン機能，またニコニコ動画のようにリ

アルタイムでコメントが流れるような機能を取り入れるとよりよいといった意見がでました．チャ

ットでのやりとりとして授業中に学生にチャットで質問などを書いてもらい，それに対応する役の

教員／TA を 1 人つけて，チャットへのコメントに対応することがいいという意見が出ました．ま

た，発表の機会を与えるために学生を指名する，学生を当てて喋らせるというような対応がでまし

た． 
講義後のコミュニケーションに関しましては，学生の質問を受けて Moodle のフィードバック機

能を使って質問を書き込んでもらい，教員がそれに答えたものを Q&A としてまとめてアップロー

ドするということをやったり，あるいはメールでのやり取りとして，授業後に直接学生から質問を

受けてそれに答えるという形で講義後のコミュニケーションを実施したりという意見が出されま

した．以上です． 
 
司会（宮下）：ありがとうございました．では，続いてルーム 7 番よろしくお願いします． 
 
ルーム 7 番発表者：まず教員同士のコミュニケーションに関しては，このリモート授業に関するい

ろんなアイディアや技術があるようなので，それを共有する場が欲しいという意見が出ました．そ

してオムニバス形式の講義や授業の場合には，オムニバスの他の教員の授業を聞くことができたり

して，チームワークで教えていけるような授業設計の改善，来年度の授業設計の改善に活用できる

ような仕組みが重要だということです． 
また，授業参加を許可する先生の授業が全学的にわかるようになっていて，その授業へ自由に参

加できるシステムがあるといいという意見が出ました． 
それから TA／教員同士で授業のサポート役をお互いにするという意見です．例えば授業をやる

教員がホスト（進行役）をせずに他の人がホストをやり，学生へ質問した時のチャットの返事など

はその人が担当し，その内容を主の授業をやる教員と確認・共有するなどということです． 
そして学生とのやりとりの中では，話題が変わるときに 4 択で質問をして，その結果がグラフ化さ

れたものを使いながら次の話題に移っていくことができるといいという意見が出ました． 
グループワークを実施する際，5，6 人のような多人数ではなく，2 人程度に絞ってみると話も深

く長くなって学生達も楽しそうだという意見がありました．以上となります． 
 
司会（宮下）：はい．どうもありがとうございました．続いては 9 番お願いします． 
 
ルーム 9 番発表者：参加者の皆さんの分野が様々でいろんなご意見が出ましたので，Padlet に箇条

書きでメモをいたしました．順次報告させていただきます． 
オンラインの特性を利用しチャットやメールを活用してコミュニケーションを取るというご意

見や，私のように数学の授業をやっている場合，学生同士のコミュニケーションを取らせるのは非

常に難しいという意見があります． 
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また，質問がある人は授業後にZoomに残ってもらい個別対応するということです．従来ですと，

大教室かつ大人数の授業後の質問については学生がなかなか聞きに来なかったのですが，Zoom に

残ってもらって個別対応するという形だと従来にない対応も可能となったというご意見もありま

した． 
それから，グループワーク終了後にふりかえりシートを提出してもらうということです． 

キャリア教育の先生が意見や改善提案，質問のみならず悩みなどをなんでも書いてくださいと言っ

て従来の 2 倍の分量でふりかえりシートを出してもらうようにしたところ，学生が非常にたくさん

書いてきてくれたというご意見です．悩みなどを書いてきた学生にはZoomで個別対応をするなど，

従来の対面では難しかったことができたという事例もあるというお話でした． 
Padlet に「赤べこ」と書いてあるのは，（Zoom の画面に映るように）赤べこのおもちゃでも置

いておいて，授業の雰囲気を少し柔らかくするなどの工夫も教員側からするべきだというご意見で

す．学生側からはなかなか雰囲気を柔らかくすることは難しいと思われるので，教員側からそのよ

うな工夫もすべきということです． 
それから，ビデオのオン・オフの適宜切り替えです．学生と顔を合わせる時はビデオをオンにし

ますが，画面共有でスライドを出す時は，学生の Wi-Fi 環境は必ずしも良くないことからオフにし

たほうがよいというご意見もありました．学生との距離がむしろ近くなったという印象をもたれた

先生も複数いらっしゃいました． 
三重大学以外の大学でも教えている先生がいらっしゃいますが，どうしても機材に大きく左右さ

れるので，機材を整えていただけるとありがたいというご意見もありました． 
今回の教員間のコミュニケーションという場を持っていただけるのはありがたかったというご

意見もありました．以上になります． 
 
司会（宮下）：はい．どうもありがとうございます．ルームナンバー11 番，よろしくお願いします． 
 
ルーム 11 番発表者：はい．ルーム 11，報告いたします．先生方の意見の中で一番目立ったのが，

雑談や私語が有効ではないかということです． 
学生間のコミュニケーションを促進するために授業終了後のミーティングを開放した，教員と学

生の間のコミュニケーションのために授業のブレイクアウトのときに時間を多少長めに設定して，

その中で学生がディスカッションや私語ができるようにしたという工夫もありました． 
そして，教員と学生の間でチャットを使うというのは非常に有効であって，さらに質問のハード

ルを下げるためには「わからないということ」を書き込ませることです．わかったり質問があった

りしたときに書き込んでくださいではなく，むしろ「わからない」「質問がない」ということも含め

て書き込んではどうですかという呼びかけも言うようになりました． 
雑談して，「面白ければ『888』や『www』と打ち込んで」などと促してみると，学生ものってくる

ような感じがあります． 
また，ハイブリッド授業になったときに教室にいる学生とオンラインの学生のどちらにも配慮で

きるような授業に工夫ができればうまくいくのではないかという予測もなされました．以上です． 
 
司会（宮下）：はい．どうもありがとうございました．13 番よろしくお願いします． 
 
ルーム 13 番発表者：ルーム 11 の先生方と少し似ている部分がありますが，まず毎回学生同士のデ
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ィスカッションの機会を設けているという授業がありました．もちろん授業としてディスカッショ

ンをして欲しい内容について明確に伝えているのですが，その学生同士のディスカッションの時間

を少し長めにして，本当に何気ない質問を解消しあえるような学生同士のコミュニケーションの場

になるような工夫をされています． 
また授業後に Zoom をそのまま開けておいて，何か質問があったらぜひ残っていろいろ聞いてく

ださいという機会を設けておくと意外とたくさん学生が残ることもあり，そのような工夫をすると

よいのではという意見が出ました． 
 
司会（宮下）：はい．これで報告は以上になるかと思います． 
 いかがでしたでしょうか．非常に参考になる点や気づきなども多くあったのではないでしょうか．  
それではちょうど時間になりました．山本理事からまとめと閉会のお言葉をいただきたいと思い

ます．山本理事，お願いいたします。 
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◆まとめ・閉会挨拶 

山本 俊彦（地域人材教育開発機構長，理事〈教育担当〉） 

 
山本：先生方，長時間にわたり熱心な議論を重ねてい

ただいたと思います．お疲れ様でした． 
年度末近くになっての開催で，どれほどの先生方が

参加して頂けるかかなり不安でしたが，蓋を開けてみ

ると 100 名以上の先生方に申し込みいただいたとい

うことで大変喜んでおります． 
今年度（令和 2 年度）はコロナウイルスの感染拡大

のためオンライン授業を余儀なくされ，どの先生にと

っても初めての経験ということで戸惑いの中でオン

ライン授業が始まりました．当初は夏休み前後には元

に戻るだろうといった気楽な部分もあったかと思い

ますけれども，状況が回復することがなく今日に至っ

ています．来年度（令和 3 年度）4 月当初もまたオン

ライン授業が予定され，更にはハイブリッド授業の実

施という形で継続する状況にあります．そのようなこの一年やこれからのことを考えて，後期の始

めに先生方にオンライン授業についてのアンケートを取らせていただきました． 
これまではアンケートをとって「こういう実態でした」という報告で終わっていますが，アンケ

ートを終着点にするのではなくアンケートで答えていただいたことをもとにし，いろいろな議論や

先生方のコミュニケーションのスタートラインにしたいということで，機構において検討を重ね，

今回このようなコミュニケーション・意見交換・交流の場を設定させていただきました． 
学部や学科の中では先生方の様々な意見交換・交流があるかと思いますが，今日のように授業・

教育についての学部を超えた意見交換・交流の機会や，授業・教育を未来志向で一緒に更にいいも

のにしていくためには何が必要かといった議論はあるようでなかった，今回が初めてではないかな

と思います．よって，やり方を含めて戸惑うところはあったと思いますが，今日のこの 2 時間の議

論が 4 月からの一人一人の先生方の授業作りや工夫の何らかの役に立てば幸いと思っています． 
今回の FD・SD は年度終盤に開催しておりますが，先程申しましたように来年度（令和 3 年度）

は教養教育を中心にハイブリッド授業を少しでも広げていこうという意欲的な取り組みもありま

す．ハイブリッド授業になると今年のオンライン授業以上の難しさが予想されます．すなわち，教

室にいる学生とリモートの学生とが同じような臨場感をもって授業に臨んでくれないと授業とし

ての成果は生まれないので非常に難しく，また 2 つの空間を結んで授業をすることはほとんどの先

生にとって初めての経験だと思いますので，さらに難しさや戸惑いが生じると思います．来年度に

向けては，年度の途中でそれまでの経験を持ち寄って残された授業に向けて意見交換をし，より良

い方法を見い出しながら進めていく，みんなで三重大学の授業・教育の質を高めるために積極的に

学部・学科の壁を乗り超えて意見交換をするといった姿を，その都度作り出せていければと思いま

す．今後，今日の経験を先生方も活かしていただいて，さらにコミュニケーションを深めながら進

めていっていただければと思います． 
今日は参加いただきまして本当にありがとうございます． 
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司会（宮下）：山本理事，ありがとうございました．またお忙しい中にも関わらず，ご参加いただき

ました皆様にも本当に厚く御礼申し上げます．そしてこの今回の FD を実現するためには我々教員

だけではなく，CeMDS サポートデスクの学生や職員の方々にもご協力いただいております．改め

てお礼申し上げたいと思います．ありがとうございました． 
以上で今回の FD・SD「臨場感のあるオンライン授業とは」を終了いたします。皆様お疲れ様で

した． 
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外国人留学生の日本での就職意識を高める方途† 
－日本で就業している外国人をロールモデルとした試み－ 

正路 真一* 
三重大学国際交流センター* 

本稿は，外国人留学生が既に日本で仕事をしている外国人就労者のインタビュー記事を読むことで，

これらの外国人就労者が留学生たちのロールモデルとして作用し，留学生たちの日本での就職に対す

る意欲が喚起されるという仮説について調べたものである．調査方法として，インタビュー記事を読

んだ留学生のグループと，記事を読まなかった留学生グループの両方にアンケートを実施し，日本で

の就職意欲，日本での就職にあたっての障壁，そして自身の課題について質問した．その結果，インタ

ビュー記事を読まなかった留学生に比べ，記事を読んだ実験グループの留学生たちの方が，日本での

就職に対して高い意欲を示し，その際の障壁としてより現実に即した回答を挙げ，また自身の課題と

してより多様なものを挙げた．この結果から，既に日本で働いている外国人就労者がロールモデルと

なり，留学生たちの日本での就職意欲が喚起される可能性が示唆された． 
 

キーワード：外国人留学生，就職，ロールモデル 

1. はじめに 

少子高齢化が進む日本において，これに伴う労働力不

足を解消あるいは緩和する一つの方途として，外国人労

働力の活用が注目されている（守屋 2012, 島田 2017, 柳
2017）．また外国人材は日本人と異なる発想や視点を持つ

と期待され，日本の成長戦略やイノベーション及び日本

企業のグローバル化を図る上での戦略的なリソースとし

ても注目されており（平田 2011, 末廣 2013, 柳 2017, 
中橋・アンダーソン 2018, 猪俣・高橋・冨田 2018），2017
年には文部科学省が全国の大学に対して「留学生就職促

進プログラム」を公募し，外国人留学生の日本での就職を

支援している．  
こうした背景のもと，本稿は，日本の大学に所属する

外国人留学生の日本での就職意識を高めるための方途と

して，既に日本で就職している外国人就業者を対象とし

たインタビュー記事を教材として活用し，留学生らがこ

れを読むことで就職意識が高まったかどうかについて調

べたものである．本稿の調査で使用したインタビュー記

事は，特に三重県内で働いている外国人を対象として筆

者が 2017年から継続的に行なっているインタビューの

内容がまとめられたものである．インタビューの内容と

しては，「どのような経緯で来日したか」，「どのように

日本語を習得したか」，「どのように仕事を見つけた

か」，「仕事上及び生活の上で困ったことは何か」，「日本

での就職を志す留学生たちにアドバイスはあるか」など

の質問に対する外国人就業者らの回答をまとめたもの

で，記事は全て三重大学「三重創生ファンタジスタ 地

（知）の拠点」のホームページ上に「多文化共生チーム

インタビュー」として掲載されている．本稿では，この

インタビュー記事を用い，外国人留学生らが日本で既に

就職している外国人たちの声を聞く（読む）ことで，そ

の外国人就業者が留学生の就職にあたってのロールモデ

ルとしての役割を果たし，留学生が日本での就職に対す

る考えを深め，就職に対する意欲が喚起されるという仮

説を立て，これを検証することを試みた． 

 
2. 就職意識を高める方途としてのロールモデルの

有効性 

キャリア形成におけるロールモデルの有効性はいくつ

かの先行研究に報告されている．例えば平尾（2005a）は

実際に働いている人々の姿が働き方に関する現実的な情

報を学生に与え，これによって学生は具体的に自身のキ

ャリアを描くことができるとし，これが一つのキャリア

デザインの手法として注目されていると述べている．具

体的な取り組みとして，平尾は大学生を対象として，自身

の将来のキャリアのモデルたる著名人を具体的に挙げさ

せ，これらのモデルについて調べさせ，レポートを書かせ

た．この課題に参加した大学生たちのアンケート結果か

ら，モデルの人物について知ることが，大学生たち自身の

働くことへの意欲を高める効果をもたらす可能性が示唆
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されている．さらに平尾（2005b）は「最も身近な人生の

先輩でもある親のキャリアを学ぶことで，自分自身のキ

ャリアを考えて就職活動へのきっかけ作りとなる（p.87）」
と主張し，大学生を対象に，親にインタビューをさせた．

この場合は，親が大学生にとっての就職のモデルに当た

ると言えよう．親にインタビューをした学生に対するア

ンケートの結果，インタビューが自身の就職活動に役立

ったとする感想が多く寄せられた．また高松（2016）も，

大学生に，フルタイムで働いている就業者にインタビュ

ーをすることを課しているが，これも既に就業している

人生の先輩をロールモデルとして活用したキャリア教育

だと考えられる．高松は，インタビューの効果として，学

生時代にしなければならない課題が明確になると主張し

ている．平畑（2019）の調査では，海外で働く日本人の講

演会を聴講した大学生を対象としてアンケートを実施し

ている．アンケートの結果によると，講演者の仕事に対し

ての新しい知見を得た結果，その仕事に興味をそそられ

たという学生が多くいたことから，聴講学生の多くが自

身の将来の就職に係る選択肢を広げたと考えられる．つ

まり学生にとって未知の職業に就いている人物が学生の

キャリア形成におけるロールモデルとなったことが示唆

されており，こうしたロールモデルを提示することによ

るキャリア教育上の有効性を平畑は主張している．西岡

（2013）は，医師を志望する学習者にとっての指導医の

重要性を論じている．学習者の声を聴取した結果，「（指

導医が）ロールモデルとして，学習者の将来的な医師像

（中略）へも影響が及ぼす可能性がある（p.356）」と西

岡は述べている．  
平尾（2005a,b），高松（2016），平畑（2019），西岡

（2013），福田（2014）が，具体的な人物をロールモデ

ルとして提示することによる効果を主張しているのに対

し，菅長・中井（2015）はロールモデルに足る資質あるい

はロールモデルの構成要素は何かという問いについて論

じている．菅長・中井は，明確な定義が難しい「グローバ

ル人材」という言葉が表すものを明確にするための材料

として，留学後日本で就職したベトナム人 2 名を対象と

したインタビューの内容を報告している．このインタビ

ューを通して，このベトナム人就業者たちの就職活動の

経験，彼らの仕事の内容や難しさ，将来のキャリアプラン，

これまでの経験がどのように仕事に役立っているかを聴

取し，彼らが得た能力や資質をまとめることで，留学生

（及び日本人学生）にとっての「グローバル人材」として

のロールモデルが理解できると論じている．同じく，小

關・田中（2015）は在外公館派遣員のライフストーリーか

ら派遣員の資質を調査し，こうした調査を通してロール

モデルを確立することがグローバル人材の育成に不可欠

であるとしている．小關・田中と同様，市川（2019）も，

日本人海外駐在員へのインタビューを通して，「グローバ

ル人材」のモデル確立を試みている．さらに，渡辺（2009）
は，女性のキャリア形成に関して，ロールモデルとなりう

る女性の就業者の資質をまとめている． 
以上より，ロールモデルに関する先行研究は，平尾

（2005a,b），高松（2016），平畑（2019），西岡（2013），
福田（2014）のように実在する人物をロールモデルとし

て提示することの効果を調べたものと，菅長・中井（2015），
小關・田中（2015），市川（2019），渡辺（2009）のよ

うにロールモデルの構成要素の確立を目指すものとに分

かれるが，平尾らのように実際に存在する人物をロール

モデルとして提示する手法は，菅長・中井らのようなロー

ルモデルに足る構成要素を，学生ら自身に発見させるも

のとも解釈できる．本稿は，平尾らと同様，実在する人物

を外国人留学生に提示することによる効果を調べたもの

である．筆者の先行研究調査の結果，本章に挙げたような

先行研究は散見されるものの，留学生を対象にロールモ

デルを提示した取り組みは確認できなかった．本稿はそ

の取り組みについて報告するものである． 
 
3. 調査 

3.1. 被験者 

筆者が担当する外国人留学生対象科目を受講してい

る 36 名の留学生が調査に参加した．その 36 名の留学生

は 1 名の正規学部生を除き全て交換留学生であった．ま

た，彼，彼女らの日本語能力は，（ややばらつきがあるが）

日本語能力試験（Japanese Language Proficiency Test; 
JLPT）のN1〜N3のレベルに相当すると考えられる．こ

のレベルは，被験者たちの実際の日本語能力試験の受験

結果および所属大学の日本語レベル判定試験（クラス分

け試験）の結果から推定した． 
 
3.2. 調査方法 

筆者が担当する留学生対象科目の 2018 年度後期末の

一コマを利用して調査を行なった．調査対象となった 36
人の留学生を 18人ずつの二つのグループに分け，一つの

グループにはまず既に日本で就業している外国人へのイ

ンタビュー記事を読ませ（実験グループ），もう一方のグ

ループには記事を読ませなかった（コントロールグルー

プ）．このインタビュー記事にある外国人就業者が留学生

らの就職に際してのロールモデルとなりうると仮定し，

実験グループにもたらされる効果を検証した． 
インタビューの内容については正路・松岡（2019）に詳

しくまとめられているが，正路・松岡によると，インタビ

ューを受けた外国人就業者たちの特徴として，下の 4 点
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が挙げられる． 
・ 日本語能力試験の N1（または 1 級）を取得してい

る者が多い． 
・ 日本で最も苦労したのは日本語の習得であったと

いう者が多い． 
・ 日本で得た職が学生時代の専門分野と関わるもの

である者が多い． 
・ 日本での就職を目指す留学生へのアドバイスとして，

「日本語を習得すること」，「日本文化を学ぶこと」，

「日本の慣習を尊重すること」，「就職に役立つ知識

（資格の取得・アルバイト先の先輩後輩の関係・ホ

ウレンソウ（報告・連絡・相談）など）を学ぶこと」

を挙げる者が多い． 
 

なお，今回の調査で実験グループの留学生たちに読ま

せたインタビュー記事は，表 1 の①〜⑩の外国人就業者

へのインタビュー記事である．これらは半構造化インタ

ビューの形で行われたもので，記事の長さは，長いもので

約 3,000字，短いもので約 1,300字程度である． 
 

表1 インタビュー記事の外国人就業者一覧 

記

事 
出身国（性別） 勤務先 日本での就

業歴 
① 韓国（女） 大学（教授） 約 26年 
② フィジー（男） 英 会 話 教 室

（講師） 
約 15年 

③ ラオス（女） 大学（技術補

佐員） 
約 14年 

④ モンゴル（中国

内モンゴル自治

区）（女） 

プラスチック

加工会社 
約 2年 

⑤ スリランカ（男） 電機メーカー 約 14年 
⑥ ベトナム（男） IT企業 約 2年 

ベトナム（女） 約 2年半 
ベトナム（男） 約半年 

⑦ バングラデシュ 土木関係 約 1年 
⑧ 韓国（女） 光化学機器メ

ーカー 
0（就業の前

週に取材） 
⑨ ネパール（男） レストラン 約 8年 
⑩ ペルー（男） 国際交流団体 約 12年 

 

 実験グループには上記のインタビュー記事を読ませた

後，またコントロールグループにはなんら事前準備なし

で，日本での就職についてのアンケートに答えさせた．ア

ンケートの質問は以下の通りである． 

 
①日本で就職したいと思いますか．（選択回答） 

a. 日本で就職したいと考えている． 
b. 日本で就職することに興味はあるが，実際に就

職するかどうかわからない． 
c. 日本で就職することに興味はあるが，多分しな

いと思う． 
d. 日本で就職したいと思わない． 
 その答えを選んだ理由は何ですか（自由記述） 

②もし自分が日本で就職するなら，心配なこと，どうした

らいいかわからないことは何ですか．（自由記述） 
③もし自分が日本で就職するなら，これから何を頑張ら

なければならないと思いますか．（自由記述） 
 
3.3. 調査の目的 

本調査の目的は，前述の通り，既に日本で就業している

外国人の記事を外国人留学生に読ませることにより，こ

れらの外国人就業者が留学生たちのロールモデルとして

作用し，留学生たちの日本での就職に対する意識に影響

が与えられたかについて調べることであるが，具体的に

は以下の 3 点における効果がもたらされたかを調べた．

その 1 点目は「日本で就職することに対する意欲が増し

たか（就職意欲の喚起）」，2点目は「日本で就職する際に

困難となる点は何か把握できたか（困難な点の認識）」．3
点目は「日本で就職するために頑張らなくてはならない

ことは何か（課題の認識）」である．前節 3.2に示したア

ンケートの質問①は日本での就職に対する意欲の高さを

測る直接的な質問である．質問②は，困難な点の認識に関

する達成度，そして質問③は課題の認識に関する達成度

を調べた．これらの質問はすべて，日本で就職することに

対する考え，意識の深さを測るためのものとまとめるこ

ともできる．また，質問①，③は，日本人大学生を対象と

した先行研究の中で平尾（2005a）が主張する「大学生た

ち自身の働くことへの意欲を高める効果」，および高松

（2016）が主張する「学生時代にしなければならない課

題が明確になる」という効果が外国人留学生においても

見られるかについて調べたものでもある． 
 
4. 結果 

4.1. 就職意欲（質問①） 

外国人就業者のインタビュー記事を読まずにアンケー

トだけをしたグループの留学生たち（コントロールグル

ープ），そしてインタビュー記事を読んでからアンケート

をした留学生たち（実験グループ）の質問①に対する回答

を図 1に示す．
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図 1 質問①「日本で就職したいと思いますか」結果（選択回答）

図 1からわかる通り，回答「a. 日本で就職したいと考え

ている」を選んだ留学生は実験グループにしかおらず，回

答「c. 日本で就職することに興味はあるが，多分しない

と思う」を選んだ留学生はコントロールグループの方が

格段に多い．つまりコントロールグループの留学生たち

に比べ，実験グループの留学生たちの方が日本での就職

に意欲的であることが示唆された． 
さらに，この回答選択肢を選んだ理由を自由記述で回

答させたが，表 2にその回答を示す．  
 

 
表2 質問①「日本で就職したいと思いますか」の回答選択肢を選んだ理由（自由記述回答） 

回答選択肢 回答者の意見の例 
コントロールグループ（N =18） 実験グループ（N =18） 

a. 日本で就職し

たいと考えてい

る． 

（n =0） （n =4） 
■日本語を勉強しているからこれを生かしたい．  
■日本の経済は安定しているから．  

b. 日本で就職す

ることに興味はあ

るが，実際に就職

するかどうかわか

らない． 

（n =10） 
■母国での就職が難しいので日本で就職

したい．   
■母国の家族の近くにいたい． 
■外国で就職するのは不安． 
■日本企業の雰囲気が好きではない． 

（n =9） 
■日本語を勉強しているからこれを生かしたい． 
■日本は給料がいいから． 
■母国の家族の近くにいたい． 
■日本での仕事は大変だと思う． 
■外国で就職するのは不安．  

c. 日本で就職す

ることに興味はあ

るが，多分しない

と思う． 

（n =6） 
■母国の家族の近くにいたい． 
■日本での仕事はストレスが多い． 
■日本では電子支払ｻｰﾋﾞｽ，ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰｻｰﾋﾞｽ

などが発達していないので住みにくい． 

（n =2） 
■母国の家族の近くにいたい． 
■母国との契約で，母国で公務員になることにな

っている． 
 

d. 日本で就職し

たいとは思わな

い． 

（n =2） 
■母国の家族の近くにいたい． 
■自然災害（地震・津波など）が怖い．  

（n =3） 
■日本では仕事に命をかけなければいけない． 
■日本の厳しい上下関係が嫌だ． 

 表 2 に示される結果において注目すべきは，「b. 日本

で就職することに興味はあるが，まだ実際に就職するか

どうかわからない」という回答選択肢を選んだ理由の中

で，実験グループには「日本語を生かしたい」などの前向

きな意見（日本で就職したいわけ）を書いた留学生と「母

国の家族の近くにいたい」などの後ろ向きの意見（日本で

就職することに踏み切れないわけ）を書いた留学生が同

程度いたのに対し，コントロールグループの学生はほと

んどが後ろ向きの理由を書いているという点である． 
 

0.0%

55.6%

33.3%

11.1%

22.2%

50.0%

11.1%

16.7%

a. 日本で就職したいと考えている．

b. 日本で就職することに興味はあるが実際に就職するかどう

かわからない．

c. 日本で就職することに興味はあるが多分しないと思う．

d. 日本で就職したいとは思わない．

コントロールグループ (N=18） 実験グループ (N=18)

－ 30 －

正路 真一



4.2. 困難となる点の認識（質問②） 

次に，質問②は留学生たちの，日本での就職に際して困

難となる点の認識について調べたものであるが，結果を

表 3 に示す．ここでは，自由記述回答の内容を筆者がい

くつかの種類に分類して左列に示し，その内容に該当す

るコントロールグループと実験グループの回答数をそれ

ぞれ中列，右列に示す．また，同一の学生が複数の回答を

記述した例があったので，回答の総数（N）と被験者数は

一致しない． 

 

表 3 質問②「もし自分が日本で就職するなら，心配なこと，どうしたらいいかわからないことは何ですか」結

果（自由記述回答） 

回答の分類（カテゴリ） 回答者の代表的な意見 

コントロールグループ （N =22） 実験グループ （N =21） 

日本語能力・日本文化順応 （n =12） 

■日本語能力の不足 

■方言の理解 
■日本文化理解 

（n =4） 

■日本語能力の不足 

■敬語の習得 
■漢字の習得 

職場の慣習・人間関係 （n =5） 

■仕事のストレス 
■職場の上下関係 

（n =11） 
■先輩後輩の上下関係 
■日本人社員との関係の構築 
■サービス残業を含む長時間労働 
■日本のビジネスマナー 
■外国人に対する差別・いじめ 

各種手続  （n =0） 

 

（n =3） 

■ビザ，法律，住宅についてのこと 
自然災害 （n =3） 

■自然災害が心配 

（n =0） 

 

母国の家族 （n =1） 

■母国の親が心配 

（n =2）  
■母国の家族が心配 

その他 （n =1） 

■日本の食べ物が口に合うか 

（n =1） 

■無回答 

 

表 3 に示される通り，コントロールグループの留学生

たちは，自身の「日本語能力・日本文化順応」が心配であ

るという回答が多いが，実験グループの留学生たちの回

答は「職場の慣習・人間関係」が心配であるとするカテゴ

リに多く集まっている． 
 

4.3. 課題の認識（質問③） 

次に，質問③は，留学生たちの，日本での就職に対して

の課題の認識について調べたものである．この質問③の

結果を表 4 に示す．ここでも，表 3 と同様，自由記述回

答の内容をいくつかの種類に分類して左列に示し，その

内容を記述した回答数を中列，右列に示す．また，同一の

学生が複数の回答を記述した例があったので，回答の総

数（N）と被験者数は一致しない． 

表 4に示されるように，この質問③の結果においても，

コントロールグループの留学生たちが課題として認識し

ているのは，「日本語能力・日本文化順応」についての回

答が 17（全 21 回答中）と圧倒的に多く，それ以外の回

答はわずか 3である．これに対して実験グループは，「日

本語能力・日本文化順応」を課題として認識している者が

多いものの，それ以外の回答が多く見られる．回答総数を

見ても，コントロールグループの回答総数が 21であるの

に対し，実験グループの回答総数は 29 であることから，

実験グループの留学生たちの回答が多様であることが示

されている．また，具体的な相違点として，「専門分野に

関する知識を向上させること」を課題として掲げた者が

実験グループには 5 名いたが，コントロールグループに

は一人もいなかった． 
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表 4 質問③「もし自分が日本で就職するなら，これから何を頑張らなければならないと思いますか」結果（自

由記述回答） 

回答の分類（カテゴリ） 回答者の代表的な意見 

コントロールグループ （N =21） 実験グループ （N =29） 

日本語能力・日本文化順応 （n =18） 

■日本語の会話能力を高めること 
■日本語能力試験に合格すること 

（n =17） 

■日本語，日本文化を理解すること 
■コミュニケーション能力を磨くこと 

その他 （n =3） 

■就職情報を集めること 
■大学を卒業すること 
■分からない 

（n =12） 
■日本人と仲良くなること 
■日本の企業慣習を学ぶこと 
■職場の礼儀を学ぶこと 

■専門分野に関する知識を向上させること 
■働く能力を磨くこと 
■自分の内面・体を鍛えること 
■様々な言語を勉強すること 

5. 考察 

 本稿の調査は，既に日本で就業している外国人たちの

インタビュー記事を読むことによって，外国人留学生の

日本での就職に対する意識が高まったかどうかについて

検証したものであることを第１章に述べた．アンケート

調査の結果，まず質問①の選択式回答によって，外国人就

業者たちのインタビュー記事を読んだ実験グループの外

国人留学生たちの日本での就職意欲は，記事を読まなか

ったコントロールグループの留学生たちよりも高いこと

が示された．この結果は，同じ質問①の自由記述回答にお

いて前向きな回答（日本で就職したいわけ）を書いた実験

グループの留学生たちがコントロールグループの留学生

たちよりも多く，コントロールグループの学生のほとん

どは後ろ向きの回答（日本で就職することに踏み切れな

いわけ）を書いたという結果とも整合している．こうした

結果は，平尾（2005a）が主張する「大学生たち自身の働

くことへの意欲を高める効果をもたらす可能性」が外国

人留学生においても肯定されることを示唆する． 
 さらに，留学生たちの，日本での就職に際しての困難の

認識についての達成度を測った質問②において，コント

ロールグループの留学生たちの回答の多くが日本語能力

や日本文化への順応に関するものに集中していたのに対

し，実験グループでは「日本人社員との関係構築に関する

心配（先輩後輩の上下関係など）」，「日本の企業慣習に関

する心配（長時間労働，ビジネスマナーなど）」，「各種手

続に関する心配（ビザの手続，住宅確保など）」といった，

実際に就職することを想定した回答が比較的多かった．

これらの結果から，実験グループの方が問題点の認識に

関する達成度が高いと推察される．また，こうした回答に

ついては，インタビュー記事の影響を受けたものである

という可能性がある．記事の中の外国人就業者の中には

日本で就業する中で長時間労働等の厳しい環境にあった

経験を語る者，またビザの更新続きの大変さを語る者が

いたことから，これらの証言が留学生たちの不安を喚起

したということが推察される． 
 そして，留学生たちの，日本での就職に対しての課題の

認識の達成度を測った質問③においては，特に実験グル

ープの学生の回答が様々であったことから，実験グルー

プの学生が多様な気づきを得られたと推察される．そし

て「専門分野に関する知識を向上させること」という回答

がコントロールグループの留学生からは得られなかった

のに対し，実験グループでは 5 名からこの回答が得られ

たことに注目したい．専門分野の知識に関しては，インタ

ビュー記事の中で多くの外国人就業者が学生時代の専門

分野と関わる職に就いていることから（3.2 節参照），実

験グループがインタビュー記事の影響を受けた証左であ

る可能性がある．質問③の結果は，高松（2016）が主張

する「学生時代にしなければならない課題が明確になる」

というロールモデルの効果と関連すると考えられる． 
 以上の考察を端的にまとめると，外国人就業者のイン

タビュー記事を読んでいないコントロールグループの留

学生に比べ，外国人就業者のインタビュー記事を読んだ

実験グループの留学生は，就職にかかる困難についてよ

り実際的な就職後の困難を認識し（質問②），また課題と

して多様なものを設定できている（質問③）ことが示唆さ

れた．この結果は，既に就業しているいわば「先輩」の外
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国人たちの体験談を読むことによって，日本での就職に

対する考えや知見が深まったことを反映していると推察

される．そしてその結果として，コントロールグループの

学生より多くの実験グループの学生が日本での就職を希

望しているという結果が得られた（質問①）．これらは筆

者の仮定，つまり日本で既に就職している外国人たちの

声を聞く（読む）ことで，その外国人就業者が外国人留学

生の就職にあたってのロールモデルとしての役割を果た

し，外国人留学生が日本での就職に対する考えを深め，就

職に対する意欲が喚起されるという仮定を支持するもの

であると考えられる． 
 

6. 結語と課題 

本稿は，日本で既に就職している外国人たちをロール

モデルとして提示することで，外国人留学生たちの日本

での就職に対する考えを深め，彼，彼女らの日本での就職

意欲を高める可能性を検証したものである．調査の結果，

外国人就業者をロールモデルとすることの有効性が肯定

された．しかし，本調査の問題点としては，アンケートで，

日本で就職したいと回答した留学生たちがインタビュー

記事を読んだ結果就職意欲が喚起されたのか，それとも

もともと日本での就職を志していたのかが定かではない

という点がある．もしインタビュー記事を読む前から日

本での就職を希望していたのなら，本調査の結果がロー

ルモデルの有効性を示すものとは言えない．また逆に，も

ともと日本での就職を志していたがインタビュー記事を

読んだ結果，日本での就職に否定的な意見を持った留学

生がいる可能性もある．よって，本稿の調査結果が示唆す

るロールモデルの有効性を確認するためには，インタビ

ュー記事を読む前と後の両方の段階での，被験者たちの

就職に対する意欲を調査する必要があると考えられる．

今後の課題として，本稿と同様の取り組みに事前調査を

加えて再調査することを明記し，本稿の結語とする． 
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SUMMARY 
The objective of this paper is to research about the 
possibility of motivating international students to 
work in Japan by showing them interview report 
articles that are about foreign residents working in 
Japan. The reports were read by a group of 
international students (experimental group), but not 
read by the other group (control group). A 
questionnaire was given to both groups of 
international students, which asked, whether they 
would like to work in Japan, what would worry them 
if they tried to get a job in Japan, and what they think 
they need to improve in order to get a job in Japan. 
Results of the questionnaire indicated that the 
experimental group of students were more motivated 
to work in Japan, practically realized obstacles for 
getting a job in Japan, and variously and precisely set 
their goals to overcome in order to obtain a job in 
Japan. The outcome of this study implies that the 
foreign workers interviewed for this study worked as 
role models, which motivated international students 
to work in Japan. 

KEYWORDS: international student, job, role model 
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コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施† 
－2020 年度および 2021 年度の実践報告－ 

 
江藤 みちる*・大河原 剛*・成田 正明* 

三重大学大学院医学系研究科発生再生医学* 

系統解剖実習は医学教育において最も重要な実習の一つとして位置づけられている．基礎医学の知

識を統合するだけでなく，学生自らが献体を解剖させていただくことで生死に向き合い，倫理観や医

師としての責務を学ぶ貴重な学習機会である．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響で講義

がオンラインになり対面の実習が中止される中，十分な感染対策を行い密閉・密集・密接を避けた「三

重大学式ローテーション方式」の解剖実習を考案した．その他の工夫も加えて 2020年度とその改良版

である 2021 年度の実習を実施した．その結果，実習前の e-learning 教材や実習前オンデマンド学習

により，人体の構造や機能に関する知識と理解を深めることができた．さらに，ローテーション方式の

導入により学生の責任感の向上や医療現場で欠かせない申し送りの実践などチーム医療につながる良

い教育効果が得られた．2年間の実践結果を報告するとともに，他大学の事例も加えて考察する． 
 

キーワード：解剖実習，医学教育，COVID-19，チーム医療 

1. はじめに 

三重大学医学部医学科では3年次に「系統解剖実習」

を行っている．近年の医学教育カリキュラム改革や臨床

実習時間の増加に伴い低学年で実施する大学が多いなか

で，本学では基礎医学の学びを統合し臨床医学教育へと

つなげるため基礎医学教育がほぼ完了する3年次の前期

に実施している．解剖実習では献体されたご遺体を解剖

させていただく．献体は自分の遺体を無条件・無報酬で

提供することであり，医学・歯学系大学における人体解

剖学の教育・研究に用いられる．医学生にとっての解剖

実習は，実際の人体を用いて構造や機能に関する知識や

理解を深めるだけでなく，献体された方の死と向き合

い，医師になるための志・精神の構築の学びとなる．こ

れは対面型の実習で行ってこそ成果が期待できるもので

ある． 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響で，

本学でも 2020年度の講義実習はオンライン化を余儀な

くされた．しかしながら解剖実習は前述の通り対面で行

うべき実習であり，オンラインには置き換えることがで

きないと考えた．よって，感染対策を万全にして工夫を

重ね，コロナ禍でも行える内容で2020年度実習を実施

した．さらに，COVID-19はなかなか収束せず，2021
年度も前年度に準じた形で改良した実習を実施した．本

論文では，コロナ禍でも実施できる解剖実習について

2020年度版および 2021年度改良版の実践報告を行う． 
 

2. 2019年度までの系統解剖実習 

 従来，本学で実施されていた解剖実習は，医学科 3 年

生 125名が参加する実習であり，通常は32班で構成され

る．学生 4 人で 1 班とし，ご献体 1 体を 4 人が協力し解

剖を順次進めていく．実習内容は，国内の医学部で広く用

いられている実習手技書「解剖実習のてびき」に沿って，

学生はあらかじめ教員から提示されたスケジュールに基

づき，その日行う実習内容について解剖実習の手引きと

解剖学の教科書で予習をすませておく．実習室では，実習

時間のうち最初の 30 分で，理解すべき内容や臨床事項，

作業の要点について教員による説明が行われる．説明資

料は毎回プリントとして学生に配布し，実習室内では書

画カメラでスクリーンおよびモニタに投影して説明を行

う．その後，例えば右の上肢，左の上肢，右の下肢，左の

下肢をそれぞれ別の学生が担当するなどしてお互いに協

力しながら解剖を進める．Moodleには配布資料や実習中

の注意事項，質疑応答などを掲載して復習に活用する．

2019 年度の実習スケジュールを図 1A に示した．4 月の

授業開始に合わせて初日に１時間程度のガイダンスを行

った。ガイダンスでは実習内容、スケジュール、注意事項

とあわせて、献体制度や献体の現状についての説明も行

った．ガイダンス終了直後から実習を開始した．2019年
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度の実習日数は 33日であり，5月半ばと 5月末に口頭試

問を行って学生の理解度を実習中に確認した．実習終了

後には筆記試験を実施した．感想文「解剖実習を終えて」

の提出も課し，実習中の振り返りを行った．提出率は

100%であった． 
 

3. 2020年度の系統解剖実習 

3.1. 経緯と実習前教育 

2019年 12月にCOVID-19が起こり，本学でも講義実

習が 2020 年の 2 月末から次々と中止になった．解剖実

習は 4 月から開始のため既に準備を始めていたが，4 月

からの対面講義は中止となりオンラインへと切り替わり，

解剖実習も延期せざるを得なくなった．学生の学習機会

を中断しないために，1 週間に 2 回，45 分程度の「解剖

学の部屋」と名付けたオンライン講義を 4 月中旬から開

始することにした（図 1B）．学生の自学自習を促すため，

4 月から 5 月にかけて e ラーニング教材である Elsevier
社の eReview を活用した課題も課した．3D 解剖学オン

ライン教材である Ovid 社の Visible body の使用方法に

ついても解説し自宅での学習に活用するように勧めた．

Moodle にはオンライン講義の録画をアップロードして

オンデマンド型で復習できるようにした．実習は当初，5
月のゴールデンウィーク明けからの開始を想定していた

が実際には開始できず，たびたびの延期を余儀なくされ

た．それに合わせてオンライン講義も回数を重ねること

となり，最終的に実施したオンライン講義は実習開始直

前のガイダンスを含めて計17回となった．解剖実習は2
か月遅れで 6月中旬から開始することになった．  
 
3.2. 実習実施にあたり講じた感染対策と従来型実習

からの変更内容 

新型コロナウイルス感染の主な感染経路は飛沫感染で

あり，感染抑止のためには 3 つの密である密閉・密集・

密接を避けることが大切であると強調されている．解剖

実習室は献体の固定に用いたホルマリンが残存している

のを除去するために実習室全体の換気装置および各実習

台に設けられたプッシュプル型換気装置の局所換気が設

置されており（図 2），全体換気と局所換気を合わせて50
部屋ボリューム／時という十分な換気能力があるため，

密閉は回避できる．多数があつまる密集を避けるために

は，実習を行う人数を減らすことで回避できる．しかしな

がら，討論し頭を突き合わせての作業を常とする解剖実

習では，密集密接の十分な回避は容易ではない．1班 4人

でご献体を取り囲む従来のスタイルでは密接を回避する

ことはできず，班を減らす・班員4人のうち 1人が休む・

2人が休む，といった方法では不十分であると考え，1班

1 人のみが実習に出席する方法とし，残りの 3 人は自宅

で学習するというローテーション方式の分割実習とした

（図 3）．これにより，入室する人数は全体の4分の 1と

なって密集を避け，周囲の班との距離も確保できて十分

に密接を回避できる．さらに，ゴーグル・マスク・グロー

ブの着用を必須とした．元来，ご遺体に残存するホルマリ

江藤　みちる・大河原　剛・成田　正明
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ンのばく露防止のためにゴーグル・マスク・グローブは着

用することとしていたが，直接の接触を避けるため，さら

に徹底した．さらに，実習室内の座席も指定した．   
しかしながらこの方法を実施すると学生は 4 回に 1 回

のみ出席となり，4 分の 3 の実習には参加できないこと

になる．解剖実習はメスやハサミを使って組織を切断し

たり構造物を除去したりという作業が多く，次に実習に

参加したときには様子がかなり変わってしまう．作業を

担当しなかった学生は実習の進行から取り残されてしま

う可能性がある．班員同士のコミュニケーション不足も

起こりえる．そこで，出席した学生が剖出できた構造物や

取り除く前の構造を画像として記録し，その場にいない

班員と共有するためにタブレット（NEC製 LAVIE Tab）
（図 4）を 2 班につき 1 台ずつ配布した．タブレットの

インターネット接続は行わず，撮影した画像は実習室内

のみで閲覧することとし，実習室外に決して持ち出さな

いこととした．これは日本解剖学会・日本病理学会・日本

法医学会の 3 学会による「人体および人体標本を用いた

医学・歯学の教育と研究における倫理的問題に関する提

言」に配慮し，インターネット上への流出を徹底して防ぐ

ためである．あわせて学生にはメールや LINE を活用し

て実習内容を班員に送ることで情報共有するように指示

した（申し送りシステム）．これにより自宅学習を行って

いる学生にも日々，文字情報で実習の進度や注意点がわ

かり，4 回に 1 回の出席日には出席できなかった回の画

像情報を得ることができるようになる．全体の実習スケ

ジュールや全体に対しての指示は Moodle を使用して随

時教員から学生にむけて発信を行うこととした．    
また，解剖実習では班員全員の協力で行う作業もあり，

なかでも体位変換は回数も多く重要な作業の一つである．

従来は背臥位（仰向け）から腹臥位（うつ伏せ）にして背

部の解剖を数回にわたって行い，ある程度進んだら再び

背臥位に戻して続きを行う，という形で体全体の解剖を

進めており，背臥位から腹臥位，もしくはその逆を合計8
回程度行っていた．しかし体位変換は 4 人で協力する作

業であり，1 班 1 人では不可能である．そこで可能な限

り体位変換の回数を少なくするために実習の内容を一部

省き，体位変換の回数は 2 回とした．その場合は周囲の

班や教員が協力して体位変換を行うこととした． 
 

3.3. 実習を実施した結果 

班員によって登校日時が異なるローテーション方式と

コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施

－ 37 －



4 

いう前例のない形で解剖実習が開始された．感染対策を

講じた今回の実習方法については学生に対してオンライ

ン講義を通じあらかじめ説明をしていたため，混乱はほ

とんどなく実習は進行できた．タブレットの使用につい

てはあらかじめ手順書を Moodle に掲載しておいたこと

もあり，初日こそ戸惑っていたようであるが大半の学生

がスムーズに操作できていた様子であった．実習内容の

分量については 1 班 1 人というこれまでにない状況で学

生が実習内容をどの程度こなせるか分からなかったため，

例年よりも内容を一部減らして重要なものに絞り，進度

の遅れがみられるようであればスケジュールの見直しを

想定していたが，教員の想定を超えて学生はしっかりと

課題をこなし，スケジュールの変更を迫られることは無

かった．7月末に口頭試問も行った．しかし，実習を残す

ところあと 1 週間というところで三重大学医学部の学生

に新型コロナウイルス感染があったことが判明した．そ

のため急遽実習を中止し，残された実習内容については

オンライン講義に変更した（図 1B）．その後，数名の感

染が判明しクラスターの発生となったが，これは旅行先

などで起こったものである．迅速に中止の判断を行った

ことと，今回の実習で行っていた感染対策防止策により，

解剖実習でクラスターを起こすことは無かった． 
 

3.4. 学生の感想から得られた教育効果と課題 

実習終了後には例年通り，感想文「解剖実習を終えて」

の提出を課した．提出率は 100%であった．感想文には学

生の率直な思いが多くつづられており，班員の協力を得

ることができない中，一人で課題をこなすことにプレッ

シャーを感じていた学生が多かった．しかしそれゆえに

十分に予習をしてしっかりと課題に取り組む学生が例年

よりも多く，非常に良い効果をもたらしていた．班には自

分一人しかいないが，他の班も同じく一人であり，各々が

孤軍奮闘している姿がとても励みになったそうだ．実習

開始がずれ込んだために行っていたオンライン講義につ

いては，モチベーションを維持して実習に望むことがで

きた・しっかり予習をすることができたと，学生からの評

価も高かった． 
実習中に学生が抱いた疑問点については，例年であれ

ば班員同士で相談して解決するが，1 班 1 人では不可能

である．主に実習室内を巡回している教員に質問するこ

とになったが，学生数は 4 分の 1 であるため室内にいる

学生数は少なく，容易に教員に質問することができた，教

員を待っている時間の間に資料で調べるなど一人で学習

する力が身に付いたとの意見もあった．班員間の情報共

有については，実習内容を文章に言語化して伝えること

が学習者自身の振り返りになっていた．また，実習の内容

や実習中に起こった問題の共有，その解決について班員

同士でオンラインのやり取りをすることが Problem-
based learning（PBL）の実践となり，班員全員がモチベ

ーションを維持して高い教育効果をもたらしたケースも

あった．申し送りシステムについては実習中に教員から

「臨床に出てからは，自分の次にシフトに入る先生にき

ちんと引き継ぐためにも，他職種の方々との連携のため

にも，申し送りというのは非常に重要なものである」と実

際の臨床現場で必要とされるスキルであることを強調し，

当初その重要性を理解できてない学生に対して行動変容

を促すこともできた．しかしながら，班員同士の情報共有

に非協力的な班員が存在するケースも実際に存在し，そ

の場合には他の班員にとっては十分な情報が得られず，

学習効果が得られないこともあった．このような場合は，

いかにして非協力的な班員の行動変容を促すかが課題で

あり，教員の介入が必要とされるであろう． 
慣れないタブレットの操作に戸惑ったという声も聞か

れた．今回は時間的余裕がなく予算も確保できなかった

ためにAndroid製の小型タブレットを2班に1台しか準

備出来なかった．学生のスマートフォン所持率は

Android より iPhone が多いので Android 製アプリケー

ションの操作に慣れていないことや，2 班で 1 台のタブ

レットを使用するために 2 班分のファイルを分けて保存

するといった煩雑なルールが，学生にとってタブレット

操作を難しくした要因と考えられる．1班 1台で iPad が

準備できれば，学生の使用感も向上したであろう．タブレ

ット内に手引きやアトラス，教科書など電子書籍を準備

することができれば，さらに利便性が増すと思われる．

CT／MRI 画像などもタブレットに入れて，解剖実習の経

過とともに参照することができれば，タブレットをフル

活用することができるため，今後の検討課題であろう． 
新型コロナウイルス感染対策として対面での実習を取

りやめる大学もある中，万全の対策をとり実習を実施し

たことで，実際にご献体と対面し，解剖をさせていただ

き，２か月間の実習でずっと体全体を使って接するとい

う体験が，学生にとっては医学生としての自覚・ご献体や

遺族に対する思い・自身の死生観について，など様々なこ

とを自然と考える場になっていた．これはオンラインで

は得られないことである．学生にとっても，もっとも興味

をもっていた実習であり，実際に対面での実習を行えた

ことに満足する声が非常に多かった．しかし時間や内容

が縮小され 4 分の 1 しか出席できなかったことに不満を

持つ声もあった．コロナ禍が収まれば，希望者のみ実習の

見学や再実習の実施なども考慮したい．逆に，例年であれ

ば毎日長時間の実習となるために体力的・精神的に不調

をきたす学生もいるが，4 分の 1 の分散のためか体力的
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－ 38 －



5 

には余裕ができたため，体調不良で欠席する学生は少な

かったように思う．4 分の 1 しかない貴重な実習にしっ

かり出席するために体調管理も行えた結果だと考える． 
 

4. 前年の反省を踏まえた 2021年度の系統解剖実習 

2021 年 1 月から次年度の解剖実習準備に取り掛かっ

た．通常，系統解剖実習を行う前年度の 2 年次で骨学実

習を受講することになっている．しかし2020年度はコロ

ナ禍のため骨学実習を実施することができなかった．し

たがって，系統解剖実習を行う前にまず骨学実習を行う

必要があった．3密回避のため，通常利用する多目的実習

室ではなく，さらに換気良好な解剖実習室で行うことと

した．また，人数を 1班 4人から 1班 2人に減らした．

骨学実習の学習ではご遺骨もしくは等身大全身骨格の分

解モデル模型を班ごとに使用するが，班員が協力する作

業はなく，一人一人がご遺骨もしくは模型で骨の特徴や

関節の運動を学習するため，1 班 2 人でも黙学での実習

が可能であると考えたためである．あらかじめ事前学習

として春休み中に e-learning 課題を課し，2021 年 4 月

から 2 週間にわたり骨学実習を行った（図 1C）．春休み

明けで久しぶりに再会した学生同士の会話は避けられず，

注意喚起は行ったものの黙学は難しかった．このように

密を避けられない状況であったため急遽翌日から 2020
年度の系統解剖実習で行った 1 班 1 人のローテーション

方式に変更した（図 3）．学生にとっては骨学実習での学

習時間が半減することになったが，自宅学習時間で

Visible body の活用を促した． 
骨学実習終了後には，1日に90分×2コマで 4日間に

わたる系統解剖実習のオンライン講義を行った．今年の

解剖実習も昨年同様ローテーションとなり実習時間を短

縮せざるを得ないため，実習室内での教員説明を極力減

らして作業時間を多く確保することと，昨年の受講生の

意見から学習効果の向上が期待されたため，オンライン

講義には系統解剖実習で理解するべき内容をすべて盛り

込んだ．さらに 2021年度は，基礎医学と臨床医学の垂直

統合を狙い臨床系教員による講義も取り入れたところ，

学生からも良い評価を受けた． 
系統解剖実習は昨年度と同様に 1 班 1 人のローテーシ

ョン方式とした（図 3）．Moodle を使用し，自宅学習をす

る学生に対して教員からもこまめにポイントや参考資料

などを掲載した．実習後半には口頭試問も実施し，実習は

最終日を迎え無事終了することができた．昨年と同様，タ

ブレットを用いた申し送りシステムも実施した．5 月中

の実習は，午前中に他の科目のハイブリッド講義が行わ

れていたため，登校する学生の偏りが無いようにローテ

ーション方式にも配慮し，A→B→C→D→B→A→D→C
→A・・・（2週目はAとB，CとD を入れ替え）とした

（図 5）．このローテーションで，特定の曜日だけ登校す

コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施
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るという偏りが解消された．6 月からは終日解剖実習と

なり，午前・午後で学生を入れ替えるため，午前だけ・午

後だけという偏りもなくなり，より公平になった．昨年の

A→B→C→D→A→B→C→D→A・・・よりも登校日時は

複雑になったが，学生の混乱はなかった．ただし，このロ

ーテーションでは最短で中 2 回，最長だと中 4 回が抜け

ることとなった．実習内容の分量については，上半身だ

け・下半身だけとならないように実習項目がまんべんな

く行えるように考慮した．また，2020年度は体位変換の

削減に伴い腹臥位での剖出を省略したが， 2021 年度は

体位変換を 2020 年度の 2 回から 4 回に増やして背部の

筋や神経，脊髄，坐骨神経などの剖出を行った（図 5★）．

特に脊髄については脊髄円錐下端とヤコビ線の位置関係，

馬尾，脊髄神経の角度，くも膜の様子など解剖実習でより

理解が深まる内容であり，学生・教員ともに満足する内容

となった．さらに，実習後半で懸念された内容の遅れもほ

とんどなかったことから，最終週にはさらに内容を変更

して当初実施をあきらめていた会陰や骨盤折半の項目も

加えて骨盤内臓の観察も行い（図5※），例年実施する実

習内容をほとんど網羅できた．断念した内容は手および

足の深層と股関節のみであり，2020年度よりも多く，従

来の実習に近い内容を 2021 年度の実習では実施できた．  
 

5. ローテーション方式の解剖実習で得られる学習

効果 

ローテーション方式は感染対策のために始めたが，チ

ーム医療につながる良い教育効果が得られた．チーム医

療とは「医療に従事する多種多様な専門職が，それぞれの

高い専門性を前提に，目的・到達目標・手段に関する情報

を共有し，業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，

患者の状況に的確に対応した医療を提供すること」とさ

れ，医療の質の向上のための「問題解決型プロジェクト」

といえる．医療行為は医師でなければできないが，医療の

すべてを医師が担うことは現実的に難しい．そのため他

の医療職と分担あるいは他科の医師と連携を行っている

（水本ほか 2011）．異なる知識と情報を持つ者同士が自

由にコミュニケーションし合うことで，最適な医療を行

うことが可能となるのである（細田 2012）．医学教育モ

デル・コア・カリキュラムにも，『A 医師として求めら

れる基本的な資質・能力』の項に，『A-5 チーム医療の

実践』として各構成員と連携してチームの一員として参

加できることが求められている．チーム医療にはさまざ

まなタイプが存在する．例えば，①糖尿病治療：患者・医

師（糖尿病医のほかに関連する科の医師も含まれる）・看

護師・管理栄養士・薬剤師・理学療法士・臨床心理士・臨

床検査技師・事務職員などで構成され，患者が継続して食

事・運動療法を行えるように全員でサポートし治療を行

っていく，②在宅医療：病院では医師・看護師・薬剤師・

理学療法士・ソーシャルワーカーなど，くわえて地域の診

療所の医師や施設，事業所の看護師，理学療法士，ケアマ

ネージャー，ホームヘルパーなど病院外の組織との連携

も必要となる，などである．どのケースにしても，患者に

対して個別に関わり，各自が得られる情報は限定的で，時

間とともに刻々と変化している（水本ほか 2011）．情報

を双方向性で共有化し，それぞれの専門職としての意見

を根拠をもって伝え，チーム全体で共有しながら患者の

状況をより深く理解していくのである．チーム全体で目

標を共有化し，情報を共有化し，相互に理解して役割分担

をすることでチームマネジメントが成立する（篠田 
2011）． 
解剖実習に置き換えてみると，ご献体から人体の構造・

機能・死生観について学ぶという共通の目標達成のため

には，出席している 1 人の学生・自宅学習中の残り 3 人

の班員・教員の全員がしっかりと情報を共有化して連携

することが必要である．患者のこれまでの状況，現在の状

況がどうであるか（解剖の状況はこれまで何が行われて，

いま現在どのようになっているか）の情報が共有されな

ければ，次に受け持つ者はどのようにすべきか分からな

いのは当然である．解剖実習には想定外のことも多くあ

る，なぜなら我々はご献体が生前にどのような疾患にか

かりどのような医療行為を受けたのかという病歴は分か

らないからである．解剖実習を進めて初めて手術痕に遭

遇することも珍しくない．この場合には実習書通りに進

めることができず，その都度方法を考えて遂行するしか

ない．正常であっても，人体は必ずしも教科書通りではな

く，神経や血管の走行が異なるケースや筋肉を欠いてい

る場合（＝変異，破格）もある．今回のローテーション方

式では学生１人につき 12 回出席することになっており，

学生自らが実習内容を理解して実行したことや気づき，

学んだことを言語化して他のメンバーに伝えることを12
回繰り返すことで文章力がつき，画像で理解してもらう

にはどのような工夫が必要かを考えながら実習を行う学

生もいた．伝える力は実践を繰り返しながら学んでいく

ものである．医療現場では当たり前の申し送りシステム

を低学年のうちに経験することはこれまでにほとんどな

く，医療職に欠かせないスキルの向上の良い機会となっ

た．医学教育モデル・コア・カリキュラムには，『G 臨

床実習』の項において診療参加型臨床実習における学修

目標の１つに「患者さんの申し送りを行う・受け取る」と

ある．診療参加型臨床実習は基礎医学・臨床医学を学び基

本的技能も身に着け，共用試験（CBT（computer-based 
test ）および OSCE（ objective structured clinical 
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examination））をパスした学生が行うことのできる実習

であるが，それまで申し送りを行う機会はない．日々変化

する状況を受け取って把握し，自分が実施したことや状

況を他人に伝える技術は患者相手でなくとも訓練できる

ことであり，臨床実習前に申し送りスキルを向上させる

ことは可能である．系統解剖実習を行う学生にとってご

献体は初めて 1 人の人間と長期間にわたって向きあい，

誕生から死まで様々な経験をされたお体を勉強させてい

ただく，いわば初めての患者である．臨床実習前の学生に

とって申し送り技術を修得していくのに解剖実習は最適

であるといえる． 
  

6. 他大学の取組や学会の対応 

他大学も本学と同様にコロナ禍においてさまざまな方

法での実習の実施を余儀なくされた．国内においてコロ

ナ禍での解剖実習に関する研究はまだまとまったものは

ない．日本解剖学会による学会員への調査（「COVID-19
に対する各大学の対応と解剖学教育への影響についての

緊急調査 (暫定版・2020年 4月)」「同報告書 (2020年 4
月)」「同再調査 (2020 年 8 月)」）が実施され，これを受

けて 2021 年 1 月に「新型コロナウイルス感染症 

(COVID-19) 感染予防に配慮した肉眼（系統，人体）解

剖学実習の実施にかかる提言」が出されており，学生の体

調確認や感染防護具の着用など感染対策の徹底を求めて

いる．「密集の回避」については，「必要に応じ実習室利用

人数を制限したり利用時間に時間差を設ける」などの記

載がある程度で，どこまで密を回避するのが良いか，実習

効率，教員の負担という点で，密回避1/4ではどうかのデ

ータはまだない．山口大学では 1 班 2 人と密度が半分で

対面の実習が行われ，１回の実習時間や期間も短縮され

たが集中力や緊張感を切らさずに取り組めて良かったと

学生が感想を寄せている（今手 2021）．医学部と同様に，

歯学部においても解剖実習が行われている．全国29歯科

大学・歯学部へのアンケート調査が日本歯科医学教育学

会により行われた．開始時期の延期，時間の短縮，内容の

簡略化により，対面で実習を実施した大学が多く，完全オ

ンラインでの実習は行えないと判断したことが伺える． 
一方，欧米では近年バーチャル教材が用いられる場合

もあるが献体を用いた実習が行われているところも多く，

日本と同様にCOVID-19下で教育方法の変更を余儀なく

されていた．Longhurst (2020)らの報告によると，イギリ

スおよびアイルランドにおいては解剖体デジタルビデオ

教材のみで行ったのは 29%，献体と 3D バーチャル教材

を併用したのが 43％であった．Harmon (2021)らの報告

では，2020年 5月から 8月のパンデミック下での解剖学

教育についてアンケート調査を行い（内訳は 84%が米国

の教育機関，16%はその他の地域），COVID-19前後で献

体の使用は 76%から 34%に減少し，デジタル教材の使用

は増加し，中でも自分たちで作成したコンテンツが最も

多かったことから，解剖学の教育者がパンデミック下で

努力していたことが伺える．オンラインで難しいのは評

価であり，Harmon（2021）によると献体を使用した評

価方法から画像を用いた評価方法に変わったが，効果に

ついて違いはなかったとのことであった．広島大学では

Visible body 社のHuman Anatomy Atlasを使用した完

全オンラインのバーチャル実習を実施した（坂本ほか 

2021）．大阪大学でも少人数に分散し実習時間も短縮する

ことで対応したが十分な実習ができず，また理学療法士

や看護師をめざす医療系学生の実習が行えなかったこと

から，バーチャルで解剖を学ぶVirtual reality (VR)シス

テムを開発してコロナ禍で苦しむ医療系実習の実現に向

けてクラウドファンディングを行っている（菅本 2021）．
本学も県下唯一の医系大学であることから，県内の医療

系学校の解剖見学実習を毎年 9 校程度受け入れてきた．

しかしながら 2020 年，2021 年ともに学外者の受け入れ

ができず，三重大学看護学科のみ実施となり，密を避ける

ため医学生の実習終了後，人数を３分割して短時間の見

学となった．例年は医学生から看護学生への知識の伝播

も見られる．医療系学生にとってご献体に触れることが

できる見学実習は貴重な学習機会であることに加え，医

学生にとっては看護学生に教えることが高い教育効果を

もたらすことから，その機会が失われたのは非常に残念

なことである．コロナ禍では医療系学校と三重大学の双

方に見学実習の内容を担保する教育の工夫が求められる．

今後さらに開発が進むであろう多様なオンラインツール

もうまく活用して組み合わせながら教育効果の高い方法

を考えていく必要があるだろう． 
 

7. まとめ 

  今回，三重大学医学部医学科3年生「系統解剖実習」

における感染対策の実践について述べた．執筆している

2021年9月現在も新型コロナウイルス感染は世界的に収

まっていない．ワクチン接種も急速に進められているも

のの変異株による新たな流行も起こり，収束するのは

2023 年とも 2025 年ともいわれている．コロナ禍におい

てわれわれが実施した系統解剖実習の方法は当初１年限

りだろうと思っていたが，まだ数年続く可能性もある．学

生にとっては学びの機会が奪われないように最大限の工

夫が必要であり，コロナウイルス感染症が収束するまで

の間はしっかりと感染対策をとりながら，e-learning 教

材，オンデマンドの事前学習，臨床系教員による特別オン

ライン講義，タブレット使用，学生同士のオンライン申し

コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施
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送りに加えて，自宅学習を行っている学生への支援など

学生のモチベーションを維持しつつ全員で実習に取り組

んでいるのだという意識を学生に持ってもらうことが必

要である．われわれ教員は，先が見えない中でも学びを止

めることのないように，さらに学習効果を高められるよ

うな実習にすべく改良を重ねていきたい． 
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SUMMARY 
Cadaver dissection in the course of anatomy for 
medical students is one of the most important in 
medical education. It is a valuable learning 
opportunity not only to integrate basic medical 
knowledge, but also to learn about ethics and 
responsibilities as a physician by dissecting donated 
cadavers and confronting human life and death. In 
order to prevent the spread of the novel coronavirus 
infection (COVID-19), lectures were switched to 
online and many face-to-face training sessions were 
cancelled or postponed, but we took sufficient 

江藤　みちる・大河原　剛・成田　正明

－ 42 －



9 

infection control measures by avoiding close, crowded, 
and sealed spaces, and devised a "Mie University-type 
rotation system" for the 2020 training. In 2021, we 
further improved the practice. As a result, e-learning 
materials and on-demand learning before human 
dissection helped students to deepen their knowledge 
and understanding of the structure and function of 
the human body. In addition, the rotation system had 
a good educational effect on team medicine, such as 
the improvement of students' sense of responsibility 
and the practice of transference. The results of our 
practical training will be reported, with a discussion 
of examples from other universities in Japan and 
overseas. 

KEYWORDS: Anatomy course, Medical education, 
COVID-19, Team medicine 

―――――――――――――――――――――――― 
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三重大学地域貢献活動支援による昆虫整理プロジェクトの成果†       
―生物多様性教育の一環としての標本作製体験提供－ 

福田 知子*・大島 康宏*2・森田 奈菜*2 
三重大学教養教育院*・三重県総合博物館*2  

生物多様性は現代生物学の大きなテーマの１つであるが，その概念の把握は難しい．その中にあっ

て生物標本は生物多様性を支える資料として，生物多様性理解の足掛かりとなると考えられる．生物

多様性教育の一環として，2018～2020年，三重大学の地域活動支援資金を受けて「平倉昆虫整理プロ

ジェクト」を三重県総合博物館と共同で立ち上げた．対象は，三重大学演習林（平倉演習林）で過去に

三重大学の職員が採集した昆虫の未標本資料である．生物標本の重要性については筆者の授業でも触

れているが，本プロジェクトは参加者が実際の標本作製作業を体験する点で標本の重要性を能動的に

理解する機会となった．標本化作業を通じて参加者は地域の生物資料を活かすための標本作製の意義

を考え，標本に基づいて当時の昆虫相を考察する機会を共有した．同様なプロジェクトは生物多様性

についての実践的教育として重要な意義を持ち，今後も継続が望まれる． 
 

キーワード：三重大学地域貢献活動支援, 生物多様性教育，自然史資料，博学連携 
 
1. はじめに 

生物多様性は現代社会のキーワードの１つであり，

その概念は生態系・生物多様性の保全，持続可能な生

態系利用などの目標につながっている．しかし，大学

教育の中で生物多様性を学生に理解させることは難し

い．その理由は，それが「生物が多様であること」と

いう非常に大きな概念であることである．具体的な例

を挙げても学生自身がその生物を見たことが無けれ

ば，生物を身近に感じにくい．一方，博物館では生物

調査や生物資料の作製・保管は主要業務の１つであ

り，多くの生物が標本という形で扱われている．そこ

で，筆者（福田）の授業では，博物館見学や学芸員に

よる博物館紹介等を取り入れ，生物多様性を把握する

現場としての博物館に対して学生が興味を持てる機会

を提供している． 

全国の博物館収蔵庫には多くの生物標本が整理・管

理保管され，様々な調査や研究活動に活用されてい

る．標本はその時・その場所にその生物が存在してい

たという決定的な証拠であり，基礎的な自然科学研究

に欠くことのできない重要な資料である（細矢他

2018等）．標本は実際の生物体またはその一部であ

り，実物として形態的な特徴を細かく調べ，他個体と

比較し，地域や季節などの個体変異を調査することが

できる他，近年の科学技術の発展により DNAを抽出し

て遺伝情報を得ることも可能である．また標本は，分

布情報の証拠としての側面も持つため，分布情報のデ

ータベース化事業など，より充実した自然史情報の蓄

積にも貢献することができる．さらに，標本そのもの

があれば，分類体系や学名の変更や，誤同定が疑われ

る場合も再度検証ができるという利点もある．以上の

ことから，標本は将来にわたって半永久的に保管さ

れ，同時に活用できる状態にしておくことが望まし

い． 

今回プロジェクトの対象とした平倉演習林で得られ

た昆虫資料は，収集されたものの，活用できるように

標本化がなされていない．このコレクションは島地岩

根氏（当時：演習林助教授）が1966年から1986年

までの21年間に当時の三重大学演習林（平倉演習

林，以降，平倉演習林とする）で採集した膨大な昆虫

コレクション（通称・島地コレクション）である．採

集された昆虫類は日付の書かれた新聞紙に包まれ，ブ

リキの箱に詰められて，三重県総合博物館の収蔵庫に

保管されていた． 
生物標本の重要な点は，いつどこで得られた個体で

あるか等の，基礎的な情報が記されたラベル等が添え

られ，活用しやすい状態に整理されていることであ

り，単に生物本体が保管されているだけでは価値のあ

る標本とは言えない．島地コレクションは，活用でき

る標本状態にはなっていないが，前述したような基礎

的な情報が確実に残されており，将来これらを標本に

することで活用できる資料に生まれ変わらせる条件は

担保されていた．しかし，標本化には膨大な人手と時
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間がかかり，三重県総合博物館の昆虫担当学芸員1人

の手には負えないことから，これらのコレクションは

標本化されないままであった． 
そこで今回の「平倉昆虫整理プロジェクト」では，

三重大学の地域活動支援資金を得て，学生を中心とし

てコレクションの標本化を行うことを計画した．標本

資料は生物多様性を理解するための基礎資料であり，

生物相や分布状況の解析などさまざまな用途に使われ

る生物多様性データの元となる資料である．このよう

な資料の作製に参加することによって，学生が生物試

料に直接触れ，標本の役割を理解することを目標とし

た．さらに，現存の標本を次世代に残すことにどのよ

うな意義があるのか，生物を生物資料という形で残す

ためにどういう方法や作業過程が必要なのかについて

理解することを通じて，生物多様性について考える機

会を共有した． 
標本化することで，昆虫が採集された当時の演習林

周辺の昆虫相の推定や現在の昆虫相との比較が可能に

なる．本プロジェクトの結果，これらの昆虫が標本 
として活用できる状態になったことは，地域の生物多 
様性情報にとっても重要な成果である． 
 

写真1． コレクション保管状況．1箱のブリキ箱に1
年分のコレクションが保管されている． 

 
写真2．新聞紙に包まれていた未標本状態の昆虫類． 
 
2. 方法 

2.1．コレクション明細 

本コレクションは，採集を行った島地氏から「平倉

演習林で採集した昆虫」として三重県総合博物館に寄

贈されたものである． 
コレクションは，1966年から1986年までの21年

分の未標本状態の昆虫類の個体が日付や分類群ごとに

新聞紙に包まれて小分けされ，さらに年毎に１つのブ

リキの箱にまとめて保管されていた（写真1）．博物

館収蔵庫において保管されていたことから，文化財虫

害やカビなどによる損傷は見られなかった．新聞紙に 
よる包みの中には，薬包紙１包に体長1～2㎝の昆虫

が10～20個体包まれていたもの，体長2㎜前後の微

小昆虫が50～100個体包まれていたものなどさまざ

まなものが含まれていた（写真2）．島地（1996）は

1966年から1990年まで記録した個体数を記載して 
 

 
写真3．昆虫整理の方法．ラベルとともに昆虫本体に

針を刺す．小さい昆虫は三角形の小片の先に糊で添付

し，小片に針を刺す．ラベルは約1.5×2 cm． 
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写真4．プロジェクト広報チラシ 
 
いる．今回作業した1980年の箱1箱の個体数が島地

（1996）の調査個体と同じとすると，1980年に記録

された個体数は26,030個体となっている．  
 

2.2．作業方針 
現在の昆虫相との比較や，季節ごとの昆虫相の変動

を追跡することを視野に入れ，1980年に捕獲された昆

虫類を集中的に標本化する方針を立てた．順番として

は新聞紙の包みに記された採集月日を参考に時系列準

に標本化を行うこととした．比較的大きいサイズの昆

虫類については昆虫本体に針を刺し，体長1～2mmの

微小昆虫については，1 個体ずつ三角形の紙の小片に

貼付してその小片に針を刺した．その後，採集場所（演

習林），採集年月日を記したラベルを同じ針に刺して， 
標本箱に並べた（写真3）． 
参加者は博学連携の一環として三重大学の学生を中

心とし、市民も参加可とした。プロジェクトへの参加

希望者を募るためのチラシ（写真4）を作製し，大学・

博物館で配布するとともに，関係者を通じて広報を行

った．作業は月 2～3 回を目途に博物館で実施した．

参加者には三重県総合博物館の昆虫担当学芸員から，

コレクションの概要，標本化の目的につき解説を行い，

その場で標本を作製しながら作り方を説明した．参加

者には未経験者も多かったため，初めは作業に慣れて

もらう意味でラベルや三角小片の切り出しをしてもら

い，徐々に標本作製に携わってもらうようにした．標

本作製に当たっては，常に最低1人は熟練した経験者

に参加してもらい，ラベルの書き方，昆虫針の太さの

違い，針を刺す場所など，実体験する中で，実践的知

識を得てもらうように工夫した． 
 具体的な標本化の手順は以下の通りである． 
1）新聞紙の包みから小分けの包みを取り出す． 
2）昆虫のサイズに合った針を使って昆虫に針を刺

し，平均台によって高さを揃える．小さい昆虫の場合

は三角小片の先に昆虫を糊で貼り，三角小片に針を刺

して平均台の上の段によって高さを揃える． 
3）予め切り分けられたラベルの小片（採集場所印刷

済み）に，包みに書かれた日付を見て採集年月日を記

入し，情報が書かれた部分を避けて2)の下にラベルを

刺し，平均台の低い段によって高さを揃える． 
4）針を持って，標本を作業台から標本箱に移す． 
5）作業後は標本箱を閉じて保管する． 
 
2.3．標本の品質管理 
参加者により標本化された昆虫は，標本としての条

件を満たしていることが必要である．標本とするため

の最低条件として，収集したものがどこで，いつ採ら

れたかという情報を伴っていることが必要である（松

浦2003）．そこで，昆虫各個体に対して正しい採集情

報のラベルが付けられ，活用できる状態になっている

ことを標本の基準とした．標本の同定・活用のために

は昆虫本体が観察できることが重要であるため，昆虫

の損傷（触覚，脚などの紛失など）が無い限り，標本

の美醜については問わなかった．標本化処理の難しい

昆虫については学芸員が個別に指導を行った．標本の

最終的な品質確認は昆虫担当学芸員が行った． 
 
2.4．支援資金の使途 

参加者への謝金や昆虫整理に必要な標本箱や標本針

は活動支援経費から支出した．謝金の支出を優先と

し，資金が残った場合は随時標本箱その他の消耗品の

購入に充てた． 
 

3. 結果 
3.1．進捗状況 
活動は 2018 年から 2021 年 3 月まで，3 年間の間，

延べ13名（学生10名，一般3名）が参加し，作業は

コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施三重大学地域貢献活動支援による昆虫整理プロジェクトの成果
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月 2～3 回のペースで各回数名の参加によって行った

（写真 5）．2020 年には，新型コロナウィルス感染症

拡大防止対策により，1回の作業人数を2～3名に限る

など活動の制限があった．その後，博物館の臨時休館

があった他，開館中であっても研究室等諸室の外部か

らの立ち入り制限のため，作業は実質中止となり，参

加者の新規募集も行うことができなかった． 
本プロジェクトで作製されたほぼすべての標本は標

本の基準を満たしていることを確認後，標本資料とし

て博物館に収蔵された．2020年度末現在，標本化の完

了した個体数は2,500個体を超えた（写真6, 7）．この

ような状況下で得られた昆虫類について標本化を進め

たが，昆虫は灯火採集の性質上，甲虫類が多く，微小

な甲虫がかなりの部分を占めた．出現昆虫の季節的な

推移もみられ，春季に採集された標本は，微小な昆虫

類が大半を占めたが，夏期には比較的大型の甲虫が得

られた． 
 
3.2．参加者の感想 
 参加者からは以下のような感想が寄せられた． 
・昆虫標本の作製に関わることができ，とてもいい経

験が出来た． 
・乾燥した甲虫の死骸に昆虫針を刺す or三角台紙に

貼り付けたのちラベルを付けるという簡単な作業であ

ったが，作業を通じて標本作製がかなり上達した． 
・多くの小さい甲虫のなかに時々図鑑で見たことがあ

る種があるとテンションが上がった． 
・さまざまな分類群の甲虫を扱い，多くの種名を覚え

られたことにより普段の採集がより楽しくなった． 
・数がとても多かったり，標本にするには難しい状態

であったりで，大変なところも多かったが，約35年

前にこのような虫たちがこれだけたくさんいたんだと

いうことに思いをはせながら標本作製に取り組むこと

ができてよかった． 

 
写真5．標本をつくっているところ． 

 
写真 6． 完成した標本． 
 
・普段，海洋生物を見ることが多いので他の分野の標

本作りができてよかった． 
・学芸員の方々やボランティア等市民の方々，他学部

や他学年の人と交流を深められた． 
・お金が出るということで普段よりも気が引き締まっ

た． 
・今後機会があれば是非またやりたい． 
参加者には初心者から経験者までいろいろなレベル

の人が居り，それぞれの感想が寄せられた．初心者の

参加者からは，標本づくりの体験ができてよかったと

いう声が多くきかれた．一方，経験者からは，本プロ

ジェクトに参加したことで，標本づくりが上達した 
ことに満足する声や，昆虫への関心がさらに深まった 
ことを喜ぶ感想があった．また，学芸員以外にも，他

学部の学生や市民の方々など通常会う機会のない他の

参加者との交流を楽しんだという声もあった． 
 
3.3．成果の発信 
本活動の成果は以下の機会に発表した． 
1)  三重県総合博物館「大学と連携！昆虫資料，標本

化プロジェクト．三重大学平倉演習林夜間昆虫調査資

料」展示, 2019年3-4月（写真8） 
2) OHSHIMA Y., FUKUDA T., MORITA N. “Insect 
Pinning Project in collaboration with Museum and 
University” ICOM satellite symposium. Aug. 28, 
2019, Kyoto. 
 
上記の内 1）は三重県博物館の昆虫関係のミニ企画展

の中の１コーナーで，本プロジェクトの概要・目的や

について紹介された展示であり，処理前の包みに入っ 
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写真 7．微小昆虫部分の拡大． 
 
た昆虫や，企画展当時までに標本化された昆虫などが

展示された．解説パネルでは，標本化の困難さと標本

化されることによって期待できる成果が解説されてい

る． 
2）は，国際博物館会議京都大会 (ICOM) のサテラ

イトシンポジウムでもある自然史学連合主催の国際シ

ンポジウム「研究活動，資料収集，普及教育，アウト

リーチを推進するツールとしての自然史博物館ネット

ワーク：アジアの研究事例」(京都大学総合博物館)の1
つとして発表した．発表をきいた博物館の関係者から

は，博物館の未標本資料を標本化する方法として大学

と博物館の連携が効果を上げた例として面白い，とい

う意見や，自分の博物館の未標本資料の標本化も同様

な方法で解決ができるのではないか，という感想がき

かれ，博物館関係者を中心に高い評価を得られた． 
 
4. 考察 
4.1．生物多様性教育の機会としての成果 
本プロジェクトが通常の「標本作製実習」と異なる

点は，標本資料作製の意義についてその場で説明する

だけでなく，授業における生物多様性の内容にリンク

させている点である．生物多様性の重要性については

SDGs でも目標の１つ（No. 14，15：海・陸の豊かさ

を守る）に挙げられているが，その概念の把握が難し

い理由は，生物多様性が通常我々があまり触れること

のない様々な生物の総括としての意味を持つためと思

われる．著者は教養教育院において，教養統合科目・

生物学の授業テーマ「多様性の生物学」   
https://www.mie-u.ac.jp/ topics/kohoblog/ 
2021/08/post-2234.html; https://www.ars.mie- 
u.ac.jp/curriculum/comprehensive/ 

Tayousei_no_seibutugaku_fukuda.pdf       

の講義を持っており，その中で可能な限り具体的な生

物の記載例を挙げたり，博物館の学芸員による自然史

標本の扱いや博物館の役割についての紹介の機会を設

けたりしている（写真9）．しかし学生が実際に生物

多様性を感じるためには，実際の生物資料に触れるこ

とが何よりも重要だと考えている．コロナ禍以前

（2017-2019）には，授業内研修としてフィールドワ

ークを取り入れ，自然環境の中で動植物を観察しなが

ら，それらの自然の一部を標本として切り取って生物

資料として半永久的に保存する重要性についても言及

した．コロナ禍以降，そのような機会はわずかに希望

者による授業後の構内散策と博物館実習への参加に限

られている． 
今回の「平倉昆虫整理プロジェクト」は，生物多様

性情報の元となる資料がどのように作製されるかを知

るために好適な材料であった．灯火採集で無作為に得

られた「死骸」であっても，採集情報（いつ，誰が，

どこで採集したか）を記載したラベルを添えれば標本

として成立し，自然史データとして役立てることがで

きる．その場で名前が分からないものについても標本

にすることで同定可能な状態に持って行くことができ

 
写真 8．三重県総合博物館「大学と連携！昆虫資

料，標本化プロジェクト」展示コーナー． 

コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施三重大学地域貢献活動支援による昆虫整理プロジェクトの成果
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る．これまで分かっている生物多様性の概要はこのよ

うな作業の積み重ねに基づいており，将来的にも同様 
な積み重ねが必要であることが参加者には実感された

のではないだろうか．今後，生物学に進む学生だけで

なく，この分野に携わることが無い学生に対しても，

生物多様性の基礎資料について理解させることは，科

学リテラシー教育の中でも重要な部分である． 
プロジェクトの具体的な教育成果としては，昆虫自

体や標本作製に関心のある学生や，博物館活動に関心

を持つ市民の方々の興味を惹きつけられた事が挙げら

れる．参加者の中にはこの活動で初めて標本作製を体

験した人や，この活動を通じて標本作製の技術を身に

着けていった学生も多かった．学生の参加者には生物

資源学部所属の学生が多く，中には今回の昆虫整理を

単なる作業としてではなく，昆虫の種類を覚える機会

と考えたり，分類学的な視点から形質の違いに関心を

持ったりする学生もみられた．昆虫を並べながら，近

縁種の予想や，二個体を比較して同種か別種か？など

の話題が出るなど，実際の昆虫を目の前で観察するこ

とによる疑問や発想を話し合う機会も多かったようで

ある．この活動を通じて昆虫に関心を持つ学生が学年

を問わずに交流を深め，昆虫採集や関連イベントに誘

い合う様子もみられた．一方，生物一般に関心を持つ

学生にとっては，本プロジェクトは生物の標本作製の

機会の１つという面も持ち，学芸員職を目指す中で経

験を積みたいという動機の学生もいた． 
実物を多く見る経験は昆虫に限らず自然科学では望

ましいことであり，将来的に自然科学を目指す学生に

対してはまたとない貴重な機会を提供できたのではな

いだろうか．さらに，経験者から直に指導を受ける機

会があったこと，休憩時間などに学芸員や専門家から

普段聞けないような話を聞くことができたことも参加 

 
写真9．三重県総合博物館学芸員による「多様性の生

物学」での講義．2021年5月14日． 

者の知見を広げ，モチベーションを上げるのに役立っ

たのではないかと思われる． 
本プロジェクトは2018年に開始したが，参加者の

中には，その後昆虫学研究室に入った学生，昆虫学を

目指して大学院に進学した学生もいる．これらの学生

にとっては，本プロジェクトは大きな経験になったと

思われる．なおプロジェクトには活動2年目から参加

希望者が増えていたが，コロナ禍により参加が出来な

かった学生もいた．最終的なプロジェクト参加者は1
回のみ～ほぼ毎回参加の学生・市民を含めて13名で

あった．作業場所が大学ではなく博物館であったこと

も学生が参加しにくかった一因と考えられる． 
 
4.2．未標本資料の標本化における大学-博物館の提携 
博物館は自然史資料整理・保全の現場であり，自然

史研究の重要な一端を担っている（鈴木他2010）．し

かし博物館の人手・資金不足は慢性的であり，未標本

資料の標本化は多くの博物館で問題になっている．こ

の問題の解決のため，博物館に市民や退官・退職後の

有識者をボランティアとして呼び込む例があるようで

ある．ただし，標本整理の指導１つを取っても学芸員

の負担となることから，多くの博物館では未標本資料

の整理は解決の難しい課題となっている． 
本プロジェクトは未標本整理を大学と博物館の連携

によって標本化するという方針を立てたことで，一定

期間人数と資金を確保できた事から，3.3 で述べたよ

うに博物館関係者から高く評価された．今回のプロジ

ェクトは大学の教育目的と博物館のニーズが組み合わ

さったことで大きな成果を挙げられた例である．  
 

4.3．地域の昆虫相の基礎資料としての意味 

本コレクションの演習林内での採集地は「気象観測

地点に隣接（島地1996）」と書かれている。島地 
(1996) の写真を見るとライトトラップは林の林縁に

置かれているが，植生の詳細は不明である． 
昆虫標本化の過程で，昆虫相の概要が確認され，季

節に対応した昆虫相の変化の一部も観察できた．わず

か半年分の標本整理からもいくつかの知見が得られた

ことから，このような昆虫整理は実際に有用であると

考えられる．本コレクションは膨大であり全体の把

握・整理は容易ではないが，一部の年度だけについて

でも標本として早期に完成されることが望まれる．同

定については島地 (1996) が参考にできるが，同じ場

所でこれだけの頻度で採集される例はこれまでにもあ

まり無いこと，島地 (1996) も59,500個体（調査個

体の10％）が未同定と書いていることから，標本化
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による新たな発見が期待できる． 
同コレクションは，平倉演習林（写真10）の40年

前の昆虫相を反映している点で，現在の同地の昆虫相

を評価する際の比較対象という意味でも興味深い．同

演習林の植生は，モミ・ツガなどの針葉樹や，ブナ・

ミズナラ林などの落葉広葉樹が中心であり，天然林が

60％を占めている（演習林HP より）．島地 (1996) 
は1949年から1958年までの間に演習林の総面積

460haのうち約100haがスギ・ヒノキの人工林に改

植されたことを記している．島地 (1996) の昆虫調

査はその後（1966～1990年）に行われているので，

その後人工林の大規模な改植が無かったとすれば，現

在の植生との比較が行いやすい．演習林は三峰山北側

の山地を含む立地であるが、同様なツガ林、ブナ・ミ

ズナラ林を中心とする植生は、三峰山から西の高見山

までの山地や、三重県・奈良県の県境沿いの台高山脈

を中心に広くみられ，スギ・ヒノキ・サワラなどの植

林も混じる（環境省生物多様性センター, 1992-
1996）。筆者がかつて訪れた国見山～明神平周辺の植

生は、演習林の黒岩周辺のようにブナ・ミズナラを中

心とし、ツガ・トチノキ・カエデ類が混ざる林であ

り、標高1,000m以上の沢沿いにスギ植林がみられ

た。したがって本コレクションは同様な自然植生の昆

虫相の参考とすることができると思われる．なお，島

地 (1996) は1966～1971年の種構成がもっとも多様

であり，1988～1990年がもっとも単純であったと推

察しているが，この原因についても関心が持たれる． 
昆虫相解析の利点は，各昆虫の分布・生息環境の特

徴を分析することによって，昆虫相そのものの変化や

昆虫相解析に基づく自然環境の変化など，さまざまな

推定が可能であることである (谷脇他2004, 広瀬他

2010)．現在，日本各地で心配されているのがシカ害

の影響であり、林野庁の調査によると令和2年度の野

生鳥獣による森林被害面積の7割はシカによる枝葉の

食害や剥皮被害によっている（林野庁, 2021）．鈴

鹿，大台などではシカ害により下草の損失が問題にな

っている．藤崎 (2008) は，京大芦生演習林の下層植

生の昆虫によるモニタリングに言及し，例として木本

利用・草本利用の鱗翅目を比較した結果，シカ害によ

り草本利用の鱗翅目が絶滅寸前になったという話を引

用している．溝田 (2001) は金華山でのシカの食害に

よる植物の多様性減少を反映して，昆虫相が短期間の

うちに単純化したことを示している．現在の演習類の

昆虫相を調査し，以前の昆虫相調査結果と比較するこ

とで近年のシカ害の動向や範囲などについても有力な

手掛かりが得られる可能性がある．  

 
写真10．平倉演習林．針広混交林の斜面．2012年7
月，撮影：大島康宏 
 
4.4．生物多様性データへの貢献 

現在，生物多様性を体現していると思われるのが，

生物多様性データである．生物多様性データベースに

は世界的にはGBIF（Global Biodiversity 
Information Facility：地球規模生物多様性情報機構

https://www.gbif.org/），国内では全国の科学系博物館

の協力の基に国立科学博物館が運営するS-Net
（Science Museum Net：サイエンス・ミュージアム 
ネットhttp://science-net.kahaku.go.jp/），環境省が運

営するいきものログhttps://ikilog.biodic.go.jp/ など

がある． 
GBIF (写真11），S-Netは数々の論文に引用される

有数のビッグデータの１つであり，生物多様性情報を

調べる手軽で効率的なツールとして多くの方面で利用

されている（Telenius, 2011; 細矢他, 2018）．自然史

データは観察データ（目視によるもの）と，標本デー

タ（標本としての証拠のあるもの）があり，上記の

S-Netのデータは標本データを中心に構成され，現

在，日本全国の博物館の標本データのラベル情報約 

写真 11．GBIFデータ約1,897,000,000件の位置情

報をプロットした地図．赤色の箇所がデータの密度が

高い箇所を示す．https://www.gbif.org/より． 
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6,600,000件をデータ化している．標本データは標本

という実物に基づくことから高い信頼性を得ている

が，このデータの元になっているのが，各博物館・標

本庫に収められている１つ１つの標本のラベル情報で

あることは，意識すべきである． 
自然史研究の対象物は空間的，時間的に異なる様相

を示す（松浦2003）ため，地理的・時間的に少なく

とも最低限度の種数・個体数をカバーすることが必要

である．今後も生物多様性データを充実させていくた

めには，全国各地で継続的に自然史標本の収集・整理

が行われなければならない．しかし，現在，自然史分

野では動植物に関する知見を持つ専門家・愛好家の減

少により生物の生育・分布状況が不明になるという危

機的状況にある．今後も生物多様性データを支えてい

くためには，これらの知見を持ち標本を作製できる後

継者の育成が必要である．今回のプロジェクトの参加

者は大学生全体の数からみれば一握りであったが，こ

のような経験をした学生の中から，生物多様性データ

やその元となる標本データの重要性を理解する学生が

少しでも増え，今後生物多様性を考える上でこのよう

な問題意識を共有する基盤が広く形成されることを期

待する． 
 

5. まとめと展望 

今回の昆虫整理プロジェクトでは，昆虫の標本化作

業を通じて，学生・市民に標本づくりの技術や標本の

意義を伝えられただけでなく，学芸員との対話を通じ

て生物多様性・分類などを含む自然科学への関心をよ

り深める機会を提供できた．このプロジェクトの標本

化作業で標本化された昆虫は，地域資料情報として次

世代に残されるだけでなく，さまざまな調査研究に活

用され，当時の三重県周辺の昆虫相の推定や，現在の

昆虫相との比較の上で貴重な資料となる．  
今回，未標本昆虫の標本化について紹介したが，博

物館には通常多くの未完成標本が整理されないまま保

管されている．そのうち，ラベル情報が無いものにつ

いては廃棄するしかない場合が多いが，標本の包み等

に採集場所・日時などが書かれている場合があり，そ

の場合は後日標本にすることが可能である．したがっ

て，今回のようなプロジェクトは昆虫に限らず，多く

の分類群で応用が可能だと思われる．同様なプロジェ

クトによって潜在的に標本になり得る生物資料が標本

化され，その過程でその生物や標本について学生・市

民と共に考える機会を持つことは，今後の大学教育や

博物館活動に対しても望ましい効果をもたらすと考え

られる． 

 
謝辞 

本プロジェクトの実行に対して支援いただいた三重

大学地域貢献活動支援事業に感謝いたします．また，

本プロジェクトにご協力いただいた学生・市民の皆

様，貴重なご意見を下さいました査読者の方々に厚く

御礼申し上げます． 
 
参考文献 

藤崎憲治 (2008)「昆虫から見える地球温暖化（講演

記録）」『時計台話集会』4，41-60．    
広瀬俊哉・立岩邦敏・高木真也・安能浩・李峰雨・水

川瞳・黄国華・上田達也 (2010)「異なる森林環境

における小蛾類群集の多様性 2 ．灯火法による小

蛾類の群集調査の評価」『日本環境動物昆虫学会

誌』21，37-52． 
細矢剛・神保宇嗣・中江雅典・海老原淳・水沼登志恵 

(2018) 「自然史標本データベース『サイエンス・

ミュージアムネット』の現状と課題」『デジタルア

ーカイブ学会誌』 2，60-63． 
環境省生物多様性センター（1992-1996）第5回基礎

調査植生3次メッシュデータ

https://www.biodic.go.jp/dload/mesh_vg.html 
紀伊･黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター附

帯施設演習林『演習林／林況』(http://hirakura. 
bio.mie-u.ac.jp/) (2021年10月11日)． 

松浦啓一(2003)「自然史標本の収集と管理の指針」国

立科学博物館編『標本学 自然史標本の収集と管

理』．東海大学出版会． 
溝田浩二 (2001)「金華山における昆虫研究-これまで

とこれから」『宮城教育大学環境教育研究紀要』4， 
9-18． 

大島康宏 (2019) 「普及・教育の現場から(4) 昆虫学

で『学ぶ』きっかけを～三重県総合博物館での取り

組み～」『昆蟲（ニューシリーズ）』22，106-121． 
林野庁 (2021) 「森林における鳥獣害対策について」 

(https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/attach/p
df/tyouju-89.pdf) (2022年1月23日) 

島地岩根 (1996) 三重大学平倉演習林の鞘翅目昆虫に

関する生態学的研究 : I．鞘翅目昆虫群集の基本的

構成．『三重大学生物資源学部演習林報告』20，9-
40． 

鈴木まほろ・亀田佳代子・佐久間大輔・真鍋徹 
(2010)「博物館と生態学(14) 地域の博物館が担う自

然史研究の意義」『日本生態学会誌』60，399-
403． 

福田　知子・大島　康宏・森田　奈菜

－ 52 －



9 

谷脇徹・久野春子・細田浩司 (2004) 「都市近郊の小

規模孤立林における地表性昆虫類の群集構造の経年

変化」『日本緑化工学会誌』 30，552-560． 
Telenius, A (2011) Biodiversity information goes 

public: GBIF at your service. Nordic Journal of 
Botany, 29, 378-381. 

 
SUMMARY 

Biodiversity is one of the major themes of modern 
biology, but it is difficult to grasp the concept. Among 
them, biological specimens are considered to be a 
stepping stone for understanding biodiversity as 
materials that support biodiversity. As part of 
biodiversity education, the Hirakura Insect Pinning 
Project is a project launched jointly with the Mie 
Prefectural Museum from 2018 to 2020 with the 
support fund for regional activities of Mie University. 
The target is unpinned insect materials collected by 
Mie University faculty in the Mie University 
Experimental Forest (commonly known as the 
Hirakura Experimental Forest). The importance of 
biological specimens was mentioned in lectures of 
the authors, but this project provided an opportunity 
for participants to actively understand the 
importance of specimens in terms of experiencing 
actual specimen preparation work. Through this 
project, the participants considered the significance 
of preparing specimens to make the best use of local 
biological materials, and shared the opportunity to 
consider the insect fauna at that time based on the 
specimens. Since such projects have important 
significance as practical education on biodiversity, it 
is desirable that such project will continue in the 
future. 
 
KEYWORDS: Fund for community contribution 
activities, Mie University, Biodiversity education, 
Natural history resources, cooperation between  
universities and museums 
―――――――――――――――――――――――― 
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小児がんキャンプへのボランティア参加が医療系学生に与える教育効果† 
 

 

坪谷尚季*・舛本大輔＊2・岡村 聡*2・栗原康輔*2・森  翔*・小早川雄介*3・吉崎さやか*・堀 浩樹*2      

三重大学医学部附属病院小児科＊・三重大学大学院医学系研究科医学医療教育学分野＊2・大同病院小児科＊3 

難病患者への社会的支援には，地域社会からの人的資源の供給が不可欠であるが，人材の確保は容易でない.医療系

学生は，患者支援の有望なリソースであり，医療系学生にとっても患者との交流は将来の医療実践に役立つ知識と技能

を修得する機会になると推測される．本研究では，小児がんキャンプを企画運営した医学科と看護学科学生 56 名を対

象にキャンプ活動への参加が学生に与える教育効果について検討した．キャンプ実施前後に実施した質問紙調査では，

「患者への共感的理解」，「医学的知識」，「患者への対応」に関する質問項目で有意な得点の増加がみられた．この傾向

は，初回参加者でより顕著であった． 

 

キーワード：ボランティア活動，患者支援，キャンプ活動，教育効果，医療系学生 

 
1. はじめに 

米国から始まった小児がん患者への社会心理的支

援を目的としたキャンプが，日本においても 1990年

代より行われるようになっている（Hvizdala et al. 
1978, 渡邊ほか 2000）．三重大学医学部附属病院小

児科では，2007 年より小児がん患者・経験者とその

家族を対象にしたキャンプを実施しており，医療系

学生ボランティアが企画運営の中心的役割を担って

いる．医療従事者の助言により，これまで良好なキ

ャンプ運営を行ってきた．栗原らは，2007 年および

2008 年のキャンプにボランティアとして参加した

医療系学生 58 名を対象に，キャンプ終了時アンケ

ート調査を実施し，ボランティア学生の自己効力感

や学習的価値を報告している（栗原ほか 2009）．し

かし，この報告は,キャンプ終了後の振返りの一環と

して行われたアンケート調査に基づくものであり，

参加前後の変化を統計学的に解析したものではなか

った．さらに，医学科学生と看護学科学生間の比較

などの詳細な検討は行われていない． 

我々は，2009 年および 2010 年キャンプにボラン

ティアとして参加した 56 名の医学科および看護学

科学生を対象に，キャンプ参加前後での意識変化に

ついての調査研究を行なった．その研究結果に基づ

いて，小児がん患者とその家族への支援を目的とし

たキャンプ活動の企画運営へのボランティアとして

の参画が，医療系学生に与える教育効果について報

告する． 

 
2. 対象と方法 

本研究は，2009 年 8 月に大紀町・大滝峡キャンプ

場、2010 年 8 月に奈良県曽爾村・曽爾青少年自然の

家にて 1 泊 2 日の日程で実施したキャンプにボラン

ティアとして参加した医学科および看護学科学生を

対象にした．キャンプは，実施 3 か月前から学生が

中心になって企画・準備を行い，キャンプ実施 1 か

月後には振返りの会を行なった（表 1）． 

 
表 1. 活動内容 

 

参加者の内訳は，2009 年が小児がん患者 29 名，

患者家族 62 名，学生ボランティア 38 名（医学科学

生17名，看護学科学生11名，その他学部学生9名），

一般ボランティア 3 名，病院スタッフ 16 名であり，

2010 年が小児がん患者 34 名，患者家族 75 名，学

生ボランティア 33 名（医学科学生 24 名,看護学科

学生 4 名,その他学部学生 5 名），一般ボランティア

8 名，病院スタッフ 17 名であった．キャンプでは，

患者・家族 10-13 名に対し，4-6 名の学生ボランテ

ィアと 2-3 名の病院スタッフが加わるようにグルー

プ分けをし，学生ボランティアが，患者と家族の安

全で楽しいキャンプ活動への参加をグループ単位で

支援した．2010 年キャンプでの活動のタイムテーブ

ルを表 2 に示す． 

 

三重大学高等教育研究　2021，第28号，55－58頁

【ショートレター】

－ 55 －



2 

表 2. 活動のタイムテーブル 

 
本研究における評価前後の介入行動として，表 1

に示す学習会を含む事前準備，当日の活動，振返り

の会が含まれる．学習会は事前に 2 回実施し，1 回

目は小児がん診療を担当する医師による小児がんに

関する基礎的知識，小児がん患者および家族の心理，

熱中症・食中毒対策，参加予定患者の個々の病状と

安全管理をテーマにした講義（質疑応答を含めて約

90 分）を行い，2 回目は子どもとの関わり方を理解

するためのワークショップ形式によるグループ討議

（グループワーク後のプレナリーセッションを含め

て約 90 分，チャイルド・ライフ・スペシャリストが

ファシリテーターを担当）を行った． 

アンケート調査の対象は，キャンプの企画運営を

担当した医学科学生 41 名，看護学科学生 15 名の計

56 名である．調査は，キャンプ実施 1 か月前と 1 か

月後の 2 回，同じ無記名質問紙法を用いて行った（表

3）．学生ボランティアは公募し，参加学生に対して

本研究についての説明を行った上で，研究への協力

依頼を行った．また，本研究についての説明では,結
果解析後の公表についても明示し，アンケートへの

回答を持って研究参加と結果公表への同意とした．

さらに，参加家族に対して本研究の趣旨と結果公表

について通知し了解を得た． 
アンケート内容は，栗原らの報告（栗原ほか  

2009）を参考に，調査担当学生 2 名と指導教員 2 名

の合議にて作成した（表 3）．アンケートでは 11 設 

表 3. 学生ボランティアへのアンケート 

 

問を作成し，それぞれの設問にキーワードを付け，

さらに共通のカテゴリーに分類することで，①「小

児がん患者・家族への共感的理解（共感的理解）」（設

問数 3），②「将来の医療者としての意識（医療者と

しての意識）」（設問数 3），③「小児がんに関する医

学的知識（医学的知識）」（設問数 2），④ 「小児が

ん患者・家族への対応（患者への対応）」（設問数 3）
の 4 カテゴリーに分類した．回答は，「よくあてはま

る」，「ややあてはまる」，「どちらともいえない」，「あ

まりあてはまらない」，「全くあてはまらない」の 5
件法での段階選択式回答とし，回答者が回答時点で

最もあてはまると考える選択肢への回答を求めた．

回答はシグマ値法にて順序尺度の各段階を回答分布

により重みづけすることで，点数換算した（酒井 
2003）．介入前後での得点数の変化は，Student t-
test にて検定した．回答率は 88.7％（53/56）で，回

答者の学年分布は，第 1 学年 19 名（医学科 12，看

護学科 7），第 2 学年 10 名（同 6，4），第 3 学年 14
名（同 12，2），第 4 学年 9 名（同 7，2），第 5 学年

3 名（医学科 3），第 6 学年 1 名（医学科 1）であっ

た．統計学的解析は，対象全体，医学科・看護学科

学生別，参加回数別，学年別について行った． 
 
3. 結果 

3.1. 対象全体 

回答者全体についての検討では，「共感的理解」，

「医学的知識」，「患者への対応」に関して介入前後

での有意な得点の増加がみられた（図 1）．しかし，

「医療者としての意識」についての質問では，介入

前後で有意な差はみられなかった．  
 
3.2. 医学科・看護学科学生別 

医学科・看護学科学生別の検討では，両者とも介

入後の得点が，介入前に比較し 4 カテゴリーすべて 
で増加していた（表 4A）．医学科学生では，「共感的 
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図 1. 介入前後での意識変化（全体） 
 

理解」，「医療者としての意識」，「医学的知識」につ

いての質問項目で有意な得点増加がみられる一方で，

看護学科学生では，「共感的理解」，「患者への対応」

に関する質問項目の得点が有意に増加していた． 

 
表 4. 属性別意識変化 

3.3. 参加回数別 
初回参加者 15 名，複数回参加者 28 名を対象に

参加回数別での比較を行った結果を表 4B に示す．

初回参加の学生ボランティアでは，すべてのカテゴ

リーにおいて有意な得点の増加がみられたが，2 回

以上の参加経験のある学生ボランティアでは，いず

れにおいても有意な得点の増加はみられなかった． 
 

3.4. 学年別 

医学・看護学専門教育未履修である第 1-2 学年 27

名と履修中である第 3-6 学年 24 名とで学年別の比

較を行った（表 4C）．第 1-2 学年学生ボランティア

においては，「共感的理解」，「医療者としての意識」，

「医学的知識」についての質問項目で有意な得点増

加がみられ，3-6 学年では,「共感的理解」，「医学的

知識」に関する質問項目の得点が有意に増加してい

た． 

 
4. 考察 

小児がんキャンプは患者支援活動のひとつであり，

米国では 1970 年代から行われている（Hvizdala et 
al. 1978）．キャンププログラムに参加した小児がん

患者では，自己確立，病気についての知識の向上な

どの効果が報告されている（Eng and Davies 1991, 
Wellisch et al. 2006）．小児がん等の難病患者への社

会的支援の実践のためには，地域社会からの人的資

源の供給が不可欠であり，医療系学生は患者支援の

有望な人的資源となる．医療者を目指す学生にとっ

ても，患者や家族と交流し，患者や家族の思いを理

解することは，将来の医療実践に役立つ教育効果が

得られることが期待される． 
参加者全体を対象にした解析では，4 カテゴリー

のうち，態度・行動に関連する「共感的理解」と「患

者への対応」，知識に関連する「医学的知識」に有意

な向上がみられた．このことから，患者支援活動へ

のボランティアとしての主体的な参画は，医療系学

生に対して一定の教育効果をもたらすと考えられる．

唯一，「医療者としての意識」において有意な得点の

増加はなかったが，医療者としての視点より，患者・

家族の側に近い意識を持ってキャンプ活動に参加す

る学生が多いためと推測した．医学科学生と看護学

科学生との比較では，興味ある結果が得られた．「共

感的理解」はともに有意な得点増加を認めたが，他

の 3 つのカテゴリーについては，医学科学生では，

「患者への対応」に有意な変化がなく，看護学生で

は，「医療者としての意識」，「医学知識」に有意な得

点の増加がなかった．それぞれの学科に所属する学

生が，将来の専門職能力に必要と考える内容が異な

っていることが関連していると推測される．また，

初回参加者では，4 カテゴリーすべてで活動参加後

の増加度合が大きく，初回参加者では，その教育効

果が大きいことが示された．複数回参加者において

は，すべてのカテゴリーで有意な得点増加はなかっ

たが，参加前の点数が初回参加者に比較し相対的に

高く，活動参加の有効性が顕われ難いことが影響し

ていると推測した．複数回参加者においても，体験

コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施
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の継続により医療者に求められる態度や能力を維持

する効果が期待できると考えられる．学年別の比較

では，高学年に比し低学年では，「医療者としての意

識」の項目において有意な得点の増加を認めた．低

学年の学生にとって本キャンプへの参加は，患者を

支援するという医療者に必要な基本的な意識を獲得

する貴重な機会になっていることが推測された．ま

た，「医学的知識」の向上は学年に関わらずみられた．

学習会等での事前学習の効果も関連していると思わ

れるが，小児がん患者との直接な交流を通じて，よ

り現実的な学習になっていると思われる．学年に関

係なく有意な得点の増加を認めた「共感的理解」は，

学内での授業では修得が難しい学習項目であり，こ

のような患者支援活動への参加は，有効な学習方法

であると思われる． 
今回の研究結果は，自主性が尊重されるボランテ

ィア活動において，医療系学生が自律的に責任ある

行動と思いやりのある態度をとることを求められる

ことで，医療者に求められる知識や態度を身に付け

ることができる可能性を示している．高等教育への

ボランティア活動の積極的導入が遅れている我が国

においても（安達 2003, 多賀ほか 2005），ボランテ

ィア活動を正規のカリキュラムの一部として採用す

ることを検討すべきであると考える． 
本研究の限界として，ボランティアに応募した学

生は，患者支援に対する高い意識を持つ学生群から

構成されている可能性があり，それにより高い教育

効果が示されたことも否定できない．このような患

者支援のボランティア活動が，医療系学生に対して

普遍的に教育的効果をもたらすかについては，さら

に検討が必要である． 
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バーチャル・リアリティを活用した診療参加型臨床実習† 

 

江角亮*,*2・川本英嗣*,*2・今井寛*2・島岡要* 

三重大学大学院医学系研究科 分子病態学* 

三重大学大学院医学系研究科 救急災害医学*2 

 

新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の世界的流行に伴い，医学部教育の診療参加型臨床実習の

醍醐味である患者診察の機会が奪われ，多くの時間が見学型臨床実習になることで，実践的な臨床能

力を身につけることが難しくなっている．近年，仮想現実感（バーチャルリアリティ：VR）技術の急

速な進歩によって，臨床技能の獲得や，低頻度の重症症例の経験など様々な状況の学習で VR が応用

され，知識や技術習得の有効性に注目が集まっている．我々は，このような VR の持つ教育効果に着

目し，従来から知られるシミュレーション教育と組み合わせたハイブリッド VR 教育を取り入れた経

験をふまえ，コロナ禍でも対応できる臨床実習教育について報告する． 

キーワード：臨床実習，バーチャル・リアリティ（VR），シミュレーション教育，コロナ禍 

1. はじめに 

 2020 年に全日本医学生自治会連合の行ったアンケー

ト調査で，新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の世

界的流行に伴い，臨床実習において 88%の医学生が患者

と接する機会を制限されたと報告されている．（全日本医

学生自治会連合．2020年） 

特に感染リスクの高い救急医療現場では依然として見

学型臨床実習にとどまっている．その結果，救急臨床実習

で望まれる，より実践的な臨床能力を身につける診療参

加型臨床実習（クリニカル・クラークシップ）が救急医療

現場では実施できない状態が続いている． 

三重大学救命救急センターでも同様に，2020 年 4 月以

降，いわゆるコロナ第 2 波より病院での臨床実習は一時

中止となり学生の病院への立ち入りは制限された．その

ため，救急外来においては，医学生が経験すべきチーム医

療型診療に携わることがまだできていない．  

近年の VR 技術の急速な進歩によって「医用画像解析

による手術支援」「手術トレーニング・シミュレーション」

など，様々な形で VR が医学教育に用いられている．

（Leanne C et al.2019） 本稿では，新たにVRを取り入

れた，より実践的なコロナ禍に対応できる臨床実習教育

について自らの経験を踏まえて報告する． 

 

2. 新型コロナ感染症が及ぼした医学教育への影響 

COVID-19 の流行下では，医学生は臨床実習現場で症

状のないまま周囲へウィルスを拡散するリスクや，逆に

周囲からウィルスを獲得するリスクがある．そのため，

我々は医学生の教育方法を抜本的に変えなければならな

くなった． 

新型コロナウィルスが出現して以来，教育現場では

様々な変化が起こってきた．新型コロナウィルスの感染

予防としてはお互いに社会的な距離を取ることが最も効

果的な予防策であるとされ，（Carlos del Rio et al.2020）

これにより多人数が 1 つの部屋に集まる講義は縮小され

た．また医学生から評価の高かった臨床講義の中で，ひと

つの問題を小グループに分かれて双方向的に協議して問

題解決を行う PBL-tutorial 教育は ZOOM を用いたオン

ライングループミーティングに置き換わった．さらに診

療参加型臨床実習の醍醐味である入院患者や外来患者に

学生が対面で診察する機会は制限された．特に COVID-

19患者の受け入れ窓口である救急外来では患者数の増加

に 伴 い ， 個 人 防 護 服 （ Personal protective 

equipment :PPE）の供給不足が明らかとなり，医学生は

患者と接触する機会を持てなくなった．そのため多くの

学びのきっかけとなる“生きた教科書”である患者に接す

ることができず，見学主体の臨床実習（見学型臨床実習）

が主流となり，医師として求められる実践的な臨床能力

を身につけることが難しくなっている．このように

COVID-19 の流行は医学部の教育全体に大きな影響を与

えている． 

 

3. 教材としてのシミュレーターの利点と欠点 

 教育者は医学生に対して，できる限り現場に即した実

践的な臨床能力を身につける機会を提供することを心が

三重大学高等教育研究　2021，第28号，59－62頁

【ショートレター】
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けてきた．1 分 1 秒を争う救急医療現場を模倣したシミ

ュレーション教育，ベッドサイドで実際に患者に対して

行う超音波（エコー）検査の見学と実施，医師がファシリ

テーターとなり実際の症例を提示したスモールグループ

での議論などを実践してきた．特にシミュレーション教

育は，1960年代初頭から心肺蘇生方法や点滴確保など臨

床能力向上のため，繰り返し患者に害を与えることなく

シミュレーター（実物大マネキンや血管を模したプラス

チックモデルなど）を利用して知識の保持，臨床的推論お

よび学習に対する学生の満足度を向上させることができ

るとされ，医学教育の現場で使用されてきた．シミュレー

ション教育では批判的思考なしにシナリオをこなすだけ

の教育になりやすいという批判はあるが，実際の臨床現

場でも重要視される多人数で実際の臨床現場で必要なチ

ーム医療を学ぶ機会を提供できる点はシミュレーション

教育の利点と言える．（Jette Led Sorensen et al.2017） 

 またシミュレーション教育では学習内容が実際の臨床

現場の状況に近いほど学習効果が高いとされているため，

熟練した指導医が多人数の医学生に向けて，現場に近い

学習環境を提供できる点は座学では学ぶことのできない

大きな利点である(Jette Led Sorensen et al.2010)．三重

大学医学部救急災害医学講座では 2012 年頃よりこのよ

うなシミュレーターを用いた教育プログラムを 2 週間の

クリニカルクラークシップに組み込み，院内急変のシミ

ュレーション教育を行なってきた.（図1 シミュレーシ

ョン教育の様子） 

 

また三重大学医学部附属病院 5 階にはシミュレーショ

ンラボ（スキルズラボ）が常設され，平日だけでなく週末

夜間も医学生，看護学生が自由に使用可能であり，救急災

害医学講座以外にも多くの医学部臨床系講座が年間を通

して，多人数を対象としたセミナーを活発に行ってきた．

これは多くの大学病院でのシミュレーションに関する研

究によれば，臨床現場に近い場所で行われたシミュレー

ション教育は臨床および教育の両方に正の効果をもたら

し，関係する臨床部門はケアの改善に役立つ情報を得る

ことが可能であると示されているためである．(Denise 

Ellis et al.2008） 

このように三重大学医学部では，現実感をできるだけ

忠実に模倣したシミュレーション教育を医学部教育に取

り入れ医学生に有意義でリアリティーのある教育を提供

してきた．しかし，コロナ禍では密を避けなればならない

という制限により多人数が参加する従来のシミュレーシ

ョン教育ができなくなってしまった．そのため，教育者は

マネキンなどのシミュレーターを使った従来のシミュレ

ーション教育とは別の形でリアリティーのある患者存在

感を教育現場に提供することで，マネキンでは表現でき

ない臨場感の中で，より実践的な学習方法を新しいテク

ノロジーを用いて検討する必要があった． 

 

4. 市販VR教材の導入と効果 

近年，教育効果が期待されている没入型のバーチャル

リアリティ（VR）が医学教育現場を変えつつある． 

VR教育では，リアルな仮想世界に没頭させるヘッドマ

ウントディスプレイを学生に装着させ，多感覚で没入型

の臨床体験を学生に提供することが可能になった．医学

生は、自分自身の存在場所を物理的な世界ではなく，シミ

ュレートされた臨床環境で現実的な患者の診療に携わり，

繰り返し医療者としてチームで共同作業し，さらに仮想

空間の患者を診察してその反応をみることも可能になっ

た．（Jock Pottle.2019） 

 2020年より我々は「救命救急VR」（JOLLY GOOD!TM）

の提供する VR プラットフォームを用いて医学生に教育

を行っている．この VR プログラムではバーチャルな病

棟，インタラクティブな患者，同僚医師，看護師など，現

実の世界と同様の多職種診療の関わり合いが含まれてい

る（図2「救命救急VR」で登場するバーチャルな医療従

事者たち）． 

たとえば救急外来に心肺停止の患者が運ばれてきたシ

ナリオでは，学習者はバーチャルな救急外来にいて，仮想

の心肺蘇生法を行い（または同僚の側で見学し），気道確

保のために，看護師から気管挿管チューブを受け取りな

がら気管挿管を経験することが可能である． 

生態情報を表示する警告音の中で医学生は現場の雰囲

気を体感できることで患者診療へリアルタイムに感情移

入して，患者が心停止になればストレスを感じることが

できる．このように VR を用いた教育は我々のいままで

行ってきたシミュレーション教育では与えられない没入

感を医学生に提供できる．また VR は狭いスペース

（2×2m）でも5分以内にセットアップが完了し，救急患

者の心肺蘇生プログラムを提供することができる． 

モニター シミュレーター

学生

ファシリテーター

学生

学生

学生

学生

学生

図1 スモールグループによるシミュレーション教育
数名の学生に対して教育を行っている様子
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｢医学教育・コアモデル｣に記載されている，他職種とのコ

ミュニケーション能力とチーム医療の実践が VR を用い

た現実感をできるだけ忠実に模倣したシミュレーション

教育により可能になった．このようにコロナ禍であって

もスペースを取らずに複数名が離れた箇所で VR プログ

ラムに没入することが可能になり，コロナ禍の教育方法

としてメリットが大きい． 

一方 VR の欠点としては触覚まで提供することはでき

ないので、腹部の触診を教えるのには適さない．マネキン

シミュレーターの腹部の感触の方がよりよい情報を医学

生に提供すると考えられる． 

図 3 は医学生及び医療スタッフ 26 名（学生 9 名，初期

研修医 6 名，専攻医 2 名，コメディカル 9 名）の救命救

急VR体験後のアンケート結果である．（図3）被験者96％

から高い評価を受け，その90％が現場の臨場感を体験で

きたためとしていた．他職種の動きや診療の流れに関す

る回答が28％，手技に関する回答が20％であった．これ

らの回答から現場の臨場感を体験できる VR の強みを生

かし，診療の流れの中で手技を習得できる方法を検討し

た． 

 

5. VR とシミュレーターを組み合わせた授業実践の提

案とその効果 

シミュレーターとVRの利点の双方を取り入れたハイブ

リッド VR 教育は可能だろうか？シミュレーターに VR

を組み合わせたハイブリッド VR の没入感が効果的な体

験学習をもたらすことが，数多くの証拠によって証明さ

れはじめた．（John Vozenilek et al.2008）たとえば，外

科の分野では，医学の中でも早くハイブリッド VR 教育

を取り入れていて，スクリーンを使った学習よりも，没入

型の環境を使った学習の方が知識の獲得率が格段に高い

ことが分かっている．現在では多くの手術プログラムに

導入され，優れた成果を上げている．（Justin D Bric et  

 

al.2016）心肺蘇生法についても論理的思考や胸骨圧迫の

質に効果をあげている． 

 VR を用いた救急医学の分野では心肺蘇生法のトレー

ニングにも効果的で，他職種の動きも VR プログラム内

で閲覧できるためコミュニケーションスキルの向上，批

判的思考の強化，臨床的意思決定の改善につながる可能

性がある．(Johan Creutzfeldt et al.2016）（Susan.2017）

（Cual M Harrington et al.2018) 

 我々はクリニカルクラークシップで救命センターをロ

ーテションする医学部 4-5 年生に対し，心肺蘇生教育と

尿道バルーン挿入の実技教育においてハイブリッド VR

教育を組み込んだ． 

（図4 VR技術を用いた救急臨床実習への利用例） 

我々の心肺蘇生方法教育のプログラムでは，医学生は

VR のみで実際の心肺蘇生現場を確認する．VRは医療チ

ームの一員としてどのように心肺蘇生に携わることが必

要か全体の流れを示してくれる．次に実際のシミュレー

ターを用いて心肺蘇生を体感し，胸部圧迫の深さや速度

をシミュレーターで客観的に評価される．実際の医療現

場を疑似体験した直後に自分自身もシミュレーターで手

技を振り返る。従来は現場とシミュレーションに時間の

隔たりが生じ，シミュレーションから現場を連想しにく

い部分があった。しかし VR 技術の進歩がこの隔たりを

埋めた。このようなステップを踏むことで，医学生の心肺

蘇生への理解を促進できると感じている．実際，心肺蘇生

を行っている臨床現場に医学生を連れて行くと，彼らは

実際に心肺蘇生を経験はできないが，医学生の心肺蘇生

に対する熱意を感じることができる．尿道バルーン挿入

についてもシミュレーターに対する手技のみでなく，診

療の流れの中で手技の習熟を図っている．VRはある特定

の技術を習得する上で有用であることは前述の通りであ

る。また特定の手技が，どのような場面で必要となるかを

提示してくれる点でも有用と考えている。 

図2 「救命救急VR」で登場する医療従事者たち
自分もチームの一員として医療に参加できる。

救命救急VRを体験した感想（一部抜粋）

職種上見ることのできない目線で詳細にイメージができた．自分
がそこにいるような気分になり緊迫感が伝わった．

実際の現場の空気感や診療の流れを体験できたことが良かった．
特に蘇生処置の動画では複数の処置が同時進行で進んでいく様子
を見渡すことができたため，自分が現場にいたら次に何を準備す
べきかなど考えながら見ることができた．

見たい手技を見たい時に見れる．自分が始点となって周囲の様子
も見れるので救急時における全体の雰囲気も感じることができた．

俯瞰的に現場の流れ，またVRのため，一点ではなく周りの医療者
がどのような動きをしているかも見ることができたため自分がど
のように動いたらいいか考えることができた．

本当に処置の現場に居るかのような臨場感があった．また視界が
動かせるので手元だけでなく周囲の動きなどにも注目できた．

図3 被験者アンケート結果（一部抜粋）

バーチャル・リアリティを活用した診療参加型臨床実習
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6. おわりに 

コロナ禍でも VR を用いることで実際の医療現場を疑

似体験し，より実践的な臨床能力を医学生は身につける

ことができる可能性がある．またニューノーマル下でも

時間の制約のため経験できなかった臨床実習も VR 教育

は補ってくれる可能性がある．救急における医学生に対

する教育ではシミュレーターに VR 組み合わせることで

実践的な臨床実習教育をより飛躍させる可能性がある． 
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１ 心肺蘇生法（CPR）への応用

図4 VR技術を用いた救急臨床実習への利用例

２ 基本的臨床手技習得への応用

＜現在の心肺蘇生教育の課題＞
・蘇生率を上昇させるにはCPRの質を向上させる必要がある。
・蘇生率の向上のために、今まではマネキンシミュレーターを使って

グループで行う対面式のトレーニングが行われてきた。

＜現在の救急臨床実習の課題＞
・COVID-19の影響により感染リスクの高い，救急医療現場での臨床

実習が困難となっている。
・シミュレーターを使ったトレーニングでは現場の臨場感を体験で

きない。
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オンライン海外研修での国際共修の可能性と課題† 
－三重大学ベトナムフィールドスタディを事例に－ 

奥田久春*・松岡知津子*2 
三重大学教養教育院*・三重大学国際交流センター*2 

本稿はオンライン海外研修での国際共修の可能性と課題を考察することを目的とし，直接海外を訪

問する国際共修とどのような点で異なるのかを検証した．事例として三重大学の短期海外研修のベト

ナムフィールドスタディを取り上げ，学生が学んだり経験したりした内容を国際共修で学ぶべき視点

と照合した上で，ベトナムでの過去の研修における学びと比較した．その結果，他文化の知識と文化

的多様性への理解に繋がる学びや経験の可能性が見られた点で国際共修の成果を見出せる．しかし時

間的、空間的な制約から，文化を超えたコミュニケーション，視点の相違の理解や五感を通じた理解

といった互いを知るための機会が更に必要であることも示唆された． 

キーワード：国際共修，オンライン海外研修，ベトナムフィールドスタディ，COIL

1. はじめに 
新型コロナ感染症の拡大にともない，留学や研修

等で直接海外を訪問する機会がほぼ失われた．ほと

んどのプログラムが延期に止まらず中止にせざるを

得なかったが，オンラインプログラムに切り替えた

ケースも少なくない．例えば三重大学が行っている

ベトナムフィールドスタディ（以下 VFS）では，2020
年度はオンラインによるプログラムに切り替えた．

本稿では，こうしたオンラインを活用したフィール

ドスタディプログラムでの学生の学びが，従来の現

地におけるプログラムとどのような点で異なるのか

に着目し，オンライン国際共修の可能性と課題を考

察することを目的としている． 
オンラインによる海外研修は，実際に海外渡航し

なくても研修先の授業を受講したり，交流したりす

ることができるため，今回の感染症拡大に関わらず

以前より存在していた（新見他，2021）．日本のみ

ならず留学生受け入れに積極的なアメリカやオース

トラリアなどでは，オンライン語学留学もプログラ

ム化されて有償で行われている．しかしながら，オ

ンライン受講生向けの座学による授業が中心に行わ

れるため，現地学生との共修や交流の機会が少なく

なってしまうこともある． 
これに対して，協働・共同プロジェクトを行う国

際連携学習として COIL（Collaborative Online 
International Learning）がある（池田，2016）．池

田（同）によれば「国内にいながら若者に大きなイ

ンパクトをもたらすことのできる学習実践」であり，

留学するための「レディネス」としても有効である

と述べている．また COIL の学習モデルとして，池

田（同）はニューヨーク州立大学によるモデルを用

いながら，3 段階を提示している．①互いを知り合

うためのタスク，②互いの国や文化を知るためのタ

スク，③協働して何かを作り出すタスク，である． 
本稿ではこうした先行研究も参照しながら，オン

ラインによる国際共修では何が学べ，何が学べない

のかを検討していきたい．その事例として，三重大

学で行われている短期海外研修のベトナムフィール

ドスタディ（以下，VFS）を取り上げる．   
この VFS は筆者たちが担当している海外研修プ

ログラムで，三重大学の大学間交流協定校であるホ

ーチミン市師範大学の日本学部と共同で実施してい

るものである．本稿では，2020 年度の参加者による

事後アンケート及び『2020 年度ベトナムフィールド

スタディ報告書』（以下『報告書』）をもとに，参加

者が学べたこと，学べなかったことを読み解き，オ

ンライン海外研修の可能性と課題を考察していく． 
筆者らはこれまで，異文化の状況を活用した国際

的な学習の場で学生が身につけるべきこととして，

Leask（2007）の国際的視点に沿って，現地におけ

る VFS での学生の学びを分析してきた（奥田・松岡，

2021）．その中で Leask（同）が提示した国際的視

点のうち，次の 5 点があったことを示した． 
 他文化の知識と文化的多様性への理解 
 社会的および文化的に多様な状況において効率

的に働く力 
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 文化を超えたコミュニケーション力 
 専門的なことや私生活で異文化の人々と積極的

に関わる力 
 自文化と異文化の視点がなぜ，どのように類似

したり，相違したりするのかの認識 
また，これら以外にもベトナムの人が温かく接し

てくれたことへの「感謝の気持ち」や現地での「五

感を通した異文化理解」が得られたことも示唆した．

本稿では，こうした点がオンラインではどのような

形で表れたのかも考察していく． 
 
2. オンラインでの VFS の目的と内容 

VFS はもともと 1 週間程度の現地研修を通じ，異

文化にあって主体的に行動し，参加メンバーと協力

しながら活動を進め，積極的にコミュニケーション

を図ろうとするグローバル人材に求められる能力・

資質を育成することを目的としたものであった．概

ね Leask の国際的視点に繋がると考えられる．2020
年度は最終的にコロナ感染の収束が見えないことか

ら Zoom を用いたオンラインでの実施に切り替えた．  
2020 年度に実施した VFS は，以下の 3 つの内容

から構成される．1 点目はホーチミン市師範大学の

学生との日本語とベトナム語の相互学習である．

Zoom のブレークアウト機能を用いてランダムに 4，
5 名のグループ分けを行い，挨拶や発音，両国のこ

とわざと擬態語・擬音語を相互に教えあった．2 点

目は参加学生が設定した探究テーマに沿ってホーチ

ミン市師範大学の学生とグループを作り調査を実施

することである．しかしながら協働での調査であっ

ても，コロナ感染拡大のため複数人での外出を伴う

活動を強制できず，結果的にはインターネットや文

献などによる情報収集に限定された．今回は「教育」

「農業」の 2 つのテーマが学生から提案され，日越

を比較する形で探究内容や方法を話し合って進めら

れ，最終日に発表会が行われた．3 点目は相互の生

活文化を紹介しあうことで異文化理解に繋げること

である．プログラム内外で SNS や Zoom を活用して

昼食や普段利用する店舗，何気ない周辺の風景など

を写真等で紹介するものである． 
両大学の教員と学生にとって全てが初めての試み

であり，手探りの状況で準備や実施を進めていった

ため，特に学生にとっては不安感を拭えなかったが，

逆にそのことで両方の学生が主体的に協働すること

にも繋がった．また，現地での観光視察などのプロ

グラムがない分，協働学習に焦点を当てることが可

能となった． 

なお，2020 年度の参加者は 4 名で，日程は 2021
年 3 月 8 日から 12 日までの 5 日間である．また

ホーチミン市師範大学側の参加学生は 9 名であり，

日本語能力は高い者から初心者まで多岐に亘る． 
 
3. 学生による学びと経験 
 本章では参加学生への事後アンケートから「実際

にベトナムに行かなくても学ぶことができたと思う

こと」「実際にベトナムに行かなければ学ぶことがで

きなかったと思うこと」への回答，及び『報告書』

の学生の感想から，学生が述べる「学べたこと」と

「学べなかったこと」を抽出する．「身についた」り

「鍛えられた」りした記述は，学生自身が能力の向

上を感じたことを示しており，ここでは学びとして

捉えた．また同じく『報告書』から，学びには至っ

ていなくても，学生の気づきや印象，刺激や驚きな

どに関する記述は認識を変化させる可能性のある経

験として抽出した．それぞれ Leask（同）による国

際的視点と照合して，どのような視点に繋がる可能

性のある学びや経験の機会だったのかを考察する．

なお，言語の学びは広く他文化の知識として捉えた． 
 
3.1 学生が学べたこと 

「全体としてベトナムと日本の類似点・相違点など

を考える過程で，日本のことを改めて学び直すこと

ができたかと思います．オンラインで海外の学生と

話をするには，時差を考えたり，言語の違いを考慮

したりと困難な部分が多くあることを学びました」 
 自文化と異文化の視点がどのように相違したり

するのかの認識に繋がる学び（オンラインなら

ではの困難さを含む） 
 
「言語はベトナムに行かなくても学べたと思う．音

声と文字，意味がわかれば言語は身につくから」 
 他文化の知識と文化的多様性への理解への学び 

 
「ベトナムの学生の意見や，ベトナムについての知

識など口頭で聞ける範囲であれば学ぶことができた」 
 他文化の知識と文化的多様性への理解への学び 
 
「相手にわかりやすく言葉を伝えることの重要さを

学んだ」 
 文化を超えたコミュニケーション力への学び 
 
「会話を楽しみながら言語を学ぶことができた」 
 他文化の知識と文化的多様性への理解への学び 
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「イレギュラーな点も多かったが，その分臨機応変

に対応するという力が身につき，オンラインという

場面で工夫していく力も身についたと私は思う」 
 多様な状況において効率的に働く力への学び 
 
「相手に伝える力，相手を理解する力などが鍛えら

れ，とてもいい経験ができました」 
 文化を超えたコミュニケーション力への学び 
 
「相手の話をよく聞き理解しようとする力や，相手

に理解をさせるために言葉をかみ砕いて分かりやす

く説明する力のようなコミュニケーション力が鍛え

られるとてもいい経験をすることができました」 
 文化を超えたコミュニケーション力への学び 
 
3.2 ベトナムに行かなければ学べなかったこと 

「日本の時間割で動き，日本の食事を食べ，日本の

ニュースを見てという生活の中の一部としてオンラ

インの活動が入っても，現地に行った時のようにベ

トナムの生活を体感することはできませんでした」 
 五感を通じた異文化理解の機会の喪失 

 
「ベトナムの生徒が普段どのように過ごしているの

か，家や道の風景などはあまり見て知ることはでき

ないと感じました」 
 五感を通じた異文化理解の機会の喪失 

 
「ベトナムの雰囲気や文化は実際に行って学びたか

った．暑いと言っていたがどれほど暑いのか，半袖

で大丈夫なのか（中略）は実際に行かなければわか

らないと思う．また，バイクが多い，道が渡りにく

いことも実際に体験してみたかった」 
 五感を通じた異文化理解の機会の喪失 
 
「自分で実際に目で見て，肌で触れるという経験が

できない分，印象や記憶には残りにくいと感じた．

口伝えで聞くことや画像や動画だけでは感じ取るこ

とができない経験が，（中略）差があると感じた」 
 五感を通じた異文化理解の機会の喪失 
 
3.3 学生による気づきや印象，刺激などの経験 

「私たちの『当たり前』と感じていることも他国の

人から見たら，そうでないことも多くあることが分

かった」 
 自文化と異文化の視点がどのように相違したり

するのかの認識に繋がる経験 
 他文化の知識と文化的多様性への理解の経験 
 
「日本人とベトナムの生徒が受け取る言葉の感じ方

の違いや，言葉の解釈の違いがベトナムの生徒とパ

ワーポイントを作っていく中で感じることができま

した」 
 自文化と異文化の視点がどのように相違したり

するのかの認識に繋がる経験 
 
「フィールド調査を通して日本とベトナムの教育の

違いを知ることができたという点もあるが，それ以

外にも，オンライン上でも国際交流ができること，

日本の当たり前は他国から見た時には当たり前では

ないことや，ベトナムの学生から現地の話を聞くこ

とでベトナムの魅力などが分かった」 
 他文化の知識と文化的多様性への理解の経験 
 
「全体的にベトナム学生の日本語能力の高さに驚き，

私が英語などの外国語で今回のような議論ができる

かといわれれば自信がないため，刺激をうけ，今後

挑戦してみたいと思いました」 
 専門的なことや私生活で異文化の人々と積極的

に関わる力への意欲に繋がる経験 
 
「それぞれの学生がそれぞれ自分自身の考えを持っ

ており，自分が違うと思った場合には（中略）はっ

きり伝えてくれることです．日本においては（中略）

自分の意見をはっきり言わない場面もあり，私とし

てはとても刺激を受けました」 
 他文化の知識と文化的多様性への理解への経験 
 
「オンラインでの参加方法についてとても驚きまし

た．ベトナムの学生は（中略）自分の好きなところ

から参加しており，日本の大学生のように家で静か

に一人で講義を受けていることと大きく異なると感

じました」 
 他文化の知識と文化的多様性への理解への経験 
 
「ベトナムの人たちはとてもフレンドリーに話して

くれて，フィールド調査にもとても協力的で，意見

も積極的に出してくれた．ベトナムのことのみなら

ず，日本のことについても一部調べてくれていて，

とても驚いた．ベトナムの人たちがとても協力的だ

ったおかげで私のやる気も出た．ベトナムの人たち

が頑張っているから自分も頑張らなければと思った」 
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 専門的なことや私生活で異文化の人々と積極的

に関わる力への意欲に繋がる経験 
 
「気軽にお互いの文化の違いを知ることができる点

がメリットだったと思う」 
 他文化の知識と文化的多様性への理解への経験 
 
「言葉のすれ違い以外にも時間の感覚など印象に残

ることがありました（中略）開始時間には全員集ま

り始まるのですが，終わる時間になると，どれだけ

作業が途中になっていても解散するということがと

ても印象に残っています」 
 自文化と異文化の視点がどのように相違したり

するのかの認識に繋がる経験 
 
4．考察－まとめにかえて 
このように学生の回答や報告内容に多く見られた

のは「他文化の知識と文化的多様性への理解」に繋

がる学びや経験である．次いで「自文化と異文化の

視点がどのように相違したりするのかの認識」「文化

を超えたコミュニケーション力」に繋がる学びや経

験の機会になったことが分かる．一方、「五感を通じ

た異文化理解」を得られる機会だったと判断できる

ような学生の回答は見られなかった。また，今回は

ベトナム側が研修を受け入れる立場ではなかったこ

とから，「感謝の気持ち」の醸成は見られなかった． 
これらはベトナムを実際に訪問して行われた研修

での学びとどのように異なるのだろうか．筆者らの

研究（奥田・松岡，2021）によれば，「文化を超え

たコミュニケーション力」が「自文化と異文化の視

点がどのように相違したりするのかの認識」と同様

に多く見られた．これは現地での研修の方が文化間

の相違を認識しつつ，それを超えるコミュニケーシ

ョンの機会が多かったからだと考えられる．これに

対して今回のオンライン研修では、コミュニケーシ

ョンの機会が比較的限定されたために、「文化を超え

たコミュニケーション力」に繋がりうる学びとして

の学生の声が減少したのではないかと考えられる． 
また，今回のオンラインによるプログラムでは「他

文化の知識と文化的多様性への理解」に繋がってい

るものの，それが「自文化と異文化の視点がどのよ

うに相違したりするのかの認識」に至っていなかっ

たり，「五感を通じた異文化理解」を伴っていないこ

とが伺える．これらはオンラインでしか交流できな

いという時間的制約によって学生交流の中で質問し

あったり，知識以上の理解を強く得たりする充分な

機会がなかったためと考えられる．  
そうした時間的，空間的制約の中でも「専門的な

ことや私生活での異文化の人々と積極的に関わる力」

に繋がる経験が見出された点は，協働によって得ら

れた成果であり，今後の可能性を見出せる． 
これらから，先述の COIL の学習モデルを参照す

ると，次のことが言えよう．即ち②「互いの国や文

化を知ること」，③「協働して何かを作り出すタスク」

はオンライン研修でも可能性があったが，①「互い

を知るためのタスク」として五感や深い視点を伴っ

た理解を得る機会が不足していたと考えられる． 
 本稿では，海外研修の VFS を事例としてオンライ

ンによって国内共修の一定の成果を得られる可能性

を示してきた．一方で参加学生が文化の違いを知る

だけでなく，それを深めるための幅広い「学び」と

はどのようなものかを更に分析し，明確に整理した

上で，どのような経験の機会の充実が求められるの

かを検討する必要がある． 
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Adapting a Program for the Advancement of English Studies and  

Globalization Skills in the Face of COVID-19† 

SOKOLOVSKY, Jesse* 
College of Liberal Arts and Sciences, Mie University, Japan* 

The Special English Program (SEP), offered by Mie University’s College of Liberal Arts and Sciences since 
2015, provides first-year students who have scored 600 and above on TOEIC IP with opportunities to study in 
English-only environments. This is accomplished through a 14-month program in which students pursue intense 
study in Japan, followed by a three-week study abroad program in England. In the program’s sixth year, the COVID-
19 global pandemic forced adjustments to the program. The present short letter reports the progress of the program, 
its adjustments, and future outlook in advancing students’ understanding of English and intercultural communication. 
 

Keywords:  English, globalization, study abroad program, active learning, COVID-19 pandemic

1. Introduction 
The Special English Program (SEP) is a 14-month 

intensive curriculum at Mie University’s College of Liberal 
Arts and Sciences in which students develop practical English 
skills and intercultural understanding. SEP students first spend 
one academic year studying in Japan at Mie University. 
Toward the end of that year, they further develop those skills 
by studying abroad for three weeks in England at the 
University of Sheffield (see Table 1). SEP is open to first-year 
students who score 600 or above on the TOEIC IP test 
administered to all Mie University freshmen in April.  

SEP requires students to take an active approach in their 
learning, both through its own courses and the study abroad 
program. Through the program, students become better 
equipped for communication and intercultural understanding 
in the global world of today. 

 
Table 1: Timeline of the 14 months in SEP 

April (1st year) TOEIC IP Test; Join SEP;  
Begin coursework at Mie University 

August Overnight workshop; intensive course 
February-March Three-week study abroad program at 

the University of Sheffield (England) 
April (2nd year) TOEIC IP Test 
May Completion ceremony & presentation 

 
This paper provides an overview of SEP, including its 

progress since its inception in 20151). In addition, it examines 

the changes that became necessary in 2020 due to the 
COVID-19 pandemic. 

 
2. Curriculum and Additional Offerings 

There are two paths to completing SEP. Path (A), SEP 
Completion, includes 14 course credits, explained below, and 
participation in the three-week study abroad program 
explained in Section 3. Path (B), SEP Credit Completion, is 
awarded to students who complete the 14 credits without 
joining the study abroad program. The majority of students 
choose Path (A), and the total number of participants has 
increased since the program began in 2015 (see Table 2). 

 
Table 2: Number of students completing SEP by year 

 2015 2016 2017 2018 2019 20202) 
(A) Completion 51 56 55 71 72 0 
(B) Credits only 11 25 24 26 20 84 
Total 62 81 79 97 92 84 

 
The 14 credits of SEP coursework include both required 

and elective courses. Short descriptions are provided below, 
with a summary in Table 3. The system is arranged such that 
students who complete SEP do not need to take additional 
courses compared with other Mie University students. 

Active Learning courses emphasize taking control of 
one’s own learning. Start-up PBL Seminar (SUS) is a project-
based course in which students build fundamental research 
and teamwork skills. In addition, students develop the Four 
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Abilities specified in Mie University’s mission statement. In 
Liberal Arts Seminar (LAS), students working in groups 
select books from a recommended reading list. The emphasis 
is on interaction with the content through critical reading, after 
which students write a book review. SEP students choose to 
complete SUS, LAS, or both, conducted entirely in English. 
 

Table 3: SEP Courses and Credit Requirements 
Credits Type Example courses 

2 Active Learning Start-up PBL Seminar  
Liberal Arts Seminar 

2 Comprehensive 
Education 

Environmental Studies 
Work & Global Understanding 

6 English I Communication 
Academic Foundation 
TOEIC – satisfied by IP test score 

4 English II 
Advanced 

Presentation Reading 
Business English Writing 

 
Comprehensive Education courses are content-focused 

courses. English serves as a tool for communication, not the 
main object of study. Students select from themes such as 
Environmental Studies and Work and Global Understanding. 

English I courses develop core English skills. The 
Academic Foundation course develops vocabulary and 
grammar through reading, while the Communication course 
builds skills for direct interaction. SEP students are granted 
credit for the TOEIC course due to their TOEIC IP test score. 

English II Advanced courses go beyond English I. There 
are four types of courses, each focused on a specific skill or 
language area: business English, presentation, reading and 
discussion, and writing. Students select at least four of these 
1-credit courses. All are conducted completely in English. 

Separate from the formal coursework, SEP offers an 
informal English Lounge. The Lounge is a place to use 
English in a relaxed environment. Held several times per 

month, typically during the lunchtime break, English Lounge 
offers a wide range of activities such as discussions, quizzes, 
games, and presentation practice. 

SEP, as a program, is evaluated by its students at the end 
of each academic year. The results are presented in Table 4. 
 
3. Study Abroad in England: 2015-2019 

One pillar of SEP is the three-week study abroad program 
in England at the University of Sheffield’s English Language 
Teaching Centre (ELTC). Having already studied with 
purpose for 11 months at Mie University, students depart for 
England to further expand their English skills and gain first-
hand experience in intercultural situations. The participants’ 
evaluation of the program is reported in Table 5. 

The academic program at ELTC includes several facets: 
• Coursework: (a) Integrated Language Skills classes build 

speaking, listening, reading, and writing skills. Students 
are assigned to classes based on a 100-minute placement 
test. (b) Options classes are electives in which students 
can focus on pronunciation, grammar, or discussion.  

• Lecture: A weekly lecture is offered by professors from 
various departments. This allows participants to 
experience university-level course content presented in 
English. It is an opportunity to understand what is 
expected of native-level university students. Because 
program participants experience three lectures during 
their stay—one per week of the program—they can 
measure their own progress over time. 

• Educational field trip: Students visit a location of cultural 
importance. Past trips have included Lincoln Cathedral, 
the Royal Armouries, and Warwick Castle, among others. 
Each trip includes its own educational materials. 

• Tutorials: Each student has a weekly one-on-one meeting 
with a tutor to check their academic progress and their 
well-being during the adjustment to life in England. 

Table 4: Special English Program – Survey Results   (1: low … 5: high) 
 2015 2016 2017 2018 2019 

Overall satisfaction with SEP 4.4 4.5 4.3 4.3 4.2 
Satisfaction with the English courses 4.4 4.2 3.9 4.1 4.1 
Satisfaction with the Active Learning courses 4.1 3.9 3.7 3.9 3.8 
Satisfaction with the Comprehensive courses 4.2 4.0 4.0 3.9 3.9 
Improvement in English Abilities 4.3 4.4 4.1 4.4 4.2 
Development of a global point of view 4.0 4.2 4.3 4.3 4.2 
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A key component of the study abroad is that each student 
lives in the home of a British host family. These daily 
interactions provide crucial experiences as students discover 
the nuances of communication and everyday life in England. 
The family provides breakfast, dinner, and daily care. 

 
Photo 1: SEP students in England 

 

 
Photo 2: SEP students make a presentation in English 

about their study abroad experiences in England. 
 
All participants are considered regular students at the 

University of Sheffield for their entire stay. They have full 
access to the university library, sports and other facilities, as 
well as clubs and other organizations. In addition, the ELTC 

hosts an optional activity after each day’s classes, such as 
conversation club, hiking, and organized sport. 

The number of participants in the study abroad 
component and in SEP itself have surpassed expectations 
(Boffemmyer, 2017). 51 participants joined the study abroad 
in 2015, exceeding the initial expectation that no more than 30 
students would participate. Since then, the number of 
participants has twice exceeded 70, reaching a peak of 74. 

In order to prepare students for the study abroad 
component, SEP holds five orientation sessions spaced 
throughout the academic year. In addition, the academic 
director of the ELTC has been invited to Mie University each 
summer since 2016 to run a four-day intensive English II 
Advanced course which includes immersion in an English-
only environment from 8:50 AM to 4:10 PM. A two-day 
overnight workshop prepares students for life in England and 
study at the University of Sheffield. 
 
4. COVID-19 and its effects on the 2020 Academic Year 
 
4.1. Online Courses -- Mie University 

Courses at Mie University’s College of Liberal Arts and 
Sciences shifted online for the 2020 academic year. This shift 
is discussed further in Section 5. Students’ evaluation of SEP 
and its online courses is presented in Table 6.  
 

Table 6: SEP Student Satisfaction 2020 
A. Overall satisfaction with SEP 4.2 
B. English II Advanced courses 4.5 
C. Active Learning courses 4.0 
D. Comprehensive Education courses 4.1 
E. Improvement in English abilities 4.4 
F. Development of a global viewpoint 4.2 

 

Table 5: Study Abroad Program – Survey Results  (1: low … 5: high) 
Academic Year 2015 2016 2017 2018 2019 

Overall satisfaction with the study abroad 4.5 4.6 4.4 4.4 4.3 
Satisfaction with the orientations 3.6 3.9 4.0 3.7 4.1 
Improvement in English listening 4.5 4.7 4.3 4.6 4.3 
Improvement in English speaking 4.6 4.6 4.3 4.5 4.3 
Improvement in English reading 3.6 3.7 3.5 3.6 3.7 
Improvement in English writing 3.6 3.6 3.4 3.6 3.7 
Satisfaction with extra-curricular activities 4.2 4.1 4.2 4.2 3.9 
Satisfaction with the homestay experience 4.7 4.7 4.6 4.6 4.4 
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4.2. Online Study Program -- Sheffield University 
With students unable to travel overseas, the decision was 

made to offer a five-day online study program in which 
students would join courses offered by the ELTC. Although it 
was not possible to offer the experience of studying abroad 
and living with a host family, the academic structure was 
closely based on what students would have experienced, had 
they been able to travel to England (described in Section 3). 
Lessons were shortened from 90 to 60 minutes to account for 
eye and mental fatigue due to the online nature. Program 
content ran from 6:00 PM to 10:00 PM Japan Standard Time 
(JST). 12 students joined the program. The results of the 
students’ evaluation are presented in Table 7. 
 

Table 7: Online Study Program Satisfaction 
A. Online course, overall 4.5 
B. Integrated Language Skills classes 4.4 
C. Option choice classes 4.6 
D. Mid-week lecture 4.2 
E. Meeting with tutor 4.2 
F. Social activities 4.3 
G. Class placement & difficulty level 4.2 

 
4.3. Online Lecture Program -- Sheffield University 

A three-day lecture series followed the online course. 
Rather than a passive listening process, students were required 
to engage with the content through the combination of pre-
lecture materials, the lecture itself, and a post-lecture 
discussion. Students were free to choose the number of 
lectures to attend. Nine 1st-year SEP students attended at least 
one lecture, with several of them attending multiple. The 
evaluation from the students is shown in Table 8. 
 

Table 8: Online Lecture Program Satisfaction 
A. Overall lecture program 3.89 
B. Pre-lecture materials 4.43 
C. Lecture 4.43 
D. Post-lecture discussion 4.14 

 
5. Challenges and Future Directions 

As a program devoted to interactive lessons held in Japan 
and followed by an immersive study abroad experience in 
England, COVID-19 presents a significant obstacle for SEP. 
Courses in SEP typically involve pair- and group-work 
conducted completely in English. When these courses are 

moved online, communication is affected in various ways. 
Non-verbal cues such as eye contact and body language may 
not be as readily available. Voice clarity is dependent on 
microphone and Internet connection quality. Courses such as 
the English II Advanced course on EFL presentation have 
required additional technological considerations (Sokolovsky, 
2021). Further adjustments will be necessary as the College of 
Liberal Arts and Sciences has announced the adoption of a 
hybrid classroom in 2021, a system in which half of the 
students attend in the physical classroom, with the other half 
attending online simultaneously. 

A positive interpretation is that online-offline mixed 
groups and long-distance communication through the Internet 
are likely to become increasingly common, especially for 
international teams. If so, gaining this experience through SEP 
classes may provide valuable training for these situations.  

Regarding the study abroad program, although it was not 
possible to recreate the full intercultural experience, students 
indicated their satisfaction with the online study and lecture 
programs. Planned improvements include longer discussion 
times and an improved technical environment should the 
program remain online due to COVID-19. 
 
Notes 
1) Years in this paper refer to academic years which, for Mie 
University and much of Japan, run from April through March. 
2) The study abroad program in the 2020 academic year was 
canceled due to concerns over COVID-19. Students were 
recognized for completing all SEP credits. 
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教養科目における味覚・嗅覚実験を伴う PBLの実践報告† 

玉利 健悟* 
三重大学教養教育院* 

大学教養科目で，医学・生物学系の実証実験を伴った研究プロセスを学ぶPBLを実践した．教養科

目で実証実験を組み込んだPBLは，多くの制約があるため実施するのは難しい．しかし，実証を伴わ

ないPBLでは，学生が研究を計画する段階で「実現可能性」を意識することは難しく，軽視する恐れ

がある．つまり，研究プロセスを学ぶPBLにおいて「問題解決力」を獲得するためには，実証するこ

とを前提に研究計画を立てることが重要である．そこで，学生に実証実験を行う予定を明示すること

で，「実現可能性」も重視した研究計画を立てるよう意識させた．そして，自主的に授業外学習時間を

確保させ，実験後に研究計画のリフレクションを促すよう授業を運営した．その結果，学生は同時期の

他の授業に比べ，本授業で約2.5倍の授業外学習時間を確保し，授業後の感想から，自らの計画の粗雑

さに気が付く経験を得ていた．その上で，本PBLは高い授業満足度を得ることができた． 

 

キーワード：PBL，研究プロセス，実証実験，問題解決力，授業外学習時間，リフレクション

1. はじめに 

本稿では，学生自ら研究の全プロセスを学ぶPBL
（Problem Based Learning）ついて，実証の意義と実

施結果を報告する．ここでの研究プロセスとは，学生が

自ら立てた研究計画を実証するまでを意味し，本授業は

「問題解決力」の養成を目指す取り組みである． 
文部科学省は大学の学士課程において「問題解決力」

の育成を重視しており 1)，知識教授型の講義ではなく，

PBLのような「総合的な学習経験と創造的思考力」が獲

得できる授業を期待している．研究プロセスを経験し，

「問題解決力」を養うPBLでは，学習者が課題を発見

し，解決するための研究計画を立てる．しかし，医学・

生物学系の実証実験をする場合，場所，時間，予算等の

制限があるため，教養科目のような全 15回の授業形態

で，実証を授業に組み込むのは難しい．高橋（2021）の

研究プロセスを学ぶPBLでも，学生は解決策の立案に

留まっている．しかし，優れた研究計画の 3条件として

「意義・新規性・実現可能性」があり，全てを同時に満

たす必要がある（近藤 2018）．そのため，実証を伴わな

いPBLでは，研究計画の意義や新規性を重視し，実証

に必要な実現可能性が軽視される恐れが生じる． 
また，日本の大学生の学習時間は諸外国に比べ少な

い．ゆえに文部科学省は，十分な授業外学習時間の確保

を大学に推奨している 2)．しかし，単に課題を増やすだ

けでは，PBLで求められる「自主性」の理念から反して

しまう．黒川ら（2018）によると，授業外学習時間の単

純な増加は学生の良い学びに直結しないが，授業外学習

をすれば評価され，かつ目的や内容が明示的であれば，

学生にとって良い学びとなるという． 
そこで，筆者は教養科目において，実証実験を授業に

組み込み，学生に 3条件を満たした研究計画の立案を促

しながら，授業外学習時間の自主的な確保を目指した．

そして，実証実験後にリフレクションを促し，研究計画

の緻密さを学ぶ授業を実践した． 
その効果を，学生が記録した感想，質問票調査の授業外

学習時間，自由記述，授業満足度の結果をもとに，本授業

の成果を考察する． 
 

2. 研究計画における実証実験の意義 

PBLは実施形態によって，社会にある実問題の解決を

目指す実践型と，問題発見と解決策の提案を中心に行

う，チュートリアル型がある（高橋 2021）．実践型は，

実問題を扱うため，市場調査や専門的文献に触れること

もできる上，ロールプレイング式の授業運営が，ゴール

までの道筋を立てやすく，学生の参加に対するモチベー

ションも上げやすい．他方で，純然たる学問的意義より

も，社会で求められる研究内容に寄ってしまったり，文

献の専門性に学生の能力がついてこられなかったり，実

践するための予算と場所が必要だったりするなど，実施

するには制限が多い．チュートリアル型は，教員にとっ

て授業計画が立てやすく，学生もまた仮想の問題を提示

し，解決策を提案するため，高度な専門性が必要なく，
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自主的な参加がしやすい．他方で，学生は問題解決に実

践を伴わないため，安易で非現実的な解決策になりやす

く，教員が社会的意義の探求まで意識が向くように指導

するのは難しい．チュートリアル型では，問題解決学習

が効率的に行えるが，机上の空論となれば，学生の達成

感と満足度を損ないかねない．実践型であれば，社会的

意義のある研究の醍醐味と，学術論文の探し方や読み方

を理解させ，研究プロセスを包括的に経験できる機会と

なるだろう． 
実際，日本の多くの分野で用いられているPDCA

（Plan，Do，Check，Act）サイクルは，業務を継続的

に改善する方法として用いられている．ビジネス界で

は，これを修正したOODA（Observe・Orient・
Decide・Action）（坂井 2021）なども数種類あるが，い

ずれにせよ，DoやActionといった，実行が含まれてい

る．これは研究を伴う教育活動でも同様に有効な過程だ

ろう． 
また，前述したが，良い研究計画には「意義・新規性・

実現可能性」が全て必要であり，チュートリアル型 PBL
のように， 問題解決を実証しない授業では， 意義と新規

性を十分満たせば，高い評価が得られてしまう恐れもあ

る．また，近藤（2018）は「研究力」の構成要素として，

研究を実施するための「段取り力」や得られたデータの

「発見力」「分析力」もあるとする．つまり，実証を伴わ

ないPBLでは総合的な「研究力」の養成に至らないので

はないか． 
以上の点を踏まえ，本授業と実証を伴わないPBLの流

れの違いを論ずる．なお，類似の先行研究として高橋

（2011）を参考に，以下に記載した． 
  
研究プロセスを学ぶPBLの流れ  

Step1   目標と現状の設定 
    問題の発見 

Step2   解決策の立案 
Step3   評価方法の設定 
Step4   実証実験・解析 
Step5   発表会 
一部改変して引用（高橋 2011） 
 

 実証を伴わないPBLでは，Step4が除外される．この

流れが学習者に明示されれば，Step2や，Step3が十分に

練られない可能性が危惧される． 
本授業では Step4 の実証実験をすることを明示するた

め，実現可能性を意識して Step2 と 3 を作業する必要性

が生じる．また，Step4の後に，自己の研究計画の未熟さ

を認識させ，研究計画の綿密さを体験することで，その後

の研究活動へのフィードバックになると考えている． 
 つまり，各項目をより深く学習する必然性を生じさせ

ることで，自己学習のモチベーションとし，教員から追

加課題の指示をしなくとも，学生自ら授業外学習時間を

確保するようになる． 
 

3. 教養教育で本授業を行う意義 

大学の学士課程の教育において，早期の研究体験が学

生の教育と研究の関連性を高めるための有効な方策であ

り，自立性と自信を与えて，その後の学業成績が高まる

など，多くの効果がある（中井 2011）．そこで，中井は

「教養教育と学生の研究体験との関係をどのように整理

するのかは一つの課題であろう」と主張しているが（同

上），本報告はその解決策の1つを提示する．文系・理

系に関わらず，科学実験を早期に体験させることが，専

門教育では得られない学修体験になる． 
 

4. 学生の研究活動の質の保証 

 学生が計画する研究は，専門的であるほど，学生研究の

質が低下する可能性がある．もちろん教員の関与を増や

せば，質を向上させることは可能かもしれないが，それで

は自主性が損なわれる．そこで，自主性を担保しつつ，質

を保証する方法として，学術論文を根拠にすることを指

導した．学術論文を根拠とする取り組みは, 単なる自由研

究の枠組みから, 意義のある研究体験へ変化させる．しか

し, 教養科目の学生にとって, 学術論文は難易度が高い．

そこで, まず学術論文とは何かについて, 意義と構成を

講義した 3)．更に，文献調査にPubMed の使用を指導し，

外国語には，Google や DeepL4)の翻訳サイトを部分的に

用いて，困難さを軽減させた． 

 

5. 授業計画 

本授業の授業計画は以下の通りである． 
 

第 1回 ガイダンス  
第 2回 研究とは 個別学習（1/3）  
第 3回 研究計画作成法 個別学習（2/3）      
第 4回 論文の探し方・読み方 個別学習（3/3） 
第 5回 プレゼンの種類と方法 発表準備  
第 6回 個別の研究計画の発表会    
第 7回 グループ調査と研究計画書修正（1/2）   
第 8回 グループ調査と研究計画書修正（2/2）     
第 9回 実験準備・予行練習          
第 10回 実験予定日（1/3）                   
第 11回 実験予定日（2/3）  
第 12回 実験予定日（3/3）  
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第 13回 データ解析と発表準備  
第 14回 発表予行練習  
第 15回 総括（公開発表会） 
  

第 2回から第 5回までは，研究活動に関する内容を30
分受講させ，味覚と嗅覚について学習を 40分，グループ

で学習内容を20分で共有させた．授業内で当該分野の興

味を持たせることで，自主的に授業外に学習するよう促

し，次の回で，その授業外学習が他者との相互作用により

普遍的な学習となることを期待した（松下 2015）．第 6回

は個人で研究計画の発表を行い，その内容から学生の希

望によりグループを編成した．第 7 回以降は，自ら選ん

だ味覚と嗅覚に関する学術論文を精読，研究の根拠とさ

せ，実証実験を行わせた．第15回では，参観の教員にも

採点させることで，授業外学習時間を含む努力の成果を

評価される環境を整えた．なお，研究内容は，食品の新商

品開発や，既存の香料の新しい使い方を提案するなど多

岐にわたるものであった． 
 

6. 授業の結果 

6.1. 授業外学習時間の確保 

2021 年度の本授業の受講生 34 名を対象に，第 6 回授

業後の課題として，質問票調査を行い，「1.この授業で平

均何時間，最大何時間の授業時間外に学習しましたか？」

と「2．他の授業で平均何時間，最大何時間の授業時間外

に学習していますか？」と質問した．その平均時間と最大

時間ならびに標準偏差を記載する（図1）． 
 

 
図 1 授業外学習時間の比較（N = 34） 

 
質問 1 本授業の平均時間は 3.0±1.6 時間，最大時間は

5.9±3.2 時間となっていた．そして，質問 2 他授業の平

均時間は1.2±0.8時間，最大時間は3.0±1.6時間だった．

図 1 の＊は t 検定により p < 0.05 であり，平均時間も最

大時間も本授業の方が有意に高い数値を得た． 

 

6.2. 実証実験に関する学生の感想 

第 15回公開発表会において，研究成果の後，授業全体

の感想を発表するよう指導したところ，全てのグループ

で実証実験について，「もっとこうすれば」といった，教

訓や反省する記載が多く見られた． 
 

6.3. 学生の授業評価 

第 15回の公開発表会後に，教養教育院が独自に作成し

た無記名式の「PBL 学生アンケート」で 8 項目の質問を

29名が回答した．質問内容は以下の通りである． 
 

① 授業の到達目標と評価基準は明確であった 
② 授業の大部分が自主的な活動だった． 
③ 研究や問題探求の方法と流れ（課題設定から発表ま

で）が理解できた． 
④ グループで活動することを通じて，一人だけでは学

べないことを学ぶことができた． 
⑤ 自分の考えを根拠とともに他者に伝える能力が向上

した． 
⑥ 失敗を糧にする姿勢が身についた． 
⑦ 大学での研究・勉強への意欲が向上した． 
⑧ 総合的に成長が実感できた．友達や後輩に勧めたい． 
 
各質問の学生の回答として，「当てはまる」を5，「やや

当てはまる」を4，「どちらでもない」を3，「あまり当て

はまらない」を 2，「当てはまらない」を 1 として，計算

し，5段階評価（5.0が満点）を行った． 
2021年度PBL学生アンケートの各平均点は①4.7，②

5.0，③4.8，④4.8，⑤4.5，⑥4.5，⑦4.2，⑧4.2であった． 
自由記述欄で 24 件の記載があり，19 件の回答は授業

が良かったとする意見だった．タイプとしては，「負担が

大きい」「大変」というネガティブな意見の後，「しかし，

良い経験」「だが，力がついた」というポジティブな意見

が付くものが12件，単にポジティブな意見のみの回答は

7件あった．それ以外に，様々な技術の習得が出来たとす

る回答が 3件，特になしが2件あった． 
また，三重大学で行われている無記名の2021年度前期

授業アンケート「学びの振り返りシート」の「総合的に判

断して，この授業に満足できた」の項目に関しては，25名

の回答の結果，4.4であった． 

 

7. 考察 

7.1. 実証実験のリフレクション 

本授業は，実証実験が研究計画をより実用的にさせる

方法として盛り込むだけでなく，証明できることによる

－ －
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モチベーションの維持と，PDCA における授業後のリフ

レクションにより，研究計画には綿密さが重要であると

気づくように期待して行った．学生の今後の研究活動に

どう影響があったかは，検討が必要だが，実験の感想で

は，実験したからこその反省が多く見られたことからも，

その効果は一定程度認められたと考える． 

 

7.2. PBL学生アンケート 

授業外学習時間に関して，学生自身の主観的な数値で

はあるが，同時期の他の授業に比べて，本授業は多く確保

している．また，他の授業の最高時間と本授業の平均時間

が同等であることもわかった（図 1）．授業外学習時間を

増やすことは，課題を増やしても可能ではあるが，本授業

は行っていない．これは，「PBL学生アンケート」の②自

主性に関する回答が5.0という結果から裏付けられる． 
また，「PBL学生アンケート」の①と③に関する項目が

高い点数であったことから，学生は本授業の目的と内容

を理解した上で活動していたことがわかる．加えて，授業

外学習時間が他の授業に比べ約 2.5倍確保し，大学設置基

準の求めるところに近づき，更に公開発表会を通して評

価を受ける環境を構築することで，先述した黒川ら（2018）
の良い授業の条件を満たしていると考える．  
なお，他の項目でも，4.0以上の評価であり，本授業で

期待した学習効果は一定程度認められた． 
そして，自由記述欄では，負担の大きさに対し，ネガテ

ィブな意見も書かれているが，研究計画と発表に対する

教員による厳しい審査や， 参考文献に英語論文を推奨し

たことが原因と考えられる．しかし，厳しい授業であって

も，それを上回るだけの有意義なものがあれば，「学びの

振り返りシート」の満足度に関する結果からも，十分な評

価を得られると考えている．  
 

8. おわりに 

本授業は教養科目の選択授業であり，学生の医学・生物

学知識にばらつきがある．ゆえに，実証実験を組み込みな

がらも，自由度の高い授業構成にしたため，教え込む時間

が少なく，専門知識の定着にどの程度寄与したのかは今

後の検証が必要であろう．ただ，総合的な「問題解決力」

を養う授業を行った上で，比較的多い授業外学習時間と

高い学生満足度を得たことは強調したい． 
最後に，実証を伴うPBLには予算と場所が必要であり，

今後も，支援体制の構築と継続を望む． 
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1)中央教育審議会 (2008)『学士課程教育の構築に向け

て』より参照した． 
2)中央教育審議会 (2012)『予測困難な時代において生

涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ（審

議まとめ）1/2』より参照した． 
3)講義内容は，寺内かえで（2015）『高校生のための

科学論文の書き方－SSH指定校，岐阜県立恵那高

等学校での実践に基づいて－』(http://www.nara-
wu.ac.jp/core/booklet)（2021年11 月16日）を参

考に行った． 
4) Google翻訳と比較すると，DeepLの方が優れてい

ると報告している．「DeepL: Cologne-based 
startup outperforms Google Translate」
（https://www.dw.com/en/deepl-cologne-based-
startup-outperforms-google-translate/a-
46581948）（2021年11月16日） 

 
参考文献 

高橋B．徹 (2021)「研究プロセスにおける問題発見の重

要さを学ぶためのPBLの提案と実践」『生活科学部紀

要』58，31-40． 
黒川由美・古里由香里・加藤善子・多田剛(2018)「授業外

学習時間の増加は学生の学習意欲と達成感を高める

か：医学科の必修科目「ヒト生物学」を事例として」

『医学教育』49，495-502． 
近藤克則(2018) 『研究の育て方: ゴールとプロセスの「見

える化」』医学書院． 
坂井清隆(2021)「D-OODAループを取り入れた教育実践

に関する教育」『福岡教育大学大学院教職実践専攻年

報』11，73-84． 
中井俊樹(2011)「学士課程の学生に研究体験は必要か―

国際的動向と論点整理－」『名古屋高等教育研究』11，
174． 

松下佳代 (2015)「序章 ディープ・アクティブラーニング

への誘い」『ディープ・アクティブラーニング』勁草書

房，1-27． 
―――――――――――――――――――――― 
† TAMARI Kengo*. Evaluation of PBL with an 
Experiment for the Study of Taste and Smell on the 
Lectures of Liberal Arts 
*College of Liberal Arts and Sciences，Mie University 
1577 Kurimamachiyachou Tsushi，Mie，514-8507 
Japan 

－ 74 －

宮下　伊吉・藤田　達生・岩崎　恭彦玉利　健悟



1 

地方創生と大学入試制度† 

 

宮下伊吉*・藤田達生*2・岩崎恭彦*3 
三重大学アドミッションセンター*・三重大学教育学部*2・三重大学人文学部*3 

小稿は，地域圏大学である三重大学が抱える地方創生という課題に対する三重大学にとっての入試

のあり方について，三重大学アドミッションセンターで独自に収集してきた高大接続・入試改革の事

例等の情報から論点について整理を試みたものである．その要旨は，地方創生のための地域人材育成

には，地域社会のニーズを前提に，「育成」重視の入試制度設計と，「学部横断」による地域社会のニー

ズに応えうる教育内容を前提にした入学前教育の制度設計が重要であり，今後の大学改革のための論

点となりうるものとしてまとめた． 
 

キーワード：地方創生，高大接続，大学入試，入学前教育，学部横断，地域人材育成 

1. はじめに 

日本の人口は，21 世紀の百年間に約 1 億 2000 万人か

ら約 5000万人へと急激に減少すると予想されている．特

に「地方消滅」の危機に直面している地域社会では，地域

圏大学といわれる国立大学が関係機関と連携しつつ地方

創生に取り組むことが求められている． 
地域圏大学である三重大学が取り組むべき地方創生と

は，これからの厳しい環境変化の中で，持続可能な社会を

創生し続けることができる人材を地域と共に育成してい

くことではないだろうか． 
これからの社会における人材育成の大きな方向性は，

「グローバル化の進展や人工知能技術をはじめとする技

術革新などに伴い、社会構造が急速にかつ大きく変革し

ており，予見の困難な時代と言われる中で，新たな価値を

創造していく力を育成する必要がある」と高大接続改革 1)

の中ですでに示されている． 
今年 7月，文部科学省の「大学入試のあり方検討会議」

の検討のまとめが公表され，高大接続改革で当初予定さ

れていた具体的な入試改革（大学入学共通テストでの英

語民間試験活用と国・数での記述式導入など）は見直され，

各大学がそれぞれの入学者受け入れ方針（アドミッショ

ンポリシー）に沿って，入学者選抜方法をどのように改善

していくのかは，各大学に委ねられている． 
令和 7年度（2025年度）の新学習指導要領（高等学校

では 2022年度から年次進行で改訂実施）対応初年度の大

学入試で，新しい学習指導要領で学んだ生徒を大学がど

のような方法で受け入れ，育成していくかが，高校現場か

ら特に注目されている． 

小稿では，三重大学アドミッションセンターで独自に

収集してきた高大接続・入試改革の事例等の情報から，地

方創生のための地域人材育成に向けて，今後学内で検討

すべき入試のあり方の論点について整理を試みる． 
 

2. これまでの経緯 

三重大学地域人材教育開発機構にアドミッションセン

ターが設置された平成28年度は，高大接続・入試改革に

向けて令和 3 年度の大学入学者選抜から大学入学共通テ

ストの開始にあわせた入試制度の変更とそれに伴う個別

大学の入学者選抜の改善が求められていた時期であった． 
平成29年度にアドミッションセンター専任教員（宮下）

が着任してからは，高大接続シンポジウムや高大接続改

革をテーマにした全学 FD において，三重県内の高校教

員も交えた意見交換が行われ，高校現場の声をはじめ，他

大学の動向に関する情報の収集も行いながら，三重大学

の令和 3年度の大学入学者選抜の方針をまとめてきた． 
令和 3 年度より，三重大学では，伊藤正明新学長のも

と，「グローカルな人材育成と世界水準の研究を核にした

地域共創」というビジョンが示され，アドミッションセン

ターは高等教育デザイン・推進機構という新たな機構の

中の 4 つのセンター（全学共通教育センター，全学資格

プログラムセンター，高等教育開発デザイン・IR センタ

ー，アドミッションセンター）の一つとして配置された． 
アドミッションセンターは，主に入学者選抜に関する

全学的な方針の検討を行う選抜方法開発・実施部門，高大

接続・連携事業等のほか，全学の入試・広報を担当する高

大接続部門，そして高等教育開発デザイン・IR センター

三重大学高等教育研究　2021，第28号，75－82頁
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との連動をはかりながら入試動向の分析を行う入試情報

調査・研究部門の 3部門で活動している． 
アドミッションセンター全体の方向性については，ア

ドミッションセンターのセンター長・副センター長及び

専任教員と学務部入試チームが適宜協議（アドミッショ

ンセンター会議）を行っている．その協議において，これ

までアドミッションセンターで独自に収集してきた高大

接続・入試改革の事例等の情報の中から，地方創生のため

の地域人材育成につながる先進的な取り組みを実現して

いる大学の絞り込みを行い，さらに当該大学へのヒヤリ

ングを 6月に実施し，その内容をまとめ，7月に学長に状

況を報告したところである． 
 

3. 高大接続・入試改革の事例分析の目的と対象 

 三重大学アドミッションセンターでは，高大接続シン

ポジウムや高大接続改革をテーマにした全学 FD におい

て，高大接続改革に積極的で入学者選抜方法の改善に早

期から取り組んでいる地方国立大学の中から，福井大学，

佐賀大学，山梨大学，広島大学のアドミッション担当教員

を招聘し，高大接続・入試改革の事例研究を進めながら，

令和 3年度入学者選抜の方針を検討してきた． 
しかし，当初，大学入学共通テストの開始とともに導入

予定であった大学入学共通テストでの英語民間試験活用

と国・数での記述式問題などが見送りとなり，その後の高

大接続・入試改革については，文部科学省の「大学入試の

あり方検討会議」において検討されることとなった． 
今年 7 月に公表された，文部科学省の「大学入試のあ

り方検討会議」の検討のまとめでは，当初の高大接続・入

試改革から見直しとなった点はあるが，学力の 3 要素に

もとづく多面的・総合的な評価という方向性は変わって

いない．現在，新学習指導要領対応の初年度となる令和7
年度入学者選抜に向けた個別選抜試験内容の早期の入試

予告が各大学に求められており，三重大学アドミッショ

ンセンターも選抜方法開発・実施部門会議を中心に具体

的な検討に着手したところである． 
高大接続・入試改革の理念と方向性は示されているが，

各大学がそれぞれの入学者受け入れ方針（アドミッショ

ンポリシー）に沿って入学者選抜方法をどのように改善

していくのかは，各大学に委ねられている． 
 以上のような状況を踏まえると，今までのアドミッシ

ョンセンターで収集してきた高大接続・入試改革の事例

や情報も，慎重に分析あるいは最新の情報を収集してお

く必要がある．例えば，調査書の点数化を主とした入学者

選抜の改善を予定していた大学では，新型コロナウィル

スの影響を受け，令和 4 年度以降も実施見送りとしてい

る（筑波大学など）． 

そこで，主に大学教育再生加速プログラムや大学入試

センターのシンポジウムなどで紹介され,令和3年度以降

の入学者選抜で実施されている国立大学の事例を対象と

して，入学者選抜のどのような点を重視した改善（入試改

革）かを見極める軸を設定し，分類することを目的とする

（ただし，全ての大学を網羅的に分類することは目的と

していない）． 
 
4. 事例分析の方法 

 まず，入学者選抜のどのような点を重視した改善（入試

改革）かを見極める軸を設定するにあたり，大学教育再生

加速プログラム 2)や大学入試センターのシンポジウム 3)

など紹介されている国立大学の資料と当該大学のホーム

ページを参照した．すると，大きく 3 つのグループに分

けられるのではないかと判断した． 
1つ目は，選抜に直結するものとして，模擬講義やグル

ープ活動，プレゼン等といった筆記試験以外の活動をさ

せ，そのパフォーマンスを多面的・総合的に丁寧に評価し

ようとしているグループ（評価プロセス重視）である． 
2つ目は，必ずしも選抜とは直結しない高大接続・連携

として継続的な講座の受講で学問分野・将来の進路への

意欲を高める継続型の高大接続や，高校生から話を聞き

ながら大学進学や将来のこと地域のことへの関心や意識

を高める育成型の面談を行うグループ（育成プロセス重

視）である． 
3 つ目は，Web 出願時にアピールしたい特色を高校生

本人に入力させ，その内容を評価システムで判定結果を

一元管理し，多面的・総合的に活用しようとするグループ

である．ただし，3つ目に当てはまる佐賀大学では，2つ

目の継続型の高大接続（教師へのとびらなど）にも該当し

ているため，見極める軸は，評価プロセス重視と育成プロ

セス重視の二軸とし，その二軸をもとに 4 象限による分

類を行った． 
 
5. 4象限による分類と特色ある大学の特定 

図 1 は，評価プロセス重視と育成プロセス重視を二軸

とした 4 象限による分類の結果をまとめたものである．

図では左上を評価プロセス重視かつ育成プロセス重視の

カテゴリー（改革事例1）とし，右上を評価プロセスより

も育成プロセスを重視（改革事例2），左下が育成プロセ

スよりも評価プロセスを重視（改革事例3），右下が評価

プロセスや育成プロセスの重視度が低いカテゴリー（改

革事例 4）とした． 
特に注目したいのが，評価プロセス重視かつ育成プロ 

セス重視のカテゴリー（改革事例1）である．そのカテゴ 
リーにあてはまる島根大学では，出願要件としない高校 
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生との面談会の実施や合格者向けの入学前教育，入学後

の学部横断型の地域貢献人材育成コースといった育成プ

ロセスを重視するとともに，選抜方法も令和 3 年度から

の「へるん入試」で大学入学共通テストを課さない総合型

選抜を実施（独自の入試問題「読解・表現力試験」「理数

基礎テスト」「地域志向レポート」等）している． 
また，奈良女子大学では，附属の中等教育学校で学部横

断による文理統合型教育システムを構築（他大学出願可）

しており，選抜方法も令和3年度からの探究力入試「Q」

で募集要項に入学後の学びの内容を明示し，関連したテ

ーマの課題で小論文や口述試験を行う．両校とも学部を

超えたプログラムとして設計されているため，全学教職

員の協力による実施体制が不可欠である． 
評価プロセスよりも育成プロセスを重視（改革事例2）

するカテゴリーにあてはまる佐賀大学では，5つの「とび

らプロジェクト」で地域の専門人材育成のために高大 7
年の教育接続を実現させている．入学者選抜の評価にあ

たっては、評価プロセスに時間や人手をかけるのではな

く，Web 出願時（一般選抜含む）に特色ある活動歴を受

験生に自己申請（400字入力・任意）させ，クラウド型の

評価システムを導入することで合否判定業務の効率化と

可視化を実現させている． 
育成プロセスよりも評価プロセスを重視（改革事例3）

するカテゴリーにあてはまる事例では，お茶の水女子大

学の新フンボルト入試が有名である．大学入学共通テス

トを課さない総合型選抜で，学部毎にパフォーマンス評

価の高い人材を早期に丁寧に選抜し、合格後の入学前教

育と 4 年間の教育が連動している点では，育成重視の面

も含まれるが，選抜と直結した入試に重点を置いている

点で育成プロセスを重視（改革事例1，2）するカテゴリ

ーとは区別した．なお，ルーブリックなどを用いたパフォ

ーマンス評価で多面的・総合的に評価する手法・プロセス

の構築と評価者研修が必要であり，その評価基準はお茶

の水女子大学では公開されていない． 
 評価プロセスや育成プロセスの重視度が低いカテゴリ

ー（改革事例 4）にあてはまる事例では，大学入学共通テ

ストでは測れない能力等を外部評価基準（バカロレア等）

で判断する岡山大学の「国際バカロレア入試」を分類して

いる．これは，外部評価基準（バカロレア等）を用いるこ

とで，評価プロセスや育成プロセスにおける学内の人的・

時間的コストをかけないメリットがある方法として位置

付けている． 
その意味では，評価プロセスに時間や人手をかけない改

革事例 2 の佐賀大学の Web 出願時に特色ある活動歴を

受験生に自己申請させる特色加点に類似した名古屋工業

大学の「エントリーカード」や鳥取大学の「自己評価シー

ト」も共にWeb出願時に入力という点で共通した事例と

して位置付けている． 
山梨大学の「多面的・総合的な評価のための申告書」は

紙ベースの出願書類のため，効率的とはいえないが，他の

カテゴリーの大学と比較してあてはめるとすれば，評価

プロセスや育成プロセスの重視度が低いカテゴリー（改

革事例 4）に位置付けられ，三重大学の令和 3 年度入学

者選抜で実施した「教員志望確認書」もこのカテゴリーに

属するといえる． 
 以上より，評価プロセス重視と育成プロセス重視を二

軸とした 4 象限による分類の結果から，特色ある大学の

事例として，島根大学，奈良女子大学，佐賀大学を特定し

 
図 1 評価プロセス重視と育成プロセス重視を二軸とした 4象限による分類 
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た．3校のうち，奈良女子大学は附属中等教育学校を前提

にした事例であること，佐賀大学は以前全学 FD で取り

組み内容を紹介いただいていることから，今回，島根大学

に焦点をあてて，個別の事例分析を行うことにした． 
 
6. 個別の事例分析 

6.1. 準備とねらい 

 島根大学の個別の事例分析にあたっては，あらかじめ，

今年 5 月にオンラインで開催された令和 3 年度全国大学

入学者選抜研究連絡協議会大会（第16回）研究会（オー

プンセッション）に参加し，入学者選抜に関する最新の大

学の取り組みを確認した． 
その研究会の第 3 セッションで島根大学の「学びのタ

ネを育てる『へるん入試』――入学前教育の設計――」の発

表を視聴し，研究会終了後に個別に島根大学に連絡をと

り，発表内容の詳細についてお伺いしたい旨をお伝えし

たところ，ご承諾いただき，6 月にオンライン（Zoom）

でのやりとりを実現することができた．なお，島根大学

は，令和 2 年度の全国大学入学者選抜研究連絡協議会大

会（第 15 回）の研究会においても「『地域貢献人材育成

入試』の成果と新たな選抜に向けて」を発表しており，そ

の内容も含めて，詳細についてお伺いすることができた．

あらためて感謝の意を表したい． 
島根大学は，4象限による分類では，評価プロセス重視

かつ育成プロセス重視のカテゴリー（改革事例1）として

位置付けられている．そのカテゴリーにあてはまる取り

組みは，令和 3 年度入学者選抜から実施された総合型選

抜「へるん入試」を核として完成されたものとなってい

る． 
実は，「へるん入試」への展開を生み出したのは，平成

28年度から実施されてきた「地域貢献人材育成入試」で

ある．そこで，まず「地域貢献人材育成入試」の特色から，

どのようにして地域に貢献する人材を入試で評価しよう

としているのかを確認する．次に，「地域貢献人材育成入

試」から「へるん入試」への展開にあたって，新たに取り

組まれたことを確認していく．この二つの入試の特色を

通して，三重大学の地方創生のための地域人材育成につ

ながる入試のあり方を検討していくうえで，参考となる

べき点を明らかにしていく． 
 

6.2. 「地域貢献人材育成入試」の特色 

島根大学の「地域貢献人材育成入試」は，平成 28 年
度入試から全学部に導入され，平成 29 年度からは 新設

の人間科学部を加えた6学部（募集人員 60 人） で実施

されてきた．入試種別は学部毎に異なり（AO入試Ⅰ・Ⅱ，

推薦入試Ⅰ･Ⅱ，医学部医学科は一般の地域枠も該当），入

学後の所属も各学部であるが，「COC 人材育成コース」

生として，副専攻型のプログラムとして学んできており，

すでに令和 3年 3月で第 2期生が卒業している． 
第 1 期生では全員が山陰地方（島根県・鳥取県）での

就職を念頭に活動し，その 9 割近くが島根県・鳥取県で

の就職内定を実現させている．まさしく，大学の出口と入

口が連動した取り組みの成果であると言える． 
島根大学の「地域貢献人材育成入試」の特色を一言でま

とめると，入試制度と教育プログラムが連動して設計さ

れた地域人材育成の取り組みと言える.島根大学は，平成

25 年（2013 年）に採択された COC 事業（地（ 知）の

拠点整備事業）―課題解決型教育（PBL）による地域協働

型人材養成―」で，大学に入る段階から学部横断で地域人

材を育成するコースの設置に取り組んできている． 
三重大学も，「三重創生ファンタジスタ」というCOC+

事業に取り組んできているが，定員を定めた募集を行わ

ず，学生の自主的な科目選択による副専攻プログラムの

ため，入試を通して受験生や高校に内容が十分伝わって

いない． 
島根大学の「地域貢献人材育成入試」の最も注目すべき

点は，出願要件として，島根県・鳥取県の活性化に貢献し

ようとする強い意欲をもっていることとし,受験生の「知

識」や「思考力」に加えて，「地域貢献への意欲」を評価

する点であり，その意欲を「地域貢献人材育成入試面談

会」によって「育成」していこうという大学の姿勢が表れ

ている点である．特に「地域貢献人材育成入試面談会」は,
出願要件とはせず，面談会に参加することも含めて，高校

生が自分自身に向き合い，主体的に大学で学びたいこと

を具体的に考える機会として企図されている． 
 
6.3. 「へるん入試」の特色 

次に，「地域貢献人材育成」から「へるん入試」への展

開にあたって，新たに取り組まれたことを確認していく． 
島根大学の「へるん入試」は，令和 3 年度入学者選抜

から全学部に導入された総合型選抜（募集人員 254 人）

である．令和 3 年度入学者選抜では，大学入学共通テス

ト初年度であり，高大接続改革に向けて各大学が検討し

てきた学力の 3 要素を多面的・総合的に評価する様々な

個別選抜方法が実施された（新型コロナウィルスの感染

拡大の影響により実施見送りとなった選抜方法もある）．

令和 3 年度入学者選抜に向けて高大接続改革に対応した

選抜方法の検討を進めてきた他大学（三重大学も含めて）

と島根大学の「へるん入試」との違いは，地域のステーク

ホルダーも巻き込みながら制度設計してきた点である． 
高等教育専門誌に掲載された島根大学学長の取材記事

「入試を起点とした，高大接続と地域貢献人材育成への

宮下　伊吉・藤田　達生・岩崎　恭彦
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挑戦」の中で，「特筆すべきは，教育・入試改革特別委員

会という学内委員会において検討を進めるだけでなく，

中国 5 県の教育委員会の代表、各県の校長、各学部の学

部長によって構成される入試改革協議会において，高校

側の意見を聴きながら，制度設計を行おうとしている点

である．これらの議論を踏まえ、2021年度入試（2020年

度実施）から新しい入試を導入する予定である」と2016
年の記事にはっきりと記されている 4)． 
「へるん入試」のさらに注目すべき点は，地域のステー

クホルダーとともに制度設計されたという点だけでなく，

独自の育成型入試を実現する体制を整備した点である．

具体的には，出願前の高校生との地域貢献人材育成面談

会から，地域貢献の意欲を育てていこうとするものであ

り，地域への関心の強い高校生の思いに大学職員が耳を

傾ける場として，アドミッションセンター（現大学教育セ

ンター）の主催で，COC人材育成コース（現地域人材育

成コース）の教育を担当する地域未来戦略センター5)の教

員を学内講師として，50人前後の面談会参加職員への研

修 6)を行ったりしている．  
地域のステークホルダーとともに制度設計と，出願前

の高校生との面談会から地域貢献の意欲を育てる独自の

育成型入試を実現する体制の整備という注目すべき点は， 
地域志向の特色を示す入試制度設計上の理念と方向性と

もいえる最も重要なポイントである． 
 そのほかの島根大学の「へるん入試」の地域志向の特色

を示す入試制度設計上のポイントとしては，出口（就職）

と入口（入試）を連動させた学部横断型教育プログラムの

設計がある．平成 25 年（2013 年）に採択の COC 事業

「課題解決型教育（PBL）による地域協働型人材養成―」

で，大学に入る段階から学部横断で地域人材を育成する

コースにおいて，自治体，産業界，NPO など地域社会と

連携しつつ，地域志向のPBLに取り組んできている． 
その中で育成しようとしている人材像について島根大

学は，「これからの絶えず変化し，新たな課題が生じる社

会状況の中で，想定されなかった課題を解決できる能力

を持った人材」であるとしている．島根大学の「へるん入

試」（特定型の地域志向入試）及び教育学部，人間科学部，

医学部の地域志向型入試では，地元で就職して終わりで

はなく，（就職してから）地域でどのように貢献したいと

考えているか，そのために大学で何を学びたいと考える

か，自分自身と向き合い，主体的に高校生に考えてもらう

場として，出願前の「面談会」を位置付けているのである．

この方向性が全学で共有されることで，入試のあり方だ

けでなく，入学後の学生支援のあり方も「育成型」につな

がっていく． 
 特に重要な時期は，合格後の入学前と入学直後の時期

である．島根大学では，以前から AO 入試や推薦入試で

年内に合格した受験生を対象に，各学部･学科からの課題

や e ラーニングによる英語学習，宿泊を伴う入学前セミ

ナーを 3 本柱とした入学前教育を実施しており，令和 3
年度は，『へるん入試』の導入に伴い，『ぷれ大学』として

入学前教育を強化した．英語学習や各学部の専門的な課

題は Moodle による学習システムで行い，入学前セミナ

ーはコロナ禍のためリモートでの実施となった．Zoomで

開催された入学前セミナーでは，219人対象に 43人の大

学生がファシリテーターとなり，学生企画のワークショ

ップが実施された．このセミナーにより，へるん入試合格

者の入学後の大学での学習への理解が進み，大学生活へ

の期待感を高めることができたと，島根大学の入学前教

育の意識調査の結果から示されている．また，入学後も

「学びのタネ」を伸ばすための専門教育の話をするフレ

ッシュゼミナールや，英語でつまずくことが多い学生の

ため，英語プレースメントテストや，英語が苦手な学生の

ためのスタートアップイングリッシュという英語クラス

が用意されており，入学前と入学直後の教育プログラム

が充実している． 
 島根大学の「へるん入試」の地域志向の特色を示す入試

制度設計上のポイントとしては，学力の 3 要素に基づい

た多面的な評価（地域貢献意欲等を評価）と独自の入試問

題（「読解・表現力試験」「理数基礎テスト」「地域志向レ

ポート」等）の開発や，大学入学共通テストを課さない総

合型選抜にて地域志向入試等の多様な人材を募集人員全

体の 22％募集という点に目を向けがちである． 
確かに，令和 3 年度から総合型選抜「へるん入試」の

表 1 地域志向の特色を示す入試制度設計上のポイントにもとづいたベンチマーク例 

 

地域志向の特色を示す入試制度設計上のポイント 島根大学 三重大学

A.地域のステークホルダーとともに制度設計 〇 ×

B.出願前の高校生との面談会から地域貢献の意欲を育てる独自の育成型入試を実現する体制を整備 〇 ×

C.出口（就職）と入口（入試）を連動させた学部横断型教育プログラムの設計 〇 ×

D.課題だけでなく大学生活の期待感や学習意欲を高める学生企画のセミナーも含めた入学前教育の設計 〇 ×

E.学力の3要素に基づいた多面的な評価（地域貢献意欲等を評価）と独自の入試問題を開発 〇 ×

F.大学入学共通テストを課さない総合型選抜にて地域志向等の多様な人材を全体の22％募集で設計（注） 〇 ×

(注)大学入学共通テストを課さない総合型選抜の募集22％に大学入学共通テストを課す総合型選抜と学校推薦型選抜を加えた一般選抜以外の募集比率は島根大学全体の32％．

コロナ禍での三重大学医学科系統解剖実習の実施地方創生と大学入試制度
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導入により，島根大学では前年よりも総合型・学校推薦型

の募集人員比率が24.3％から32.3％と8.0％アップした．

この比率は単科の国立大学を除くと弘前大学の 32.4％に

次ぐ高い比率である（令和 3 年度の国立大学全体の総合

型・学校推薦型の募集人員比率は 18.9％，三重大学全学

の総合型・学校推薦型の募集人員比率は 15.9％）．また，

「へるん入試」は一般型と特定型に分かれており，さらに

特定型の中に地域志向入試，専門高校入試，グローバル英

語入試，芸術・スポーツ・技能入試があり，自分に合った

入試が選抜区分の名称だけでわかりやすいものとなって

いる．そして，大学入学共通テストを課さない代わりに独

自の入試問題として「読解・表現力試験」「理数基礎テス

ト（総合理工学部の 3学科）」を実施し，導入前年度には

モデル問題を公開したり，実施後も過去問と解答例もホ

ームページ上で公開している 7)． 
 

6.4.  個別の事例分析から得られた結果と留意点 

4 象限による分類において，評価プロセス重視かつ育

成プロセス重視のカテゴリー（改革事例1）として位置付

けられた島根大学の「地域貢献人材育成入試」と「へるん

入試」の二つの入試の特色について個別の事例分析を行

った結果をまとめたものが表 1 の地域志向の特色を示す

入試制度設計上のポイントによるベンチマーク例である． 
 ポイント A～F の 6 項目について，島根大学はすべて

あてはまる（〇）が，三重大学ではすべてあてはまらない

（×）結果となっていることがわかる．特に重視すべき

ポイントは，前述の通り，「A.地域のステークホルダーと

ともに制度設計」と，「B.出願前の高校生との面談会から

地域貢献の意欲を育てる独自の育成型入試を実現する体

制の整備」ではないだろうか．とりわけ，大学教職員全体

でさらに高等学校や自治体・産業界などの地域社会も一

緒になって育てていく地域に貢献する人材像について議

論することが最優先課題であると思われる． 
なお，個別の事例分析について，留意しておかなければ

ならない点は，地元出身学生の占有率である．三重大学の

場合は約 4 割が三重県出身であり，残り約 3 割も愛知県

で占められており，その占有率は20年間ほぼ変化してい

ない．また，三重県内でも，北勢地域と南部の東紀州地域

では人口も平均年間所得も差がある．一方，島根大学は隣

県の鳥取大学と同様に地元出身学生の占有率は約 2 割を

下回っており，県内の地域全体で人口流出の危機意識が

強いことが読み取れる．そのうえで、島根大学の事例をみ

ると，その入試改革は，地域のニーズを踏まえた地方創生

事業の一環であることがわかる．  
島根大学の入試，特に「へるん入試」は，総合型・学校

推薦型と一般選抜も含めた全志願者の約97％が大学入学

共通テストを受験している三重大学の入学者選抜とは比

べることのできない入試のあり方であるともいえる． 
なお，参考までに三重大学職員に「へるん入試」を紹介

した島根大学のホームページを見てもらったところ，「へ

るん入試は，地域志向の人材育成のために入学前から入

学後まで入試を含めて，どのような人材を育てようとし

ているか一貫性を持って制度設計をしていることに興味

を持った．特に入学前，入学後のフォローアップは大学で

の勉強の目的を意味付けるために重要と思われ，良い取

り組みだと感じた」，「これを実施できる全学共通意識を

持つことこそが現在の，特に本学のような地方国立大学

においては最も必要なものである」などの声が聞かれた. 
 
7. 学部横断という課題に向けて 

 以上の事例分析から，今後，地方創生に向けた地域人材

育成につながる入試のあり方について，検討すべき論点

として，入学者選抜方法の改善だけでなく，「育成プロセ

ス」を重視した高大接続と入学前教育および入学後の教

育と連動した地域人材育成のための制度をどのような体

制によって学部横断で設計するかではないだろうか． 
島根大学の場合は，所属は学部のままで地域人材育成

コースに属するものであったが，2020年 8月の大学設置

基準改正に伴って新たに設けられた「学部等連係課程制

度」にもとづく教育プログラムによれば，従来の学位プロ

グラムではなく，「学部，研究科等の組織の枠を越えた学

位プログラム」として実現が可能となる． 
すでに「学環」という枠組みで動いている大学もある．

例えば，静岡大学地域創造学環は，平成28年 4月設置さ

れ，専任教員 18 人・学生 30 人，岐阜大学社会システム

経営学環は，令和 3 年 4 月設置，専任教員 13 人・学生

30人といった具合である． 
前者は，5コースからなり，静岡大学の全学部（人文社

会科学部，教育学部，情報学部，理学部，工学部，農学部）

の授業が履修できることに特徴がある．幅広い教養と高

い専門知識を身につけながら，積極的に地域（フィール

ド）に飛び出して学んでいくことを謳い，地域が抱える

様々な問題と向き合い，その解決策を地域の人々と考え

ながら，より魅力的な地域社会の創造に取り組むことが

できる人材を育成することをめざしている．学位は，学士

（学術）である． 
後者は，「経営」をコアにしながら，学部・大学横断的

な学修をすることができる．教室の講義で身に付けた専

門知識を，ビジネス・まちづくり・観光デザインに関する

プロジェクト型実習の中で実際に活用し，その学びをま

た教室に持ちかえる，を繰り返すことで，より深い実践的

な学修ができることに特徴がある．学位は，学士（経営学）

宮下　伊吉・藤田　達生・岩崎　恭彦
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である． 
両学環ともに，地方創生がテーマであることがわかる．

それぞれの地域にとって必要な研究分野が意識されてお

り，文理融合・インターンシップがキーワードとなってい

る．実質的には，近年設置された地方創生学部と似た性格

をもつものと理解される．参考までに，この概念に当ては

まる学部を表 2に示した． 
これらの学部については，比較的近年に設置されたも

のも少なくないが，各地域の地方創生という課題を担う

ための学科・コースが設置されている．今後の学環や地方

創生学部の動向に関する調査･検討は、本学の高大接続･

入試改革と関連して進めてゆかねばならないだろう。 
以上の様々な大学による先進的な取り組みに，これま

でアドミッションセンターが検討してきた高大連携・入

試改革のあり方を加味した制度設計をイメージすると、

本学の方向性としては次のようになると予想される． 
・意識と学力の高い高校生を対象とした入試をおこなう

ように工夫する． 
三重県を愛し，将来的に中核人材として三重県の将来

を支えたいという意欲ある高校生に受験してもらうとと

もに，出身地域や将来の就職希望地域に関わらず，三重県

の課題を日本全体の課題の縮図として捉え、日本の将来

を考えることができる高校生も含め，三重という地域に

強い関心をもつ高校生を募集し，地域の魅力を広く社会

に発信できる人材や新たな三重の魅力を創造できる人材

として育成していく．これについては，高等学校側との意

見交換が必要になる． 
・高大接続→推薦入試→入学前プログラムの流れを確立

する． 
入学前に，三重大学の高大接続事業（サマーセミナー・

東紀州講座・高大連携授業・高大連携マッチング・出前授

業など）を受講してもらい，それらと推薦入試との関係を

構築する．合格から入学までの期間に，大学生活や研究内

容についての指導をする． 
・入学→ファンタジスタプログラム→インターンシップ

の流れを確立する． 
入学後は，文理融合のファンタジスタプログラムを受

講し，企業や自治体でのインターンシップを経験し，三重

県では何が問題になっていのかを知る．多様な学びと実

践から育成された地方創生のスペシャリストを育成する． 

表 2 学部横断的な地方創生学部あるいは学類，専攻など 

大学名 学部名 

国立大学  

北海道教育大学 函館校 地方創生専攻（地域計画・地域文化・地域福祉） 

山形大学  地域教育文化学部（文化創生コース） 

宇都宮大学  地域デザイン科学部（2016年 4月設置，コミュニティデザイン学科，建築都市デザ

イン学科，社会基盤デザイン学科） 

金沢大学  地域創造学類（福祉マネジメントコース，環境共生コース，地域プランニングコー

ス，観光学・文化継承コース） 

福井大学  国際地域学部（2016年 4月設置，国際地域学科） 

岐阜大学 地域科学部（地域政策学科，地域文化学科） 

鳥取大学  地域学部（2017年 4月再編，地域学科） 

徳島大学  総合科学部（社会総合科学科） 

愛媛大学  社会共創学部（2016年 4月設置，産業マネジメント学科，産業イノベーション学科，

環境デザイン学科，地域資源マネジメント学科） 

高知大学  地域協働学部（2015年 4月設置，地域協働学科） 

佐賀大学  芸術地域デザイン学部（2016年 4月設置，芸術地域デザイン学科） 

宮崎大学  地域資源創成学部（2016年 4月設置，地域資源創成学科） 

琉球大学  国際地域創造学部（国際地域創造学科） 

公立大学  

福知山公立大学  地域経営学部（地域経営学科） 

奈良県立大学 地域創造学部（地域創造学科） 

県立広島大学  地方創生学部（地方創生学科） 

北九州市立大学  地方創生学群（地方創生学類） 
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8. まとめ 
ここまで，高大接続・入試改革の事例を中心に，地方創

生に向けた三重大学の入試のあり方について論じてきた．

その論点をまとめると，地方創生のための地域人材育成

には，「選抜」重視から「育成」重視の入試制度（入学前

教育を含む一貫した）設計が求められるという点と，地域

社会のニーズに応えうる教育は，従来の学位プログラム

ではなく，「学部，研究科等の組織の枠を越えた学位プロ

グラム」ではないだろうかという点である． 
現時点では，この論点については，学内では議論の途上

にある．しかしながら，先日開催された三重県高等学校校

長会と本学との懇談会（2021 年 7 月 21 日開催）で，高

等学校側から地域人材育成のニーズが十分にあることと，

本学に大きな期待が寄せられていることが判明している． 
例えば，ある校長からは，「入試の多様化において地元

に残る人材育成のための学校推薦で入学する学生に対し

て，高校でも地元産業への興味・関心を持たせる努力を

し，大学でも地元産業を支えるための力を育成していた

だければ良い」との意見が寄せられている． 
高等学校をはじめ，地域社会からの期待に応えられる

地域圏大学として，地方創生のための地域人材育成にど

のように取り組むかその具体的な方法（入試制度，学位プ

ログラムの内容等）を全学で検討し，明らかにしていかな

ければならないと考える．小稿による論点の整理が，その

契機となれば幸いである． 
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三重大学教養教育院におけるコロナ禍に対応した 

遠隔授業実施体制の構築† 
－Moodleと Zoomを利用した事例－ 

鈴木 加那子* 
三重大学教養教育院* 

三重大学は新型コロナウイルスの感染拡大を受け，2020年 4月 2日ホームページ上で2020年度前

期は学生を登校させず，原則，学部及び大学院のガイダンスを含むすべての授業を「オンライン」で実

施すると公表した．これを受け教養教育院では2020年度については，教養教育科目の授業をインター

ネットで行うオンライン方式の授業を実施した．また，2021年度は学籍番号の偶数奇数と授業開講日

の偶数奇数が一致した日に登校する偶奇登校とするハイブリッド方式の授業を実施した．本稿では，

これらの授業を実施するための教養教育院における準備・運営・保守等の記録をまとめた． 
 

キーワード：新型コロナウイルス，オンライン授業，ハイブリッド授業，Moodle，Zoom 

1. はじめに 

三重大学は 2020 年 4 月 2 日ホームページ上で，2020
年度前期は学生を登校させず，原則，学部及び大学院のガ

イダンスを含むすべての授業を「オンライン」で実施する

と公表した(三重大学 2020a)．教養教育院では，2020 年

度前期のすべての授業をインターネットで行うオンライ

ン方式の授業(以下，オンライン授業と記す)とし，開講授

業数の多い木曜日を避け 2020 年 5月 15日から授業を開

始した． 
教養教育科目は年間約 1,000 の授業を開講しており全

学部の 1 年生を中心に 2,000 名以上の学生が受講する．

また，開講授業数だけでなく担当教員の人数も各学部で

開講される専門科目より多く,多様なバックグラウンドを

持つ．そのため，オンライン授業の実施・運営にあたって

は，授業実施に関する細かなルール作りから機材やマニ

ュアルの整備まで周到な準備が必要であった．そこで教

養教育院では，主に技術的な側面からオンライン授業実

施の準備を支援するチームとして，部門長 1 名，技術職

員 1 名，臨時採用の技術補佐員 1 名の計 3 名で構成され

る遠隔授業支援室を設置し対応した．本稿では，遠隔授業

支援室を中心に作られた遠隔授業実施体制やその構築の

過程を記録資料としてまとめた． 
 

2. オンライン授業に向けての準備 

2.1. オンライン授業で使用するツール 

オンライン授業を行うための基幹ツールとして，オー

プンソースの eラーニングプラットフォームである

Moodleと，Zoom 社のビデオミーティングシステム

Zoom Meetings(以下，Zoomと記す)を採用した． 
これは，Moodleが既に学内で eラーニングプラットフ

ォームとして運用実績があったこと，Zoomは本学医学部

および教養教育院情報室長が授業等にて使用した実績が

あり，また，2020年 4月 9日に全学的にZoomライセン

スの照会があったことが理由である．これらの基幹とな

るツールを決定したのち，教養教育院校舎 1 号館 2 階に

オンライン授業の準備・運用・保守等を行うための遠隔授

業支援室を設けた． 
 
2.2. Zoomのテスト環境とイントラネットの整備 

 遠隔授業支援室では，まず，授業をリアルタイムにオン

ライン配信する Zoom の運用を検討した．遠隔授業支援

室のチーム員の Zoom に関する知識・技術習得および運

用テストのため，遠隔授業支援室内にテスト環境を整え

た．次に，オンライン授業実施に向けて必要数のパソコン

や周辺機器の発注を試みたが，新型コロナウイルスの感

染拡大のため物流が停滞しており，納期未定の回答が相

次いだ．これを受け，学内にある既存のパソコン・周辺機

器・視聴覚機器等を利用することになり，総合情報処理セ

ンターや大学本部から借用した機材を教養教育院校舎で

使用できるようにイントラネットを整備することが最初
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の課題となった． 
 
2.3. 学内LANの申請 

 教養教育院校舎の教室は壁に情報コンセント，または，

無線LAN のアクセスポイントのどちらかがある．授業の 
途中でインターネットが切断されないように，授業の担

当教員(Zoom ミーティングを開催するホスト)が使用する

パソコンは有線LAN 接続を基本とした．このため，学内

の総合情報処理センターへ授業で使用する全ての教室の

情報コンセント番号の利用申請，および，他学部校舎から

借用したパソコンを教養教育院校舎で使用可能とする申

請を行った． 
 
2.4. Zoomアカウントの運用 

 教養教育院では，発表済みの時間割表を基に従来の教

室にZoom アカウントを割り当てる「教室固定方式」の運

用を採用した(表 1 参照)．「教室固定方式」とは，教室毎

にZoom アカウントを 1つ割り当て，1限目から 10限目 
(以下，1 コマは 1・2 限，2 コマは 3・4 時限のように 2
時限分を 1コマと記す)まで，終日 1つのミーティング ID
で授業を行うものである．教養教育科目の授業は複数の

学部の専任・特任の講師，非常勤講師，ゲストスピーカー

等，多勢の教員が担当するため，全員に 1 アカウントを

準備することが契約上難しい．また，オンライン授業の運

用方法について詳細に検討する時間的余裕もなかったた

め，教員数より教室数の方が少ないことを理由に，Zoom
アカウント数が削減できるこの方式を採用した． 
 この方式のメリットは，既存の時間割がそのまま活用

でき，教員・学生ともに授業がどこの教室に割り当てられ

ているかを確認すれば，授業のミーティング IDとミーテ

ィングパスコードが分かることが挙げられる．また，事務

職員は開講や休講の状況が把握しやすく，技術職員はト

ラブル発生時にサポートが行いやすくなる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.5. Zoomアカウントの設定 

1週間で 1つの教室を使用する授業回数は最多で 18回

であった．授業内容により使用する Zoom の機能は異な

るが，個々の教員が Zoom アカウントの設定を変更する

ことで他の授業に影響が出る機能は，管理者権限のある

Zoomアカウントで初期設定を行った．同様に，セキュリ

ティレベルを下げる機能の無効化は設定を変更できない

ように管理者権限のある Zoom アカウントで初期設定を

したのちロックして変更できないようにした． 
 

2.6. Zoomアカウントのセキュリティ 

 全学で示された Zoom アカウントでのセキュリティ設

定目安の指針に沿って，レベル 3 まで対応した．レベル

3 とは，「ミーティング ID の秘匿」，「ミーティングにパ

スコードを設定」，「待機室を利用する／ミーティング ID
の変更」である． 

Zoomアカウントについては，乗っ取りや外部への漏洩

があった場合は，その Zoom アカウントの使用を半年間

禁止とした．Zoomで定期ミーティングを予定すると，ミ

ーティングパスコードは数値のみで自動生成されるため，

任意の英字(大文字 1文字，小文字 1文字)を混在させ，パ

スワードアタックの対策をした．待機室は必須とし，ミー

ティング ID は毎月変更する運用とした． 
「ミーティング IDとミーティングパスコード」は教員

が担当する各授業の Moodle コースに掲載して履修学生

へ周知する運用とした． 
 
2.7. 「教室固定方式」の課題と解決策 

 授業を担当する教員は，学内の研究室や学外の自宅等

からZoom ミーティングを開催する．すなわち，時間割表

に記載の教室には不在である．授業が延長した場合やミ

ーティングの終了を忘れた場合，次の授業に影響がある．

この場合，共同ホストで授業を行う案も検討したが，

Zoom の機能の一部が制限を受けるため共同ホストで授

業を行うのは難しいと断念した． 
別端末からホストと同じ Zoom アカウントでサインイ

ンして開催中のミーティングに参加すると，後からサイ

ンインしたユーザーは共同ホストとなる．この時，共同ホ 
 
 
 
 
 
 
 
 
ストがホスト権限のリクエストを行うとホストが承認操

作をすることなく，共同ホストがホスト権限を得られる

ことが分かった．これを利用して，前の授業のミーティン

グが次の授業の開始時間になっても開催されたままの場

合，後からサインインした教員がホスト権限を得て前の

表 1．Zoomアカウント一覧(教室固定方式) 
ZoomAccount Password MeetingID MeetingPasscode

教室1 111XXXX@aaa.mie-u.ac.jp abcdefgh 11111110000 1M111w11

教室2 222XXXX@aaa.mie-u.ac.jp ijklmnop 22222220000 2M222w22

教室3 333XXXX@aaa.mie-u.ac.jp qrstuvwx 33333330000 3M333w33
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授業の Zoom ミーティングを終了させる運用とした．こ

れを図 1にまとめた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.8. 教員向けオンライン説明会 

「教室固定方式」の運用の説明の他に，黒板やホワイト

ボード等の板書を書画カメラで撮影して配信する方法，

パソコン内のファイル(Power Point や PDF 等)を画面共

有して配信する方法等，Zoom を用いたいくつかの授業ケ

ースを想定し，オンライン形式の説明会を実施した． 
 

2.9. 練習用スタジオの設営 

 遠隔授業支援室に近い 2 つの教室に教員向けの練習用

スタジオを設営し，4月中旬から 4月末日まで練習期間と

して公開した．練習期間は多くの教員が練習用スタジオ

を効率よく利用できるように，使用頻度の高い Zoom の

機能をまとめた操作マニュアル，練習用スタジオに備え

付けのパソコン・周辺機器・視聴覚機器等の取扱説明書を

準備して配布した．Zoomミーティングへ参加する学生を

想定した参加者用パソコンを設置し，ホストの教員が配

信する授業が学生側でどのように見えるかを確認できる

ようにした．練習用スタジオの機材構成を図 2 にまとめ

た． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.10. Zoomミーティングの各種テスト 

教養教育科目の全ての授業の Zoom ミーティングを開

催してミーティングへの参加テストを遠隔授業支援室で

行った．これにより，各教員が学生へ周知したミーティン

グ ID とミーティングパスコードに誤りがない事を確認

した．学生から授業のミーティングへ参加できない問い

合わせがあった場合に，ミーティング ID やミーティング

パスコードの誤入力であるか，その他の原因であるかを

切り分けるために必要な作業であった． 
2020 年 4 月 23 日に，オンライン授業を開講・受講す

るにあたり，Zoomを用いた授業の参加や操作等に慣れる

ことを目的として，大学の全教職員(教員・事務職員を含

む)および学部・大学院の学生に Zoom ミーティングの開

催と参加を呼びかけZoomの接続テストを実施した． 
これらのテストは全て問題なく完了した． 

 
3. Moodleの準備について 

 オンライン授業開始にあたり，教養教育科目の授業を

担当する教員と受講する学生を対象に，「オンライン授業

案内」という名称の Moodle コースを作成した． 本コー

スの目的として，大学の方針に基づいて教員と学生はオ

ンライン授業に向けて何をすべきかを周知する必要があ

った．以下，コース内で提供したコンテンツの一部を抜粋

して説明する． 
 
3.1. 行動指針および禁止事項の掲載 

 不要不急の外出や県境をまたぐ移動の自粛を受け，授

業を担当する教員は大学の研究室または学外の自宅等か

ら Zoom ミーティングを開催し，学生は学外の自宅(下宿

先)等から Zoom ミーティングへ参加する旨の行動指針を

明記した． 
オンライン授業を実施する上で，教員と学生を対象に

禁止事項を掲載した．教員・学生共にインターネット上の

サイトへ授業のミーティング ID やミーティングパスコ

ードを書き込むこと，個人メールアドレスやSNS (LINE
等)へミーティング ID やミーティングパスコードを送信

することを禁止した．学生にはMoodleコースやZoomミ

ーティングの内容について，教員から許可を得ていない

スクリーンショット(ハードコピー)の保存，録画・録音，

公衆 Wi-Fi エリアやネットカフェ等の公共の場での受講

を禁止した． 
 
3.2. 講師向け情報 

 Zoom アカウントの教室割り当て表にミーティング ID
とミーティングパスコードを追加した一覧表を，教員の

みが参照できるようにMoodle コース内へ掲載した．アカ

図 1．Zoomミーティングの開始と終了 

図 2. 練習用スタジオの機材構成 

スピーカー 

マイク 

書画カメラ 

参加者用 
パソコン 
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ウントの乗っ取りや荒らし対策のため，Zoomアカウント

情報は学生や学外へは秘匿とし，各授業のミーティング

ID とミーティングパスコードは教員から担当の各授業の

Moodle コース内で履修学生に周知することを要請した． 
 初めて Zoom ミーティングを開催する教員を対象とし

た簡易操作マニュアルを作成した．教員が Zoom ミーテ

ィングを開催して授業を配信し，ミーティングを終了す

ることを最低条件として，簡易操作マニュアルには基本

的な操作のみ記述した．各授業のMoodleコース作成方法

は，学内に既存のマニュアルがあったため，まずそちらを

参照するように促し，初めてMoodleコースを作成する教

員を対象とした簡易操作マニュアルを別途作成した．詳

細は次節で述べる． 
 
3.3. 各授業の Moodleコース作成の支援 

 MoodleとZoomのどちらも使用したことのない教員に

は授業開始前準備の負担が大きいため，誰でも担当授業

の Moodle コースを作成できるように雛形コースを準備

した．新規のMoodleコースを作成した際に，この雛形コ

ースをインポートすることにより，教員は授業内容に合

わせて文面を編集したり授業で使用する資料を入れたり

等の簡素な操作で授業の準備ができるよう負担の軽減を

図った．Moodleコースを作成する教員を対象とした簡易

操作マニュアルにこれらの方法を記述した． 
 
3.4. 学生向け情報 
教養教育科目を受講するのは全学部の 1 年生が中心で

ある．MoodleとZoomの両方を使用したことがない事を

前提に操作マニュアルを作成した．履修申告した授業の

Moodleコースに参加する方法，初めてZoomミーティン

グに参加して授業を受講する方法について，最低限の操

作マニュアルを作成した． 
 

3.5. Moodleコース検索データベースの作成と活用 

 Moodleにはコース検索の機能があるが，専門科目の授

業を含めた全体検索である．例えば，教員名で検索した場

合，教養教育科目以外の授業のMoodleコースも検索結果

に表示される．場合によっては，前年度の同じ授業名称の

Moodleコースも検索結果に表示されるため，学生は目的

の Moodle コースへたどり着くのが困難である．そこで，

該当年度の教養教育科目の Moodle コースのみを登録し

たデータベースを作成し，学生が授業名，教員名，曜日，

時限などのキーワードから，履修申告した教養教育科目

の授業を検索して，目的のMoodleコースへアクセスして

自己登録できるように配慮した． 
教養教育科目の Moodle コースをデータベースへ登録

する作業は各担当教員に依頼した．時間割表と照らし合

わせて，Moodleコースの重複登録・曜日違い等の誤入力・

未登録など，データベースの登録ミスの確認は遠隔授業

支援室で行った．これにより全ての学生をそれぞれが履

修申告した授業の Moodle コースへスムーズに誘導する

ことができた． 
 
4. 配信用スタジオについて 

4.1. 対象者と利用希望書 

 三重県内在住で公共交通機関を利用せずに来学可能な

教員には，希望に応じて教養教育院校舎の教室に設営す

る配信用スタジオを利用可能とした． 
配信用スタジオの利用を希望する教員には，利用希望

書の提出を依頼した．利用希望書には，配信用スタジオに

ある設備の使用上の注意事項の確認の他，14 日以内に県

外へ往来があったか，当日の体調や検温等の基本的な新

型コロナウイルスに関する調査・問診の事項を設けた． 
 
4.2. 設置場所および設備 

 教養教育院校舎の教員室・事務室・遠隔授業支援室のあ

る 1 号館は，人同士の接触を最小限にするため隔離する

必要があった．感染者が出た場合に，教養教育科目の授業

運営が成り立たなくなるためである．また，授業中のトラ

ブル時の問い合わせに迅速に対応できるよう，配信用ス

タジオは教養教育院事務室に近い2号館1階に設置した． 
練習用スタジオの機材をそのまま配信用スタジオに移

設した．これは練習に使用した機材を，そのまま教員が使

用可能とすることにより，授業開始時の操作方法の問い

合わせや操作ミスを軽減・防止するためである．また，感

染予防対策として配信用スタジオには手指消毒用アルコ

ール，殺菌用ウェットティッシュ，消毒関係用品専用のゴ

ミ袋を設置し，入室にはマスク着用を必須条件とした． 
 
5. 2020年度前期授業開始 

5.1. 授業開始当日の状況 

 2020 年 5 月 15 日，2020 年度前期授業が開始された．

オンライン授業開始当日，アクセス集中でMoodleへつな

がりにくい状態が起きたが，Zoomについては授業配信が

実施できない・継続できない等の大きなトラブルは発生

しなかった． 
 
5.2. 非常勤講師の出勤管理 

 学内の配信用スタジオから Zoom ミーティングを開催

する場合は，出勤簿への押印と配信用スタジオ利用希望

書の提出を必須とした． 
学外の自宅等から Zoom ミーティングを開催する場合
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は，オンライン出勤簿(Moodle コース内に独自に作成)に
アクセスして出勤の記録を残し，事務室でオンライン出

勤簿の記録と，遠隔授業支援室から提出する Zoom 開催

記録の Zoom ミーティングレポートを照らし合わせる事

で，授業が実施されたことを確認することとした． 
 
5.3. 問い合わせ対応とメンテナンス 

 オンライン授業開始から 2 週間程度，問い合わせが相

次いだ．教員からは Zoom へのサインイン時のパスワー

ド誤入力によるアカウントロックや Zoom の機能の操作

方法について，学生からは Zoom ミーティング参加時の

ミーティング ID やミーティングパスコード誤入力，

Moodle へのログイン失敗回数による reCAPTCHA 表示

が主であった． 
 2021 年度前期は Moodle コースから各教員へ学内や学

外の自宅等で使用する端末の Zoom クライアントアップ

デートの依頼を連絡し，遠隔授業支援室では配信用スタ

ジオに設置の端末の Zoom クライアントと Windows 
Update 等のメンテナンス作業を行った． 
 
6. 2020年度後期授業に向けての準備 

6.1. 授業等の実施に係る方針について 

 2020 年 7 月 15 日の教育研究評議会にて，オンライン

での授業を原則とすることが決定され，卒業資格に関わ

る授業及び実験・実習等において一部対面での実施が必

要な場合は，危機管理委員会及び三重大学保健管理セン

ターが定める感染予防対策をしっかりと講じる形で実施

するようにと説明があった(三重大学 2020b)．教養教育院

は，この内容に添う形で原則としてオンライン授業，届出

のあった一部の授業は対面とオンライン授業を組み合わ

せたハイブリッド授業での実施を決定した．以下，2020
年度後期授業に向けての準備を述べる． 
 
6.2. Zoomへのサインイン率の分析 

 Zoomミーティングへは，Zoomのアカウントを取得(以
下，Zoomへのサインアップと記す)しZoomへサインイ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ンして参加することも，Zoom へサインインせずに参加す

ることも可能である．2020年度前期の 2020年 6月 29日

～7 月 3 日の期間中，教養教育の全ての授業の Zoom ミ

ーティングレポートの解析を行うことにより，学生の

Zoomへのサインイン率の調査を行った．結果を図 3にま

とめた．学生用メールアドレスで Zoom にサインインし

ている学生は 76.1％であった．残りの 23.9％は個人メー

ルアドレスもしくは未サインインであった． 
 
6.3. Zoomのサインアップ啓発ポスターについて 

図 3の結果から，2020年度前期に個人メールアドレス

でZoom にサインインしていた学生を含めると，Zoomへ

サインアップ済の学生は76.1％よりも多い． 
Zoom へサインアップをしていない学生や個人メール

アドレスにて Zoom へサインアップをしている学生向け

に，学生用メールアドレスで Zoom へサインアップをす

るよう啓発ポスターを作成した(図 4 参照)．2020 年度後

期は Zoom のミーティングへ参加する時に，学生用メー

ルアドレスにて Zoom へサインインするよう促した．こ

の目的は参加者のセキュリティの向上やブレイクアウト

ルームの事前割り当てなど，オンライン授業をより円滑

に実施することである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.4. 2020年度前期授業の問題点 

 前期授業は教室にZoomアカウントを割り当てたた

め，多数の授業を担当する教員は毎回教室に対応した

Zoomアカウントでログインしなくてはならなかった．

■学生メールでサインイン 
■個人メールアドレス or 
未サインイン 

23.9％ 
486名 

76.1％ 
1614名 

2020年 6月 29日～7月 3日 
(受講人数 2100名) 

図 3．Zoomへのサインイン率 

図 4.サインアップ啓発ポスター 
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時間割表を基にしているため，授業と授業の間の休憩時

間が 10分しかなく，ミーティング開催の開始や終了に

余裕がなかった．前後の授業の担当教員が異なると，こ

の問題は顕著であった．そのためZoom アカウントの運

用見直しが問題点として挙がることになった． 
 
6.5. Zoomアカウントの運用変更 

 2020年度後期授業の時間割は教室を割り当てずに発表

したため授業と教室の紐づきがなく意識しなくてよい状

況であった．そこで，後期期間中，教員は1つのZoomア

カウントでサインインする「教員固定方式」の運用へ変更

した．しかし，2.4.で述べたとおり，教養教育科目の授業

は多勢の教員が担当するため全員に 1 アカウントを配布

するのは難しい．各学部で割り当てられたアカウントを

使用する教員を把握するのも困難なため，教養教育科目

の授業を担当する全教員にアカウントを割り当てること

として，1つのアカウントを共有するグループを作成した．

教養教育院へ割り当てられたアカウント数は72個であり，

なるべく同じ学部所属の教員 5 名以下で構成されたグル

ープを作成した． 
 
6.6. 「教員固定方式」のメリット 
 教員は半年間同じ Zoom アカウントにて Zoom にサイ

ンインするため，誤ったミーティングを開催することが

少ない．専任・特任の講師は同じ学部でZoomアカウント

を共有するため，Zoomの設定変更の際に情報共有がしや

すい．Zoomアカウント毎に使用時限と空き時限が分かる

表をアカウント通知書に追記することで，個々の教員が

空き時間に授業中に録画した Zoom ミーティングを保存

処理することや，授業の配信テストなどを行うことが可

能になった．アカウント通知書を図5に示した． 
教員は割り当てられた Zoom アカウントにて，個々に

定期ミーティングを作成するため，大半の教員は授業毎

に定期ミーティングを作成するのではなく，教員が作成

した 1 つの定期ミーティングを複数の授業で使用する．

受講する学生は，担当教員で授業のミーティング IDが決

まるため，Zoomミーティングへの参加時のミーティング

ID やミーティングパスコードの誤入力が減ることに繋が

った． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.7. Zoomアカウントのセキュリティについて 

 Zoomのアップデートにより2020年度前期授業開始時

よりセキュリティが強化された．前期授業で荒らし等の

外部侵入者の報告がごく少数であったため，引き続きセ

キュリティレベル 3の運用とした．Zoomアカウントの乗

っ取りや外部への漏洩があった場合は，その Zoom アカ

ウントの使用を半年間禁止とし，ミーティング IDについ

ては，半年間は同じミーティング ID を使用可能とした．

荒らし等の外部侵入者の報告があった場合は，即時，該当

の授業のミーティング IDを変更する運用とした． 
 
6.8. Zoomアカウントの割り当て 

 表 2 のようなアカウントの割り当て表を作成した．ま

ず，専任・特任の講師と非常勤講師とでグループを分けた．

非常勤講師は所属学部を意識せずグループ分けをした．

専任・特任の講師は学部別にグループを分け，授業数の多

い木曜・火曜を優先して次の条件によってグループ内で

教員の組み合わせをシミュレーションした．例として木

曜の午後，3・4・5 コマのグループ作成方法をまとめた． 
(1)木曜 3 コマ目の授業を担当する教員をグループ 1 か

ら順に重複しないように割り当てた． 
 
 
 
 
 
 
 

図 5．アカウント通知書 

使用時限と 

空き時限 

表 2．アカウント割り当て表 

※表内のA～Iは教員名 

鈴木　 加那子
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(2)(1)の教員の 1週間の担当授業を全てExcelにまとめ

た．各行を１つのグループとする． 
(3)木曜 4 コマ目の授業を担当する教員の 1 週間の授業

を確認し，(2)の Excel の次行に追記した．これは異

なる教員は昼休みまたは 1 コマ空けて，オンライン

授業の開始前準備や終了後に時間的余裕を持たせる

ためである．つまり，木曜 4コマ目の授業は，3コマ

目の授業を担当する教員の別の授業であるか，3コマ

目が空きコマのグループへ割り当たる． 
(4)木曜 5 コマ目の授業を担当する教員の 1 週間の  

授業を確認し，異なる教員は昼休みまたは 1 コマ空

ける条件で，(3)の Excel を参照してグループに割り

当てた．1週間のうち 1授業でも重複する場合は，新

しいグループとして(3)のExcelの次行に追記した． 
この手順の作業を木曜午前中の授業を担当する教員分

繰り返し，木曜の授業を担当する教員をグループ分けし

た．次に授業数の多い火曜の授業を担当する教員をグル

ープ分けした．最後に，月曜・水曜・金曜の授業を担当す

る教員も同様にグループ分けして，各グループの最大人

数が 5名程度になるよう調整した． 
 
6.9. ブレイクアウトルームの事前割り当て 
 グループワークのある授業では Zoom のブレイクアウ

トルームを使用する．教員が授業中に手動で学生を一人

一人各ルームに振り分けるのは時間がかかり，グループ

ワークの開始時間が遅れる問題があった．その対策とし

て，ブレイクアウトルームの事前割り当てを行った．受講

する学生の学生メールアドレスを，指定の形式の csv フ

ァイルで Zoom に読み込ませることにより，図 6 に示し

たブレイクアウトルームの事前割り当てを行った．授業

でブレイクアウトルーム開催時には，ここで指定した事

前割り当ての情報に従って参加者は各ルームに割り当て

られる． 
 
7. 2020年度後期授業開始 

7.1. 授業開始当日の状況 

2020 年 10 月 1 日，2020 年度後期授業が開始された．

前期に Zoom を使用した経験のある教員が多く，学生も

Zoomでの受講経験があるため，特に問題なく授業が開始

できた．学生メールアドレスでのサインアップ率の向上

により，グループワークのある授業ではブレイクアウト

ルームの事前割り当てが有効となり，ブレイクアウトル

ーム開始時の混乱が少なくなり，教員が授業中に各ルー

ムへ学生を手動で割り当てる時間も短縮され，事前割り

当てが未設定の場合と比べて議論の開始時間が早められ

た．また，Zoomミーティングレポートにサインインした 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生の情報が残るため不審者がいないか等の確認ができ，

セキュリティ向上にも繋がった． 
 
7.2. 問い合わせ対応とメンテナンス 

2020年度前期授業を担当した教員からの問い合わせは

少なかった．後期から授業を担当する教員から問い合わ

せがあったが，基本操作の問い合わせ程度で大きな問題

はなかった．学生からの問い合わせは格段に減少した． 
グループワークのある授業では，ブレイクアウトルー

ムの事前割り当ての変更は，担当教員から割り当て変更

の情報を遠隔授業支援室で受け付けて設定変更した． 
後期期間中，前期と同様にMoodleコースから各教員へ

学内や学外の自宅等で使用する端末の Zoom クライアン

トアップデートの依頼を連絡し，遠隔授業支援室では配

信用スタジオに設置の端末の Zoom クライアントと

Windows Update 等のメンテナンス作業を行った． 
 
8. ハイブリッド授業に向けての準備 

8.1. ハイブリッド授業とは 

 ハイブリッド授業とは，次のとおり複数の授業形態を

組み合わせた授業を指す．教養教育科目の授業では，オン

ラインの学生と対面の学生が同時に受講するハイフレッ

クス型の授業が大半である．授業内容によって対面かオ

ンラインか授業形態を変更するブレンド型授業，分散型

授業，オンデマンド型を併用する授業形態等がある．2021
年度のハイブリッド授業実施に向けた準備として，教養

教育体験ウィークを開催した． 
 
8.2. 教養教育体験ウィークの開催 

 2020年 12月 15日～21日に，2021年度のハイブリッ

ド授業に向けて対面授業体験希望の学生を募り，教養教

育体験ウィークを開催した．2020年度後期授業の開講科

目で対面実施を希望する教員の授業を15科目開催し，延

べ人数 42 名の学生が対面受講生として参加した．21 日

図 6．ブレイクアウトルームの事前割り当て 

三重大学教養教育院におけるコロナ禍に対応した遠隔授業実施体制の構築
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の対面実施希望の授業と参加希望の学生は 0であった． 
 
8.3. アンケート結果について 
 教養教育体験ウィークに参加した対面受講生のうち37
名からの回答(同日に2科目受講した学生はアンケート

用紙を 1 枚提出とした)を得た．その中からハイブリッ

ド授業に向けて参考とした，アンケート結果を抜粋する． 
「学内LANに接続するまでにかかった時間」の問いに

ついて，約 65％の学生が 5 分以内，約 15％の学生が 10
～20 分以内，残りの学生は学内 LAN に接続せずに受講

した． 
「グループワークのあった授業で起きた問題」の問い

について，他の班の人の声が Zoomのブレイクアウトルー

ム内で聞こえる，教室内で声が響く，ハウリング・エコー

が起きる等の回答があった． 
「オンライン授業と対面授業どちらが良いか」の問い

について，オンライン授業が良いが10％，対面授業が良

いが 75％，残りはどちらでもないであった． 
「教養教育体験ウィークに参加した感想」について，対

面受講の方が集中力が増す，先生と目が合うのが良いと

の感想が多かった． 
 
8.4. 偶奇登校によるハイブリッド授業実施の周知 

教養教育院は 2020 年 12 月 25 日に，教養教育科目の

授業を担当する教員に2021年4月9日～5月7日の期間

は全面オンライン授業，5月 10 日以降は学籍番号の偶数

奇数と授業開講日の偶数奇数が一致した日に登校する偶

奇登校とし，学生の半分が登校して対面で受講・残りの半

分を自宅等からオンラインで受講する，偶奇登校による

ハイブリッド授業を実施することを周知した． 
 
8.5. 授業モデルの公開 
以下の 4 タイプを授業モデルとして公開し，各授業の

内容に合わせて担当教員にハイブリッド授業のイメージ

を示し，授業モデルの採用または形態の工夫を任せた． 
(1)タイプA (図 7参照) 
教室にいる教員と学生はマイク付ヘッドセットを装

着し，教室にいる学生は自宅で受講している学生同様

にパソコンを使用してZoomを通して授業を受講する． 
課題等はMoodleを介して提出する． 

 (2)タイプB (図 8参照) 
教室にいる学生はマイク付ヘッドセットを装着せず，

教員が Zoom 配信する資料をスクリーンで見ながら，

教員の声を直接聞いて受講し，課題等はMoodleを介し

て提出する．教室にいる教員は一体型パソコンに付属

のマイクを使用して音声を Zoom 配信する．黒板やホ

ワイトボードを使用する授業は，教室に配置された書

画カメラで板書をZoom配信することも可能である． 
(3)タイプC-1 (図 9参照) 
受講人数の多い授業の場合，教室1にいる教員と学 

生はマイク付ヘッドセットを装着し，教室1にいる学 
生は自宅や教室 2で受講している学生同様にパソコン 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7．授業モデル(タイプA) 

図 8．授業モデル(タイプB) 

図 9．授業モデル(タイプC-1) 

－ 90 －
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を使用して Zoom を通して授業を受講する．課題等は

Moodleを介して提出する． 
(4)タイプC-2 (図 10参照) 
受講人数の多い授業の場合，教室 1 にいる学生はマ

イク付ヘッドセットを装着せず，教員が Zoom 配信す

る資料をスクリーンで見ながら，教員の声を直接聞い

て受講し，課題等はMoodleを介して提出する．教室1
にいる教員は一体型パソコンに付属のマイクを使用し

て音声を Zoom 配信する．黒板やホワイトボードを使

用する授業は，教室に配置された書画カメラで板書を

Zoom配信することも可能である．教室2にいる学生は

自宅で受講している学生同様にパソコンを使用して

Zoomを通して授業を受講する．課題等はMoodleを介

して提出する． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
8.6. グループワーク実施のための検証 
 グループワークのある授業では，8.5.(1) タイプAを採

用した．8.3.で述べた教養教育体験ウィークのアンケート

結果から，グループワークを行う際の音声の問題を解決

するため，ハウリングが起きないグループ間の距離，他グ

ループ同士の音声が影響しない教室の大きさ，対面とオ

ンラインの学生が混在する場合のグループワークの方法

などの検証を行った． 
グループワークのある授業で履修人数の多い授業は後

期に集中していたため，10.4.にグループワークの授業モ

デルの検討の詳細を記述する． 
 
8.7. ハイブリッド授業に使用する機材の調達 
教養教育院校舎の教室内で，教員が使用するパソコン

をマイク・スピーカー・カメラ付きの一体型パソコンとし

た．対面の学生とオンラインの学生で授業の質が変わら

ないよう，全ての教室に同じ機種のパソコンと書画カメ

ラを導入することにより，機材の操作性を統一した．プロ

ジェクターのある教室に配備するパソコンは，あらかじ

めHDMI 接続しておき，プロジェクターの電源を入れる

だけで資料をスクリーンへ投影可能とした． 
総合システム管理ソフト Comprehensive Computer 

Administration System(以下，CCASと記す)を導入した．

CCAS では電源のスケジュール，ログ収集，利用状況監

視，リモートコントロール，リソースの管理，ファイルの

配布の機能を使用して，クライアントパソコンの稼働中

の管理やメンテナンスを行うことができる．教室に配備

するパソコンは遠隔授業支援室にある CCAS のサーバか

ら集中管理することとした． 
 
8.8. 授業モデルに合わせた模擬授業の撮影 

8.5.で述べた授業モデルに沿って模擬授業を行った．教

室の機材の操作方法から授業の開始，模擬授業の様子，授

業の終了までの動画を 2021 年 4 月 22 日にMoodle コー

スに公開し，教員のみが参照できるようにした．動画を撮

影して公開したことにより，前期授業を担当する教員が

ハイブリッド授業の流れが把握しやすくなり，動画を視

聴した上で前期授業開始前に模擬授業の実施テストを行

う教員が多くみられた． 
 

8.9. 教室整備 
教養教育院校舎 1号館内に合計 13室の小・中教室が新

設された．ハイブリッド授業では，大学の行動指針に従っ

て，学生間のソーシャルディスタンスを1ｍ確保する必要

があった．そこで，教室の既存の机や椅子等の大きさを計

測し，各教室の間取図に机・椅子・学生間のソーシャルデ

ィスタンス等を書き込んだ座席配置図を作図した．図 11.
は座席配置図の例である． 
全学で学生の着座履歴を記録するため，教室の座席配 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10．授業モデル(タイプC-2) 

図 11．座席配置図の例 

三重大学教養教育院におけるコロナ禍に対応した遠隔授業実施体制の構築
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置図に，教室内の机へ着座履歴用の QR コードの貼付け

位置も記入した．この座席配置図を基に，机の配置を行い，

着座禁止シール・QRコードを貼付けた．その後，消毒液

の設置場所や書画カメラの置き場を検討し，収容可能人

数を算出した． 
教室のVR画像を撮影し，座席配置図と共にMoodleコ

ースに公開した． 
 
8.10. Zoomアカウントの運用と必要数の確認 

2020年度後期と同様に教員固定方式とした．教員のグ

ループ分けの条件は変更なしとしたため，グループ分け

手順に変更がなかった．しかし，2021年度前期授業は授

業数が多く，担当する教員の数も多いため，平均 6名で 1
つのZoom アカウントを共有することとなった． 

2021年度前期の時間割表からZoomアカウント数を確

認したところアカウント数が足りず，夏季休暇中の集中

講義は前期授業が終了した後，使用が終わった Zoom ア

カウントを割り当てることとした．会議用や予備等の授

業で使用しない管理用の Zoom アカウントを調整し，

2020年度と同じ 72個で運用した． 
 
8.11. 教室配当について 
教員や学生の密を避けるため，使用教室は全ての授業

を 1 コマ空けるか昼休みを挟むことが望ましいが，同じ

教員が連続して授業を行う場合，同じ教室を連続して使

用することにした．これは，休憩時間に教員の教室移動が

あると授業の開始・終了準備に時間がかかり，授業の遅延

開始や早期終了が発生するためである．1つの教室を異な

る教員が授業で使用する場合は，1コマ空けるか昼休みを

挟むことを条件とした． 
 偶奇登校のため，履修者名簿から全ての教養教育科目

の授業の受講学生の構成を調査した．学籍番号の奇数の

人数と偶数の人数を比較し，人数の大きい方を教室の収 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

容可能人数と比較して教室配当を行った．配当表を表3に
まとめた． 
授業で未使用の時間帯(空きコマ)は，学生が前後に受講

する授業がオンデマンド型や完全オンラインの場合に限

り，教室を受講場所として使用しても良いこととした．例

を挙げると表 3 の教室 1 の 1 コマ，英語 I を受講した学

生が，2コマに教室 1に残って他の授業を受講しても良い

ということである． 
 
9. 2021年度前期ハイブリッド授業開始 

9.1. 授業開始当日の状況 

2021 年 5 月 10 日，ハイブリッド授業が開始された．

全ての教室に同じ機種の機材を配置し使用する教室によ

って操作性が変わらないようにしたこと，各授業を担当

する教員の多くがハイブリッド授業開始前に模擬授業の

実施テストを行ったため授業の大まかな流れが確立され

ており，大きな混乱や授業の実施が困難との報告は挙が

らなかった．一部の教員から，対面の学生とオンラインの

学生に同様の質の授業(例えば，教員が質問や意見を公平

に受け付け，対面の学生とオンラインの学生にそれぞれ

の意見を伝える，グループワーク中に教員から学生への

アドバイスがどちらかへ偏らない等)を行うため教員の負

担が大きいとの感想があった． 
 ハイブリッド授業の実施率と教室配備パソコンの使用

率を調査した．2021年 6月 1 日火曜～4日金曜の間，各

教室を見回って実態が把握できる授業は 363 開講されて

いた．5 月 31日月曜のデータは，問い合わせの対応で一

部調査できなかった教室があるため調査結果に含めいて

いないが，各曜日で使用率が大きく変化しないこと，授業

数の多い火曜と木曜を含む期間のデータであるため信用

できるデータであると考えた． 
開講された 363 科目のうち，教員が教室に在室して授

業を実施したのは164科目，教員不在が199科目であり，

ハイブリッド授業の実施率は 45％であった．教員が教室

で授業を実施している授業では，教室配備パソコンの利

用率は 90%(内訳は教室配備パソコン利用が147科目，持

ち込みパソコン利用が17科目)であった． 
 
9.2. 問い合わせ対応 
 Zoom のミーティングを開催している端末をプロジェ

クターで投影する時に，ホストのみ参照可能な学生から

のプライベートチャットが投影されるという問い合わせ

があり，学生がチャット上で教員へ質問や意見がしづら

くなることが問題であった．これは，Zoom の画面共有で

は Power Point のスライドショーのみが配信されるが，

プロジェクターの投影ではパソコンのデスクトップ画面

※履修人数(学籍番号奇数の学生人数,偶数の学生人数) 
※比較対象の数字を強調した 

表 3．教室配当表(偶奇登校) 
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が投影されるため，チャット内容や参加者の一覧が

Power Point の表示に重複してスクリーンへ投影される

という問題である．この回避方法の検討に時間を費やし

た． 
誰でも簡単に操作できることを前提に検討した結果，

プロジェクターの投影中には参加者やプライベートチャ

ットを開かない，もしくは，2台目パソコンや 2台目モニ

ターを使用してプロジェクターに投影する対象のモニタ

ーには参加者やプライベートチャットを表示させない等

の操作上の工夫で回避した． 
 
9.3. Windows UpdateとCCASの問題 

毎月 Windows Update が実施される．授業中に

Windows Update が開始されたり，Windows Update に

伴う再起動が起きたりしないよう，CCAS と教室配備パ

ソコンそれぞれにてスケジュール管理を行った．しかし，

CCAS のサーバとクライアント間の通信には， .NET 
Framework 3.5が使用されており，この更新がある場合

には CCAS のサーバとクライアント間の通信が切断され

てしまい，CCAS の管理外になるクライアントが発生す

る．そのため，授業の行われていない時間帯にクライアン

トを CCAS で管理できるように復旧作業を行う必要があ

った． 
CCASをWindows10 バージョン 21H1対応にアップ

グレードしたが，通信を自動回復させる手段はな

く，.NET Framework 3.5 の更新時には手作業が発生し

た． 
 
10. 全員登校を視野に入れた授業の準備 

10.1. 各種シミュレーションについて 

 2021年度後期授業は前期授業よりも授業数が少ないた

め，同じ授業数の 2019年度後期と 2020年度後期の履修

者名簿を分析して各種シミュレーションを行った．新型

コロナウイルスが収束し，後期授業の実施途中にハイブ

リッド授業から全員対面授業になった場合でも対応でき

るよう，Zoomアカウントの運用や教室配当の検討を行っ

た．以下，その詳細を述べる． 
 
10.2. Zoomアカウントの運用と必要数の確認 

 教員固定方式とした．2021年度前期と同様に教員のグ

ループ分けの条件の変更はなしとした．グループディス

カッションの授業数が多かったが，Zoomのアップデート

によりブレイクアウトルーム使用中に参加者の学生が自

由にルームを移動できるようになったため，ブレイクア

ウトルームの事前割り当ては不要になった． 
 過去の 2019年度後期と 2020年度後期の時間割表から，

教員のグループ分けのシミュレーションを行い，必要な

Zoom アカウント数の概算を出した．2021 年度後期の時

間割表から Zoom アカウントのグループ分けを行ったと

ころ，シミュレーションどおり教養教育院に割り当てら

れた72個のZoomアカウントで運用が可能であることを

確認した．  
 
10.3. 教室配当について 
 過去の 2019年度後期と 2020年度後期の履修者名簿か

ら，全ての教養教育科目の授業の受講学生の構成を調査

した．学籍番号の奇数の人数と偶数の人数を算出して，教

室配当のシミュレーションを行った．偶奇登校から全員

登校になった場合でも同じ教室で受講できるよう，8.11.
で述べた条件に，履修者全員を収容可能なことが同時に

成立することという条件を追加した． 
その結果，2021年度前期から新設された1号館 4階の

小教室は使用しなくても問題なく学生を収容できること

が判明した．事前にシミュレーションを行ったため2021
年度後期の履修者名簿の入手後は，スムーズに教室配当

ができた．教員からの使用教室の希望も可能な範囲で反

映できた．配当表を表4にまとめた． 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10.4. グループワークの授業モデルの検討 
 教室で対面受講している学生がグループワークをする

時，複数名がマイクをオンにすると Zoom ミーティング

ではハウリングが起きる．図12にグループワークの授業

モデルをまとめた． 
図12の教室で対面受講している学生のグループ1とグ

ループ 2 は距離を十分開けて，各グループに会議用マイ

クを1つ配布した．会議用マイクのため収音性能が良く，

グループ全員の声を拾いグループディスカッションがス

ムーズにできた．グループ間の距離を十分空けることに

より，他のグループの学生の声を拾わないようにできた． 
 

表 4．教室配当表(偶奇･全員登校) 

※履修人数(学籍番号奇数の学生人数,偶数の学生人数) 

※比較対象の数字を強調した 

三重大学教養教育院におけるコロナ禍に対応した遠隔授業実施体制の構築

－ 93 －



12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11. まとめ 
はじめに述べたとおり教養教育科目は年間約 1,000 の

授業が開講されており，遠隔授業支援室では授業を行う 
教員の立場，受講する学生の立場，授業をサポートする立

場，それぞれの視点から，円滑な遠隔授業を実施運営する

ことを目標に，日々，試行錯誤を繰り返した．教員や学生

からの要望全てに対応するのは難しく，非日常のコロナ

禍において限られた準備期間に運用を策定し，機材の調

達・Zoomアカウントの契約数・教室の収容人数等，様々

な要因により制限のある中，遠隔授業実施のための準備・

運営・保守を行った．休講になる等の大きなトラブルもな

く，これまでの対面授業とは異なった創意工夫をして

2020 年度のオンライン授業，2021 年度のハイブリッド

授業が実施できたと考える．これらの記録は緊急時の危

機対応として貴重な資料になると考え，本稿にまとめた．

しかし，実施内容が正解であったかは現時点で判断する

ことは難しく引き続き検証を行う必要があろう．最後に，

コロナ禍が完全に終息した後も，本実施記録が授業運営

に生かされることを願う． 
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SUMMARY 

College of Liberal Arts and Sciences, Mie University, 
considered COVID-19 pandemic to be a serious 
problem. For this reason, the university has banned 
its students from attending school in 2020. And it was 
decided that all classes would be offered online. These 
are called online classes. Next year, the university 
divided its entire student body in half and had half the 
students take all classes face-to-face and the other 
half take them online. These are called hybrid classes. 
This paper mainly describes the records of the 
preparation, operation, maintenance and other tasks 
for the support of these remote classes.  
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図 12．グループディスカッションの例 

鈴木　 加那子

－ 94 －



三重大学高等教育研究 第 28 号編集委員会・事務局 

 

編集委員(長) 苅田 修一 （三重大学 高等教育デザイン・推進機構副機構長 生物資源学研究科） 

(副) 中西 康雅 （三重大学 高等教育デザイン・推進機構 教育学部） 

 下村 智子 （三重大学 高等教育デザイン・推進機構 教養教育院） 

 守山 紗弥加 （三重大学 高等教育デザイン・推進機構 教養教育院） 

 黄  文哲 （三重大学 高等教育デザイン・推進機構） 

 江川 昴明 （三重大学 学務部 教務チーム） 

 中村 拓夢 （三重大学 学務部 教務チーム） 

 川瀬 奈津美 （三重大学 学務部 教務チーム） 

   

査読協力者： （五十音順）  

 竹内 佐智恵 （三重大学 医学系研究科） 

 中西 良文 （三重大学 教育学部） 

 長濱 文与 （三重大学 教養教育院） 

 松岡 知津子 （三重大学 国際交流センター） 

 三島  隆 （三重大学 生物資源学研究科） 

 宮﨑 多惠子 （三重大学 生物資源学研究科） 

 森尾 吉成 （三重大学 生物資源学研究科） 

 森本 尚之 （三重大学 工学研究科） 

  他 3 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重大学高等教育研究 第 28 号 

Mie University Journal of Studies on Higher Education 

（旧 大学教育研究 －三重大学授業研究交流誌－） 

2022 年 3 月 

編集・発行 三重大学高等教育デザイン・推進機構 

        〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577 

電話 059-231-9982  FAX  059-231-9058 

印刷 合資会社 黒川印刷 

〒514-0008 三重県津市上浜町 2-11 

電話 059-226-4877  FAX  058-226-4889 

 



Vol. 28

Organization for
Higher Education

Design and Promotion,
Mie University

March, 2022

Mie University Journal
of

Studies on Higher Education


	目次
	1-25 令和2年度全学FD・SD開催記録
	27-34 正路真一
	35-43 江藤みちる
	45-53 福田知子
	55-58 坪谷尚季
	59-62 江角亮
	63-66 奥田久春
	67-70 サコラヴスキージェシー
	71-74 玉利健悟
	75-82 宮下伊吉
	83-94 鈴木加那子
	奥付


 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 528.27, 64.09 幅 27.19 高さ 19.42 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     528.2655 64.0879 27.1901 19.4215 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     1
     8
     7
     8
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 198.10, 791.42 幅 200.04 高さ 23.31 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     198.0996 791.424 200.0417 23.3058 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     8
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 198.10, 790.45 幅 194.22 高さ 23.31 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     198.0996 790.4529 194.2153 23.3058 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     4
     8
     4
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 194.22, 791.42 幅 202.95 高さ 25.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     194.2153 791.424 202.9549 25.248 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     8
     6
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 70.13, 767.11 幅 164.42 高さ 23.38 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     70.1303 767.1144 164.4166 23.3768 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     8
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 68.57, 767.11 幅 144.16 高さ 24.16 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     68.5719 767.1144 144.1568 24.156 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     8
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 533.12, 58.26 幅 18.45 高さ 25.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     533.1209 58.2614 18.4504 25.248 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     12
     11
     12
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 524.07, 64.36 幅 34.20 高さ 22.13 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     524.0707 64.364 34.2004 22.1297 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     8
     7
     8
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 44.87, 796.25 幅 185.89 高さ 23.24 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     44.8696 796.2492 185.8882 23.236 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     8
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 49.22, 795.32 幅 174.37 高さ 17.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     49.2216 795.3165 174.3703 17.8035 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     8
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 212.67, 789.48 幅 170.91 高さ 23.31 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     212.6657 789.4819 170.9094 23.3058 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     8
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 214.61, 791.42 幅 178.68 高さ 24.28 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     214.6079 791.424 178.6781 24.2769 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     4
     8
     4
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.01, 795.31 幅 187.42 高さ 22.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     201.0128 795.3083 187.4177 22.3347 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     8
     6
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 526.32, 66.03 幅 33.02 高さ 16.51 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     526.3234 66.03 33.0166 16.5083 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     7
     9
     8
     9
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     1261
     226
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 520.50, 56.32 幅 34.96 高さ 27.19 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     520.4969 56.3192 34.9587 27.1901 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     9
     8
     9
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 204.90, 791.42 幅 194.22 高さ 24.28 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     204.8971 791.424 194.2153 24.2769 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     9
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 200.04, 789.48 幅 188.39 高さ 26.22 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     200.0417 789.4819 188.3888 26.2191 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     4
     9
     4
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 198.10, 791.42 幅 199.07 高さ 25.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     198.0996 791.424 199.0706 25.248 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     9
     6
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.98, 793.37 幅 192.27 高さ 19.42 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     201.9839 793.3661 192.2731 19.4216 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     8
     9
     8
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     1261
     226
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 532.15, 64.09 幅 20.39 高さ 18.45 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     532.1498 64.0879 20.3926 18.4505 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     4
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 523.41, 45.64 幅 24.28 高さ 19.42 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     523.4102 45.6374 24.2769 19.4215 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     1
     4
     3
     4
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.01, 790.45 幅 195.19 高さ 25.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     201.0128 790.4529 195.1863 25.248 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     4
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 111.67, 791.42 幅 369.01 高さ 20.39 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     111.6738 791.424 369.009 20.3926 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     1
     4
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 112.64, 794.34 幅 364.15 高さ 19.42 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     112.6449 794.3372 364.1536 19.4216 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     3
     4
     3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 529.24, 65.06 幅 23.31 高さ 18.45 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     529.2366 65.0589 23.3058 18.4504 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 534.09, 64.09 幅 16.51 高さ 22.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     534.092 64.0879 16.5083 22.3348 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     4
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 524.38, 38.84 幅 26.22 高さ 28.16 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     524.3812 38.8399 26.2191 28.1612 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     1
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 524.70, 59.85 幅 30.92 高さ 23.94 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     524.703 59.8532 30.9236 23.9408 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:  3ページから  ページ 3
     マスク座標: 左下 (526.32 62.15) 右上 (556.43 83.51) ポイント
      

        
     0
     526.3234 62.1457 556.4267 83.5094 
            
                
         3
         SubDoc
         3
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     4
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:  1ページから  ページ 1
     マスク座標: 左下 (622.46 235.97) 右上 (622.46 237.91) ポイント
      

        
     0
     622.4599 235.9684 622.4599 237.9105 
            
                
         1
         SubDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     4
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 533.12, 64.09 幅 21.36 高さ 17.48 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     533.1209 64.0879 21.3636 17.4794 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     3
     4
     3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 534.09, 62.15 幅 19.42 高さ 19.42 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     534.092 62.1457 19.4215 19.4215 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     1
     4
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 530.21, 65.06 幅 22.33 高さ 18.45 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     530.2076 65.0589 22.3348 18.4504 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     4
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 221.41, 793.37 幅 160.23 高さ 16.51 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     221.4054 793.3661 160.2276 16.5083 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     1
     4
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 219.46, 794.34 幅 168.97 高さ 18.45 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     219.4632 794.3372 168.9673 18.4505 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     3
     4
     3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 145.66, 792.40 幅 300.06 高さ 19.42 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     145.6615 792.3951 300.0626 19.4215 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     4
     2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     1261
     226
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 67.26, 787.59 幅 181.77 高さ 25.62 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     67.2632 787.5887 181.7708 25.6241 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     26
     25
     26
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 48.85, 793.99 幅 180.17 高さ 20.02 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     48.8459 793.9948 180.1693 20.0188 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     26
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





